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  　この小説には暴力シーンやその他過激な表現が含まれます。未成年の観賞に関しては、周囲の大人、保護者の皆様のご配慮をお願い致します。


  武林クロスロード４登場人物

  

  主な登場人物

  

  レイ・シュンライ……リョウカの師匠、最強の武ぶ俠きょうの一人

  リョウカ……大陸最強を目指す、器き解かい族ぞく姫ひめ巫み女この娘

  ヒュンラ……元ルカン朝の将軍

  ホウショウ……都を追放された元・軍師

  リラン……ホウショウの世話係

  オンリン……シュンライの妹分

  カルザ……元・鎮ちん西ぜい将軍、ヒュンラの母

  カシュラ……元・海賊の少女

  ウアン……オンリンの部下。坤こん道どう（女性道士）崩れ

  イシュタ……奴ど隷れい商人

  ジャンウォン……北ほく天てん派は武ぶ功こう山ざんを束ねる女武俠

  ヤド……北天派密みっ札さつ術じゅつの達人

  カザミ……北天派轟ごう天てん鑽さん陣じん拳けんの使い手

  ハン・シス……崩天教主に仕えていた神しん虎こ族ぞく四姉妹の四女

  バセン……ルカン朝北方国境上、辺境警備隊隊長

  クバンカサ……火か雲うん邪じゃ神しんという二つ名をもつ、獣神国遠征軍総大将

  サンファン……獣神国右将軍

  ヒュウガ・ヒョウコ……獣神国左将軍

  パオシン……獣神国参謀

  タジサ……獣神国の巫ふ祝しゅく士し兵へい

  リン・ルカン……征東将軍

  ジンカン……鎮ちん東どう将軍の破は城じょう武俠

  ユゴ・ウーイン……中央禁軍大将軍

  アルシャーサ……ジャン国第一王女

  ニスーラ……アルシャの護衛役、毒手拳の達人

  



  


  プロローグ

  

  　一人の少女が渺びよう茫ぼうたる砂漠を頼りない足取りでさまよっている。

  　少女は普通の人間ではなかった。虎のような耳と尻尾が生えている――神しん虎こ族ぞくだ。

  　名は、ハン・シス。

  　崩ほう天てん教きよう主しゆジャホウセンに仕えていた四姉妹の末っ子だ。

  　神虎族乾けん坤こん圏けんの達人で、四姉妹で最も豊満な体の持ち主だったが、今その頬ほおはこけ表情には生気が欠けている。それもそのはず、北方の砂漠地帯をあてもなくさまよい始めてもう一週間が過ぎているのだ。最後にものを食べたのは五日前で、水を飲んだのは四日前。いくら神虎族が頑健でも、限界はある。

  　崩天教は、拳けん神しん雷らいレイ・シュンライとの戦いで滅びた。ジャホウセンと神虎族の四姉妹がいなくなれば、あとは烏う合ごうの衆しゆうに過ぎない。

  　思い出す――。あの戦いを。

  　九きゆう谷こく関かんの要塞。崩天教の本拠地。

  　シュンライ一派の侵入に、四姉妹が迎撃に出た。

  　シスは、姉のシャムとともに南なん天てん派の武ぶ侠きよう夫妻コクリとロウシュウの相手をした。

  　背中合わせで戦う夫妻に、シャムとシスが前後から襲い掛かった。シャムが夫の方に深手を負わせ、戦いは実質二対一となり、勝利は目前だった。しかし突とつ如じよ、南天派体たい極きよく拳けんの掌しよう門もんラシャーナと、その義理の娘カリンが乱入してきた。

  　シスは、カリンの一撃で壁を突き破り、城外まで吹き飛ばされてしまった。そして意識を失っているうちに、戦いはすべて終わっていたのだ。

  　ジャホウセンとシスの姉たちは、すべてジャン国に連行された。毎日厳しい拷ごう問もんを受けているという噂だが、シスに取り戻す力はない。そもそもシスは、ルカン朝のお尋ね者だ。首には賞金をかけられている。どこにも居場所はなく、賞金稼かせぎから逃げているうちにこの砂漠にたどり着いた。

  　賞金稼ぎも、砂漠の辺境までは追ってこない。しかしこの一帯は極端に降水量が少なく、食べられるものを見かけることもない。

  「ここが死に場所か……」

  　乾燥した黄こう砂さが風に吹かれて舞い上がる。

  　砂の迷宮だ。壁はないが、脱出困難という点において砂漠は迷宮に似ていた。

  「ああ……」

  　シスは膝ひざから崩れ落ちた。

  　砂の上に倒れ込んで、そのまま起き上がる気力もない。

  　風と砂が戯たわむれる音が、シスの耳の中で反響している。姉たちのことを思うと泣きたくなるが、もう体内に水分はあまり残っていない。ジャホウセンのもとで暴れ回った日々が、今ではまるで夢のようだ。

  （あと、どれくらいで私は死ぬのか――）

  　シスは体が冷えてくる感じと眠気を同時に覚えた。このまま、眠るように死ねたら、と思う。

  　その時だった。

  　ドスン、ドスン、という重い足音がシスの耳に飛び込んできた。

  　最初は幻聴かと思ったが、違った。突っ伏した地面から規則的な震動が伝わってくる。何か、巨大な生物の足音だ。それが近付いてくる。

  　シスは、最後の力を振り絞って顔を上げた。

  　砂のスクリーンに、巨大な影が映っている。その威圧感に、シスの身が強こわ張ばる。

  　風向きが変わって、影の正体が明らかになった。

  　巨大な櫓やぐらを背負った四本足の獣だ。体高三〇メートル、体長四〇メートルほど。

  　この大きさは、小さな砦とりでだ。

  　その獣は、暴れないようにするためか、両目が特大の針と縄で縫い合わされていた。目が見えない代わりに、櫓の人間たちが手た綱づなや鉤かぎつきの棒で獣に指示を与えている。

  　巨獣はその一体だけではないし、一種類だけでもなかった。一番大きい櫓をのせた四本足から、馬より一回り大きい程度のものまで。

  　魔獣の軍勢がそこにあった。

  　シスの前に、一匹の魔獣が駆けてきた。馬よりも一回り大きい、甲殻系の皮ひ膚ふを持った二足歩行のトカゲだ。そのトカゲに手綱をかけ鞍くらをのせ、堂々たる体たい躯くの女将軍が乗り回している。

  「このようなところで神しん虎こ族ぞくを見かけるとはな……」

  「なんだ……これは？」

  「我らか？　我らはルカン朝を滅ぼすものだ」
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  　――皇帝バラカン・ルカンの治世。

  　ルカン朝廷は、その圧倒的な軍事力を背景に広大な東方大陸のほぼ全土を掌しよう握あくしていた。

  　刃向かうものは皆殺しにし、国民には重い税をかけるルカン朝廷軍。少数民族や名のある武ぶ侠きようたちが朝廷への反抗を続けているが、やはりあまりにも戦力に差がありすぎた。皇帝の後宮ハーレムや巨大浴場のために数万という奴ど隷れいが過酷な労役の末に過労死し、鎮ちん圧あつされた反乱軍は生きたまま土に埋められる。そんな時代――。

  

  　風ふう雲うん救きゆう国こく状じように従って、ルカン朝と敵対するジャン国のために戦ったリョウカとシュンライ。その決戦において、ルカン朝の征西軍団は壊滅した。征西将軍ラゴンは討ち死に。征西軍団と西部軍合計三〇万の損害（死傷者の他に逃亡兵、捕ほ虜りよ含む）は、ルカン朝の権威に傷がつくどころではなく、致命傷にもなりかねない大敗北と言ってよかった。

  　ジャン国大勝利の報は大陸中を駆け巡り、各地で反乱が頻ひん発ぱつ。特に南部、西部での反ルカン朝勢力の隆盛は目を見張るものがあり、帝国の屋台骨は大きく揺らいでいた。まさに時代は、大きな変革の時期を迎えつつあった。

  　自分たちが各地で盛り上がる反ルカン朝勢力の英雄になっているとはつゆ知らず、リョウカたちはいよいよ帝都八はつ卦け封ほうまであと少しというところまで旅を進めていた。

  　シュンライによれば、

  「都に入ってリョウカを北ほく天てん戦の選手に登録してしまえば、やつらも手が出せなくなる」

  　という。

  「大会規約だ。北天戦の選手を国の軍隊が追いかけることは禁じられている。太古の王が武神と交わした取り決めだ。同時に、北天戦の選手は自分から積極的に戦いくさに参加することも許されない。まずは、そこまでが勝負だ」

  　戦いは激しくなる一方だろう。そこで、武術の戦いに弱いホウショウとリランはジャン国に残った。そのかわり増えたのが、ジャン国水軍の元海賊少女――カシュラだ。カシュラは成り行きでリョウカと体をかわし、それ以降すっかり恋に溺おぼれてしまった。リョウカは「白はく蛇じや淫いん功こう」と呼ばれる淫みだらな技を使ったので、純粋な恋ではないかもしれないが……。

  　カシュラは、暇さえあればリョウカに甘える。夜になると激しいセックスをねだる。それを見て面白くないのは、シュンライだ。さすがにカシュラはリョウカたちの修行の邪魔はしないが、それ以外の時間は何かとシュンライに突っかかる。

  「リョウカ様は、シュンライ様一人のものではないんですから！」

  　かといって、カシュラ一人のものというわけでもない。

  　夜は、街道沿いの宿屋で盛り上がる。リョウカはカシュラと行為を始めて、「シュンライ様もご一緒に」と誘うのだが、これがのってこない。リョウカはシュンライが別の女と寝ていても気にしないし、シュンライも同じ考え方のはずだ。恋愛と性欲は別のものだと割り切っている。抱きたい時に抱き、殺したい人間を殺す。己おのれの信念と仁義に従って生きる。それが武ぶ侠きようの人生だ。事実、リョウカとシュンライは何度も複数の他人を混ぜて乱交を重ねてきた。それでまったく平気だったのだ。

  　しかしシュンライは、カシュラのこととなると武侠らしくない。嫉しつ妬と心など、本来シュンライには無縁の感情だった。それが、日増しに強くなっているのだから尋じん常じようではない。

  　シュンライのことを気にしつつも、カシュラに甘えられるとリョウカは弱い。そもそもうぶな娘に迂う闊かつに手を出したリョウカが悪いのだ。責任を取って、カシュラを毎夜快楽の地獄へと導く。

  

  「天下にその名を轟とどろかせる拳けん神しん雷らいが、弟子に遠慮して宿を抜けてくるとは……」

  「うるさいな。私だって自分の行動に戸惑っている。どうにも調子がおかしい」

  　仕方なく、シュンライは旅に同行しているヒュンラと酒を飲んでいる。

  　ヒュンラはルカン朝南部第一軍三万の軍勢を率いる将軍だった。しかしシュンライに敗れ、朝廷の悪行を目の当たりにし、今は反ルカン勢力に味方している。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しという特殊な武器の達人であり、絶世の美女と言っていい。冷酷そうな鋭い目に、やや厚めの物もの憂うげな唇。体の線がはっきりと出る、まるで紐のような露出度の高い衣服を身にまとっている。武侠たちは外がい功こうで鍛えているので、鎧よろいを着る必要があまりないのだ。もうすぐ三み十そ路じの熟れた体は肉感的で、乳牛並みの乳房が呼吸するたび微かすかに揺れる。

  　ヒュンラの肌は蚕かいこの繭まゆのように真っ白で、対照的にシュンライの肌は美しい褐色。シュンライの鍛え抜かれた胸板には、小ぶりの西瓜すいかほどもありそうな乳房が実っている。長身で手足が長い上に、こんもりと盛り上がった筋肉が黒曜石から削りだしたように輝いている。脚はトネリコの幹のように太くしなやか。腰は砂時計のようにくびれていて、鍛えすぎた腹筋は蛇じや腹ばらのように見える。

  　宿屋の一階にある酒場だ。四階建ての大きな建物で、一階と二階は吹き抜けになっていて、中央には竹を生やした庭園がある。リョウカとカシュラが行為に励んでいるのは三階の部屋。シュンライとヒュンラの部屋はその隣。

  　ジャン国の戦いくさで旋風血滴子が故障したので、ヒュンラはしばらく別行動を取っていたが、ちょうどこの宿場町で追いついたところだった。

  　賑にぎやかな酒場で、流しの楽士が琴ことの音色を奏でている。踊り子はいないが、酒も肉も上等なものだ。懐ふところに余裕がある旅の武術家や[image: ]局ひょうきょく（運送業の用心棒）の客が目立つ。

  「気に入らないなら、カシュラとやらに厳しく当たればいいじゃないか」

  　ヒュンラが言った。シュンライは頭かぶりを振り、

  「そんな小者のような真似はできない。リョウカも悲しむ」

  「じゃあ、手はないよ。リョウカがカシュラに飽きるのを待て」

  「リョウカは、飽きた相手をぽいと捨てるような娘ではない。迫られると弱いが、責任は果たそうとする」

  「リョウカがお前を尊敬する気持ちは本物だ。一切揺らいでいないのが、はたから見ているだけでも伝わってくる」骨付きの肉をかじりながら、ヒュンラは続ける。「閨けい房ぼう（寝室）の技を磨くのも、武ぶ侠きようのたしなみだ。英雄豪傑女傑なら、後宮ハーレムで何百人もの相手をするのが当たり前。それでいて、心に決めた相手は決して裏切らない。そういうものだ。リョウカは大丈夫だ。心配し過ぎだ」

  「まさかお前に励まされるとは……」

  「まさか私がお前を励ますとは……」

  　二人は酔っ払い、満腹になって自分たちの部屋に戻った。すると、隣の部屋からカシュラの獣のような絶叫が聞こえてくる。リョウカの肉棒に鳴かされているのだ。寝台が軋きしむ音まで筒抜けで、シュンライとヒュンラは顔を見合わせた。

  「リョウカがもてるわけだ。まさに女泣かせ」

  　ヒュンラの余計な一言がシュンライを苛いら立だたせる。
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  「黙れ」と、シュンライはヒュンラを抱き寄せた。いきなりだったので、ヒュンラは顔を赤くする。

  「これではとても眠れん。相手をしろ、ヒュンラ」

  「ちょ、ちょっと待て。私はこれ以上お前と親密になる気は……」

  　さらに何か言いかけたヒュンラの唇を、シュンライは強引に自分の唇で塞ふさいだ。舌をからめるディープなキスで、ヒュンラの瞳がとろんと潤うるむ。

  　ヒュンラも武ぶ侠きようであり、シュンライやリョウカほどではないが好色な方だ。特に、体を鍛えに鍛え抜いた女には興奮してしまう。たくましい女に軽々と扱われると喜ぶのは、母カルザとの共通点の一つだ。

  「そういえば、お前と一対一で寝るのはこれが初めてか」

  　唇を離して、シュンライは言った。

  「な、なんだか恥ずかしい……」

  「もともと、お前は賭と身しん戦せんで負けている。これ以上の抵抗は武侠の仁義に反するぞ」

  「う……それは……」

  　それを言われるとヒュンラは弱い。

  　ヒュンラは、シュンライに普段から性奴ど隷れいとして扱われても文句は言えないのだ。

  　この大陸では、女武侠は龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こん（男性器）を薬か術で生やすのが流行りだ。しかし、シュンライとヒュンラはどちらもそうしていなかった。純粋な女同士の性行為、磨ま鏡きようとなる。

  　再びキスをしながら、シュンライはヒュンラを寝台に押し倒した。服を脱がなくても、二人とも最初から全裸に近い服装だ。すぐに行為に入ることができる。

  　シュンライは、ヒュンラの紐のような服をつかんで引っ張った。黒革を股こ間かんに食い込ませて、敏感な部分を擦こすって刺激する。

  「ひああ……」

  　ヒュンラが切ない声をあげた。シュンライは服をずらして、さらに激しく攻め立てる。

  　シュンライは、ヒュンラの下腹部に舌を這はわせた。丁てい寧ねいになめて、段々と上に行く。

  　シュンライの口が、ヒュンラの乳首をとらえる。口の中で転がすと、甘い悲鳴が。

  「ああっ……こういうの好き……」とヒュンラ。

  「龍鳳双具よりも？」

  「うん……指と舌……好き」

  　照れながらそう答えたヒュンラがとても可愛かわいく見えた。

  「私も……我慢できない……」シュンライは寝台の上で横になり、大胆に脚を開いて物欲しげな目でヒュンラを見詰めた。「奉仕して……」

  「はい……」

  　ヒュンラは、シュンライの股こ間かんに自分の顔を埋うずめた。

  　シュンライのやや大きめの陰いん核かくを、猫のように音を立ててなめるヒュンラ。絶妙な舌使いに、シュンライの体が弓なりに反り返る。「あひいっ！」と下品な嬌きよう声せいが漏れる。

  「武術の腕じゃかなわないが……」と、ヒュンラは舌で陰核をなめながら右手の指を二本、シュンライの亀き裂れつに挿入した。「寝台の上でなら、私でもお前に悲鳴をあげさせることができるんだな……」

  「この……調子に乗るな……あひっ！」

  　ヒュンラの長くしなやかな指がシュンライの中をうごめき、最も感じやすい粘膜の箇所を探す。シュンライの亀裂は熱く濡れている。

  　ここか、こっちか――？　シュンライの反応を観察しながら指を動かし、ヒュンラはとうとう弱点を探り当てた。指で擦こすりつつ、陰核を吸うのも忘れない。さらにヒュンラは左手でシュンライの乳首を摘つまむ。

  　翻ほん弄ろうされたシュンライは、快楽のあまりすすり泣いた。鋭い快感に立て続けに襲われて息も絶え絶えになり、シュンライの体は「ふわっ」と体が浮くような感覚にさらわれた。絶頂に達したのだ。体をびくん、びくんと痙けい攣れんさせて、「あ、おおっ……！」と欲情むき出しの声で吠える。

  「ほら、一人で満足してないで……」

  　ヒュンラは、シュンライに体を密着させてキス。二人の豊かな乳房がぶつかり合って、水風船のように形を変える。

  「私にも」

  「やってくれたな……」と、荒い息をつきながらシュンライ。「たっぷりお返ししてやる」

  

  　――同じ頃、隣の部屋でも。

  　リョウカはカシュラの上で腰を振っている。打ちつけると愛液が飛び散って卑ひ猥わいな音が響く。カシュラはすでに四回の絶頂にさらわれていた。

  　リョウカは、こんな時でも眼鏡をかけている。腰を振るたびに、年齢不相応に豊満な胸が大きく揺れる。ここ最近少しずつだが背も伸びてきた。毎日シュンライとともに厳しい功夫クンフーを積んでいるおかげで、体の基礎は完全に出来上がっていた。

  　カシュラは海賊らしくすっかり日焼けしていて、体は引き締まった筋肉質。色気と海賊の野蛮さを同時に兼ね備えている。黒い髪は極端に短く、目つきが鋭い。

  「私もそろそろいきそう」と、リョウカは歯を食いしばる。「顔にかけていい？」

  「あっ、ああっ！　嬉しい……思い切り出してください、リョウカ様……」

  　リョウカにこれでもかと快楽を打ち込まれたカシュラは、正気を失う一歩手前の顔をしていた。

  　リョウカは、カシュラの亀裂から龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんを抜き、顔の近くにもっていった。破裂寸前の真っ赤な怒張を見て、カシュラは思わず歓声をあげる。

  　カシュラは「あーん」と口を開けてから、右手で自分の陰いん核かくをいじり、左手でリョウカの陽よう根こんをしごいた。すでに限界が間近だったリョウカは、とうとう抑えきれなくなって、絶頂の精液をカシュラの口と顔にぶちまけた。

  「あっ！」

  　顔中に粘着質の液体を浴びて、カシュラは喜ぶ。

  　カシュラは口に入った分を飲み込み、頬ほおや鼻の頭にかかった精液を指ですくって、うっとりとした表情でなめとった。それを見てリョウカの胸は熱くなるが、隣の部屋からシュンライとヒュンラの喘あえぎ声が聞こえてきて水をかけられたような気分になる。

  （お師匠様……）

  　リョウカが押しに弱く、快楽に流されやすいせいで、夜はシュンライとすれ違ってしまう。シュンライのことを強烈に「欲しい」と思うと同時に、目の前でリョウカの精液を美味しそうに飲んでいるカシュラを見ていると愛しさが込み上げてくる。

  （これからどうしよう……）

  　朝廷との戦い。シュンライとの関係。悩みの種は尽きない――。
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  　リョウカは、母の一部を取り戻した。「六ろく門もん自じ在ざい棍こん」だ。

  　器き解かい族ぞくの姫ひめ巫み女こだった母は、体をバラバラにされるとすべての部品が強力な武器に変化した。六門自在棍はそのうちの一つ。六つ集めて組み合わせれば、驚くべきことにリョウカの母は生き返ってしまうのだという。

  　リョウカは、幼い頃に母と約束していた。大陸最強の「双そう天てん武ぶ王おう」になる、と。双天武王になれば、リョウカは両親を捜し出し、自分の体に秘められた龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの謎を解くことができると信じていた。今は、微妙に目的が変化している。両親を捜し出すのではない。双天武王となり、六門器械を取り戻す。

  「とうとう……ここまでやってきたんですね」

  　リョウカたちは小高い丘の上から、ルカン朝の帝都――「八はつ卦け封ほう」を望んでいる。

  　八卦封は巨大な街だ。しかも、その外周をぐるりと高い城壁が囲んでいる。城壁の高さは、およそ三〇メートル。一定の間隔をおいて数百という物もの見み櫓やぐらが配置され、いつでも発射できる状態の弩ど砲ほうが睨にらみを利かせる。

  　高い城壁の内側には、さらに三重の城壁によって守られた伏ふつ義き城じようが存在する。皇帝バラカン・ルカンの居城である。八卦封の中央にそびえ立つ伏義城は、まるで陸の灯台。皇帝の私生活の場である太たい極きよく宮ぐうは二〇階建てで、大陸最大の高層建築として名高い。

  「あの八はつ卦け封ほうの中に、北ほく天てん戦の受付がある」

  　と、リョウカの隣でシュンライが言った。

  「施設は八卦封の中にあるが、北天戦を管理しているのはルカン朝ではない。古来より続く神と人との契約を履行する『力りつ家か』だ」

  　力家の名前はリョウカも聞いたことがある。力家思想、力家教団、力家武ぶ侠きよう――。力家が信しん奉ぽうするのは、幅広い意味での「神の力」だ。強力な思想・宗教団体であり、皇帝よりはるかに民衆の支持を集めている。ルカン朝と敵対する異民族にも力家は影響力を持ち、彼らの行動に政治や軍隊が介入することはできない。

  「ということなので」シュンライは続ける。「八卦封に潜入し、力家の土地にたどり着けば我らの勝ちだ。皇帝軍も手出しできなくなる」

  「ここの警備は厳重ですね……」

  　と、リョウカはため息交じりに言った。

  「一応、通用門が二か所ある」ヒュンラは、八卦封を指さしながら言う。「しかし、リョウカも顔が売れてきたからな。旅の商人や一般人を装っても、門番に見破られるだろう。騒ぎになれば、征将軍が軍団を率いて駆けつけてくる。いくらシュンライが強くても、リョウカが無事で済むとは思えない……」

  「う……」

  「リョウカ様は自分が命にかえても守ります！」

  　カシュラが力強く言った。

  「その気持ちは立派だが」と、少し冷たい口調でヒュンラ。「気持ちだけで戦場では生き残れないぞ。いくら征西将軍を倒したからといって、他の征将軍たちの力をあなどってはいかん。特に、都を守る皇帝軍の総司令官大将軍ユゴの実力は折り紙つき。はっきり言って、私程度では足止めするのも難しいだろう」

  「…………」

  　確かに、ヒュンラの言う通りだ。乱戦になれば、足手まといになる可能性が高い。征西将軍ラゴンを倒せたのは、ジャン国の精鋭とともに戦ったからだ。この人数ではあまりにも分が悪すぎる。

  「もしも五ご鎖さ衆しゆうが出てくれば」シュンライの顔つきが厳しくなった。「また、私は敗れるだろう。五人に勝つには、こちらも達人が五人必要になる」

  「五鎖衆はよほどのことがなければ皇帝から離れない」とヒュンラ。「……が、レイ・シュンライが帝都に現れれば『よほどのこと』と判断しても不思議はないな」

  「どうやって潜り込みましょうか？」

  　リョウカはシュンライに訊たずねた。

  「こんな時のために」と、シュンライは腰にさげていた革袋を手に取った。「ホウショウさんからこれを預かってきている。彼女は『警備が厳しかったらこの袋を開けてください。中に策が入っております』――と」

  「さすがはホウショウ様。抜け目がない！」

  　リョウカは神様仏様ホウショウ様、と拝みたい気分だ。

  「では、中身を」

  　シュンライは袋の口を固く縛っていた紐を断ち、中から一枚の手紙を取り出した。

  『袋を開けたということは、もう八はつ卦け封ほうが間近なのでしょう』

  　ホウショウには両腕がない。文を書いたのは彼女の召し使いリランだろう。

  『八卦封の近くに、ソウセンという街があります。そこに、私の友人であるイシュタという女商人がいる。私の名前を出せば、協力してくれると思います』

  　そういえば、ホウショウはもともと朝廷の軍師だ。八卦封周辺に知り合いがいても不思議はなかった。

  　リョウカ、シュンライ、ヒュンラ、カシュラの四人は、早速ソウセンに向かう。このあたりの地理にはヒュンラが詳しいので、道案内を任せる。目的地まで、一〇キロメートルちょっと。全員、軽けい功こうが使えるので時間は一〇分もかからないだろう。

  「……リョウカは、ソウセンは初めてか？」

  　と、意味ありげな表情でヒュンラ。

  「え、あ……はい。それが何か？」

  「どんな街かは、知っているか」

  「いえ、全然……何かあるんですか？」

  「そうか……知らないか」ヒュンラは少し考えてから、続ける。「まあいい。あの街はお前のような小娘には少し刺激が強すぎるかもしれんが、これも経験だ。何を見ても動揺しないように、ある程度心構えを」

  「は、はい！」

  　どうやら、普通の街ではないらしい。何か醜しゆう悪あくなもの、たとえば死体の山でもあるのだろうか――？　ヒュンラの忠告を胸に刻んで、リョウカは「よし！」と腹に力を入れた。

  

  　――それから数分後。

  　リョウカは、ヒュンラが「刺激が強すぎる」と言った理由を完全に理解した。

  　八卦封近くのソウセンは大規模な商業の街であり、奴ど隷れい商人たちの拠点だった。

  「うわあ……」

  　ソウセンは八卦封と違って入るのは簡単だ。それもそのはず、街を警備する兵士たちは、町民や旅人よりも奴隷たちの動向に目を光らせていたからだ。

  　道端の屋台で鎖につないだ奴隷を売買しているのを見て、リョウカは心底驚いた。ルカン朝において奴ど隷れい売買は、そのための税金さえ支払うならば合法である。ただし、いくら合法とはいえ、命のある人間を売り買いする行為はあまり褒ほめられたものではない――その程度の認識は誰もが抱いている。

  　だが、このソウセンときたらどうだ。あまりにも公然と、堂々と、商品としての奴隷が衆目にさらされている。男娼にするための少年、娼婦にするための少女、労働力にするための男女、一芸のある異民族――とにかく、ありとあらゆる種類の奴隷が勢ぞろいだ。

  　売買される奴隷たちは、ほとんどが全裸に首輪という無残な姿だ。少しでも抵抗しそうなたくましい奴隷には、手鎖が追加されている。奴隷たちをつないでおくためのみすぼらしい小屋が建っているかと思えば、その隣には裕福な奴隷商人の豪邸があってなんともちぐはぐな印象の街である。

  「…………」

  　リョウカは、自分より年下の奴隷たちを見て心を痛めた。確かに、支配する側とされる側に分かれてしまうのは、この世の理ことわりかもしれない。過去の歴史書を読んでみても、本当に人間が平等だった時代などなかった。しかし、それでも、リョウカは納得できない。納得してはいけない、という気がする。

  　この街を訪れた目的、ホウショウの知り合いイシュタの屋敷は、一際豪勢だったので見つけるのに時間はかからなかった。立派な石造りの塀に囲まれた、広い庭のある三階建ての屋敷。庭には池まであり、門の周辺には八人も警備の兵士がいる。全員女性で、それなりの修行を積んだ武術家に見える。

  　シュンライが門番に話しかけた。

  「ここがイシュタの屋敷か」

  「何の用だ。今日、来客があるとは聞いていないぞ」と門番。

  「怪しいものではない。我々はホウショウさんの知り合いだ」

  「ホウショウ？」

  　門番たちは知らないようだった。

  「この手紙をお前たちの主人に渡せば、わかる」

  　シュンライは、ホウショウの手紙を門番に手渡した。

  「ふん……」

  　門番は怪しみつつも手紙を受け取り、屋敷の中に入っていった。少ししてから、駆け足で戻ってくる。どうやら話は通じたようだ。

  「失礼しました。お通りください」

  　ようやく門を潜くぐって、屋敷の中へ。

  　この街でこれだけの屋敷を構えている以上、イシュタの職業は奴隷商人とみて間違いないだろう。屋敷の一階には私兵たちの詰め所と厨ちゆう房ぼうがあり、料理人たちが高価な食材を切り盛りしている。二階は、美術品や宝石類の保管場所。古代の名刀や黄金の服飾品、遠く北の果てに生息する巨大な魔獣の毛皮など、いくら値がつくかわからない品物が惜しげもなく山積みにされている。

  　屋敷の主であるイシュタは最上階にいた。

  　半裸の女が広い部屋の上座に座っている。露出度の高い衣服なので一瞬奴ど隷れいに見えるが、身につけている宝石類が高級なので「奴隷を使う方」だとわかる。透けて見える布を多用した、西部辺境の異民族衣装だ。

  「私がイシュタだ。ホウショウの知り合いとは珍しいな」

  　イシュタは、左右に一つずつ肘ひじ掛けを用意していた。それを見てリョウカは思わず目を丸くした。普通の肘掛けではなかった。四つん這ばいの状態で拘こう束そくした美女を、肘掛けとして使っていたのだ。

  　肘掛けの美女は、兎子女郎トウズーニーラン（バニーガール）の格好をさせられていた。イシュタは、お尻を突き出した二人のバニーガールに肘をのせ、まるで一国の主のような尊大な態度でリョウカたちと話している。

  「頼みがある」と、シュンライはいきなり本題を切りだした。「八はつ卦け封ほうに入りたいが、事情があって見張りに顔を知られている。なんとかしてほしい」

  「名乗りもせずに、いきなり頼みごととは」
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  　イシュタは、兎子女郎トウズーニーランのむちむちとした尻を撫なで回していた。その感触に、肘ひじ掛けとして拘こう束そくされた美女は頬ほおを紅潮させ、もぞもぞと腰を動かしてより多くの刺激を得ようとする。完全に調教済みの奴ど隷れいのようだ。

  「失礼。私の名はシュンライ。一緒にいるのは、友人のヒュンラと弟子のリョウカ。そしておまけのカシュラ」

  　おまけ、と言われたカシュラが「むっ」と眉み間けんにしわを寄せたが、事情を知らないイシュタは気にしなかった。

  「やはり拳けん神しん雷らいか！　その体たい躯く、その容貌。もしやと思ったが、まさかあの天下無双の豪拳とこうやって直接話ができる日が来るとはな！」

  　そう言って、イシュタは兎子女郎トウズーニーランの尻をパーン、と叩いた。美女の体が小さく震える。

  「ホウショウはずっと私のお得意様だった。親に捨てられたリランを拾い、ホウショウに売ったのもこの私だ。ただ商人と客というだけでなく、一緒に酒や乱交も楽しんだ」イシュタは懐かしそうに目を細めて、続ける。「……ホウショウが皇帝の不興を買った際、すでに私は大金持ちだったが、奴隷商という立場上あまり大っぴらに援助はできなかった。なので、あいつには借りがある。協力してもいい。ただし、一つだけ条件が」

  「条件……？」

  「ある悪党を片付けてほしい。同業者――つまり奴隷商人だが、あまりにも奴隷の扱いが残酷すぎて問題になっている」

  「売買したり、調教したりするより残酷な扱いがあるのか」

  　と、シュンライ。

  「ある。その奴隷商人は、奴隷同士を殺し合わせて見せものにしている」

  



  
    ３
  


  

  　南に南なん天てん五大門派あり。

  　そして北に北ほく天てん派武ぶ功こう山ざんあり。

  　大陸北部のアジャスン山脈で最も高い、武功山。いい鉄が採れる上に、腕試しにちょうどいい悪鬼妖怪の類たぐいが数多く出没し、自然と武術修行者が集まった。武功山を活動の拠点と定めた武ぶ侠きようたちが形成した巨大武ぶ閥ばつ――それが北天派武功山。

  　七人の達人によって管理されており、双そう天てん武ぶ王おう杯北天戦の歴代優勝者はなんと九割が武功山の出身である。

  　七人の達人――即すなわち「北ほく斗と七しち星せい」を束ねるのが、女武侠「破は軍ぐん星せいのジュンウォン」だ。ジュンウォンは北天派のありとあらゆる武術に通じ、巨大な八はつ卦け刀とうを使ったらまさに無敵。その強さは武神にたとえられるほどだ。

  　ジュンウォンの肌は白い。青白い、と言った方が正しいかもしれない。武術家らしく筋肉質な体をしているのに、顔色だけは死人のようだ。青白い肌に、青い髪。鋭い眼光に、鉄仮面をつけているかのような無表情。

  「レイ・シュンライに負けて逃げ帰ってきた、と――」

  　武ぶ功こう山ざん頂上の山城。北ほく天てん派の拠点。その拷ごう問もん室に、ジュンウォンはいた。彼女の前には、ジャン国でシュンライと戦って敗れたヤドとカザミが天井から吊られている。

  　ヤドはおでこが広く、まるでキツネのようなツリ目の持ち主。北天派密みつ礼さつ術じゆつの達人。密礼術は普通の武術ではなく、暗器や薬品、淫いん具ぐを使った戦法を得意とする。

  　カザミはヤドよりもずっと背が高い。髪は短く、精せい悍かんな面構え。北天派轟ごう天てん鑚さん陣じん拳けんを使う。槍やりの名手だ。

  　二人とも動きを制限する黒革の衣装を着せられて、両手に鎖をかけられていた。その鎖が天井の滑車を通って、少女たちの体を吊っているのだ。黒革の服は皮ひ膚ふに食い込み、乳房や股こ間かんは隠していない。

  「……北天派武功山の看板に泥を塗ったな……」

  　ジュンウォンが冷たい声で言った。

  「申し訳ありません。しかし、シュンライは噂以上の凄腕で……」

  「言い訳は、無用」カザミの言葉をジュンウォンは、ぴしゃり、と遮さえぎる。「それなりの罰を受けてもらう」

  　拷問室である。壁際に設置された棚に道具はそろっている。ジュンウォンはとりあえず乗馬用の鞭むちを手に取り、感触を確かめるかのように何度か振ってしならせた。

  「だが、ヤドはここまでだ。部屋に戻りなさい」

  　ジュンウォンの無表情が崩れた。優しくヤドの頬ほおを撫なでたあと、手を拘こう束そくする鎖の鍵を外して下におろす。

  「あ、姉上……」

  「ヤドが使うのは密礼術。破は城じよう武ぶ侠きようと正面から戦う技ではない。もっと上手いやり方があったはずなのに、私の指示が悪かった。――問題は、カザミだ。一対一で戦って負けるとは何事だ。お前のせいで、ヤドまで危なかったではないか……！」

  　ジュンウォンは、妹のヤドを溺でき愛あいしている。望めばどんな美女でも手に入れられる立場なのに、小柄で目つきが悪く美人には程遠いヤドにひどく執しゆう心しんしているのは武功山最大の謎だと人々は陰口を叩いていた。

  「お、お待ちを、姉上……」

  「なんだ、ヤド」

  「カザミはよくやってくれました。罰を与えるなら、私も一緒に……！」

  「ああ……」

  　ジュンウォンは恍こう惚こつとした表情でヤドに頬ほお擦ずりをした。

  「お前はなんと優しいのだ……お前のそういうところがたまらなく好きだ……」

  　ヤドに頬擦りするだけで、ジュンウォンは下腹部に熱いものを感じていた。ヤドへの愛は、ただの姉妹愛ではなかった。ジュンウォンはそのことを隠そうともしない。

  「わかった。カザミにひどいことはしない」

  「姉上……！」

  「ただ、何もせずに解放すれば他の六星に示しがつかない。この鞭むちで少しだけ叩いて、形だけでも罰を与えておく必要がある」

  　ヤドはジュンウォンが持っている鞭に目をやった。馬を走らせるためのものだが、外がい功こうで鍛えた武ぶ侠きようの肌に傷をつけられるほどの威力はない。

  「ありがとうございます、姉上。部屋に戻ります」

  「うむ」

  「じゃあ、カザミ。先に戻ってるからな」

  　ジュンウォンから離れたヤドは、カザミに近づいてから言った。

  　カザミは天井から吊られたまま「ヤド……ごめんね」と微笑ほほえむ。

  「そんな顔すんな。苦手なんだよ」

  「僕はもう大丈夫だから」

  「ああ。部屋で待ってるから、またあとで。――それでは姉上、あとはよろしくお願いします」

  「うむ」

  　ヤドは、姉に一礼して拷ごう問もん室から出ていった。ところが、ヤドの姿が見えなくなった途端、ジュンウォンの表情は冷たい無表情に一変する。

  「ふん……」ジュンウォンは乗馬鞭を床に放り捨てた。「私のヤドに、お前ごときが色目をつかうとは……」

  「そんなつもりは……」

  「黙れ！」

  　ジュンウォンはカザミの足にも鎖をかけて、逆さに吊り直した。

  　武術家の少女が逆さ吊りにされる光景は、カザミの少年っぽい容貌も相まって余計に痛々しかった。

  「薄汚れた物乞いの娘を、ここまで立派に育てたのは誰だと思っている？　誰のおかげで北ほく天てん派でも指折りの名人になれたと思っている？　恩を仇あだで返すとはこのことだな」

  「僕とヤドはそんな関係ではありません……！　誓って、彼女の身を汚すような真似はしておりません」

  「当たり前だ。そんな気配を感じたら、とっくの昔に殺している」

  　ジュンウォンは乗馬鞭のかわりに、道具棚から二本の張形デイルドーを取り出した。男根を模した、極太のものだ。本物の男根と違うのは、中が空洞になっていて、前後に小さな穴が開いていることだろう。張形デイルドーにたっぷりと潤滑油を兼ねた媚び薬やくを塗りつけて、カザミの秘所と肛こう門もんに先端を当てる。

  「あまり乱暴にすると傷が残り、ヤドに怪しまれるからな……」

  「ああ、そんな……僕は、こんな……」

  　滴したたる媚薬がカザミの体に落ちて、徐々に粘膜にも染み込んでいった。拷ごう問もん用の媚薬なので、性感を煽あおるだけでなくたえがたい痒かゆみも走る。閉じていた亀裂と肛門が痙けい攣れんし始める。呼吸に苦しむ魚の口のようだ。

  　頃合を見て、ジュンウォンはカザミの前後の穴に張形デイルドーを挿入した。カザミは、その不快感に悲鳴をあげる。

  「これで終わりじゃないぞ」

  　道具棚には、蓋ふたのついた壺つぼが並んでいた。ジュンウォンはそのうちの一つを手に取って、蓋を開けた。中には、生きた蛇が詰まっている。嫌な予感がしてカザミは身じろぎしたが、鎖で拘こう束そくされている上に逆さ吊りの状態ではどうにもならない。

  「今、お前に挿入している張形デイルドーは中が空洞で、穴が開いている」

  　そう言って、ジュンウォンは壺から蛇を二匹取り出した。それを、張形デイルドーに入れる。張形デイルドーの中で蛇が暴れて、カザミの内側でおぞましい感触が生じる。

  「あ、あああッ……どうか、お許しを……！」

  　蛇は張形デイルドーの空洞には完全には収まらず、頭と尾の部分がはみ出ている。媚薬の効果もあってカザミは苦く悶もんし、喘あえぐ。

  「火傷やけどしない程度に炙あぶってやろう」

  　ジュンウォンは松たい明まつを持ち、火をつけた。その火を、カザミの乳房に近づけていく。焼きすぎないように絶妙な距離を保ちつつ、じっくりと苦しめる。カザミの全身から汗が噴き出し、身をくねらせる。


  


  ２章
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  「ある悪党を片付けてほしい。同業者――つまり奴ど隷れい商人だが、あまりにも奴隷の扱いが残酷すぎて問題になっている。その奴隷商人は、奴隷同士を殺し合わせて見せものにしている。方法は問わない。名前はアシュティタという。殺してもいいし、生け捕りにして私の前に連れてきてくれても構わない。それが上手くいったら、あなたたちを絶対に安全に八はつ卦け封ほうの中に送り込もう――」

  　しばらく、リョウカたちはイシュタの屋敷に宿泊することになった。部屋はいくらでも余っていたので、一人一部屋という贅ぜい沢たくをさせてもらう。

  　シュンライが一番広い部屋を与えられたので、リョウカたちはそこに集まった。

  「はっきり言って……」と、シュンライ。「アシュティタだっけか。イシュタの商売敵がたきをどうにかするのはそんなに難しくないと思う。いくら儲もうけている奴隷商人でも、私に匹敵する用心棒を雇やとっているなんてのはありえない。イシュタは約束を破る相手でもなさそうだ。これで、八卦封に入る手て筈はずは整った。あとは、オンリンとカルザだ。無事八卦封の中に入っても、中では激しい戦いが待っているとみるのが自然だろう。そうなった時、あの二人が味方にいるのとそうでないのとではまったく勝ち目が違ってくる」

  「しかし、彼女たちと離れてずいぶん時間が経ちました」と、リョウカ。「合流するのにも、時間がかかるのではないでしょうか……？」

  「もちろん、手は用意してある。これだ」そう言って、シュンライは腰にさげた道具袋から一枚の霊れい符ふを取り出した。「オンリンの部下に、ウアンという坤こん道どう（女性道士）崩れがいる。その娘が作った連絡用の霊符だ。別行動を始める前に、合流する時はこれを使おうと決めていたのだ」

  　シュンライは霊符に短い文章をしたためて、小さく丸めて口の中に放り込んだ。何度か咀そ嚼しやくしてから窓から吐き出す。するとくしゃくしゃになった霊符は、空中で白い鳩になって、大空にはばたく。

  「あの霊符はオンリンの『匂い』を覚えている。あとは勝手に捜し出してくれるはずだ」

  

  　砦とりでで白びやく夜や連れん――カルザの親衛隊――の毒抜きを終えて、ようやくオンリンはシュンライを追いかける旅に出た。急がねばならないので、軽けい功こうに長たけたオンリンとカルザの二人旅となる。二人なら目立たないので、トラブルを避けることもできる。

  　オンリンは小柄だが筋肉のかたまり。髪が短く、犬歯が大きい。鉄てつ皮ぴ功こうと呼ばれる外がい功こうのおかげで、防御力だけはシュンライよりも上である。怪力に任せて鉞えつ――戦闘用の大きな斧おの――を振るう。

  　カルザはかつての鎮ちん西ぜい将軍。朝廷軍五万の将であった。しかしジャホウセンとの戦いに敗れ、シュンライたちに助けられてからは改心している。カルザは娘――ヒュンラ――を産み、年も五〇近いが、内ない功こうをよく鍛えているので見た目は若い。

  　胸が巨大で、尻や太ふと腿ももに性欲を刺激する肉がたっぷりとついている。小さな眼鏡をかけているが、伊だ達て眼鏡だ。

  　カルザが使う武器は、象ぞう鼻び刀とう。名前の通り、長い柄つかに象の鼻のような刃がつけられていることからその名がついた。

  　オンリンとカルザは八はつ卦け封ほうに向かっている。ジャン国での戦いくさも終わり、シュンライたちがそこを目指しているのは明らかだったからだ。ところが、これがなかなか先に進まない。カルザがオンリンを誘ったのが間違いの始まりで、今では二人は暇を見つけては肉欲をぶつけ合う間柄だった。夕方に宿をとって、それからずっと性交をし、疲れ果てて昼まで寝ているものだから距離が稼かせげないのだ。

  　その日も、オンリンとカルザは宿屋の個室で楽しんでいた。

  　カルザは、いじめられることが好きな女だ。両手を柱に縛り付けられている。

  　オンリンは、堅い木を団扇うちわのような形に削った責め具を右手に構えていた。尻を打擲スパンキングするための道具だ。

  「本当にいつ見てもいやらしい尻だぜ……これで子持ちとは、もはや罪深い」

  　と、オンリンは責め具でカルザの尻を打つ。派手な音が鳴り響く。尻たぶが揺れて、赤く腫はれる。しかし外がい功こうをやっている上にマゾヒストであるカルザにとっては、まだまだ序の口の刺激と言っていい。

  「ああ、もっと強く……」

  　スパンキングされながら、カルザはオンリンの姿を盗み見た。オンリンはいつも裸同然の格好で、乳首と股こ間かんを申し訳程度に隠しているにすぎない。カルザが喜ぶのを知っているので、セックスは筋肉を膨張パンプアツプさせてからだ。オンリンの筋肉は大きく、切り込みが深く、前の夫の数倍もたくましかった。

  　カルザが、最も魅力を感じる性的な要素は筋肉だった。たくましい、無駄のない筋肉の持ち主に昔から弱かった。筋肉質な武術家に乱暴にされるとたまらなかった。オンリンのはちきれんばかりの力こぶに舌を這はわせたい。バキバキに割れた腹筋に顔を埋うずめたい。太い腕で、軽々と扱ってほしい――。

  　さんざん叩いて真っ赤になった尻に、突然オンリンはむしゃぶりついた。舌を伸ばして、ねっとりとなめ回す。不意打ちのような刺激に、カルザの腰が砕けた。「ひゃあああ……」と気の抜けた声が漏れて、失禁したかのように愛液で濡れる。

  「よし、なめろ」

  　オンリンはカルザの手首を縛っていた縄を解いた。

  「おしゃぶりをしてよろしいでしょうか……？」

  「ああ」

  　オンリンは仁王立ちになり、カルザはその前にひざまずいた。オンリンの赤い下着は、内側で膨ふくらんだ龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんでパンパンになっている。薄い布地から、凶悪な肉の棒がはっきりと透けて見える。まず、カルザは布地越しに陽根に舌を這はわせる。硬く、太く、長い。

  　カルザはフェラチオでの奉仕が特に好きだった。相手が仁王立ちで、自分がひざまずいている状態でなければピンとこない。

  　相手が筋骨隆々で、堂々としていて、しかし傲ごう慢まんではないことが重要なのだ。自信に充みち溢あふれていることと、傲ごう岸がん不ふ遜そんであることをはき違えている人間とのプレイは楽しめない。オンリンは多少粗野で威張っているところもあるが、性格は前向きで自分を貫つらぬくことに揺らぎがない。強いだけでなく、シュンライに恋い焦こがれる実に乙女らしい一面もある。そんなオンリンが相手だからこそ、カルザは安心して屈くつ辱じよく的なプレイに身を捧げることができる。

  　布地越しの感触をたっぷり楽しんでから、カルザはオンリンの股またの布をずらして陽根を取り出し、ねっとりと裏筋をなめあげてから口に含んだ。息苦しくなるまでのみ込んで、擦こする。相手の立派なものに奉仕する喜びで、カルザの体の芯が熱くなる。しゃぶっているのに、自分の方まで気持ちいい。頬ほおをすぼめて、唇でしごく。

  　さらにカルザは、オンリンの陽根を巨大な胸で挟んだ。そうやっても、長い陽根なので先端の部分ははみ出している。

  　カルザは自分の胸を前後に動かしてオンリンの竿さおに刺激を与えつつ、はみ出た先端の部分はしゃぶり続ける。

  「いくぜ、全部飲めよ」

  「ふぁあい……」

  「オオッ！」

  　オンリンは射精した。大量の白い精液を、カルザはごくごくと嚥えん下かしていく。

  　射精後、ふと気が緩んだ瞬間に、オンリンは精液だけでなく尿にようも漏らしてしまった。しかしカルザは、それさえも吐き出さずに美味しそうに飲む。飲尿しても病気にならないよう、気き功こうを使っている。

  　最後の仕上げに、オンリンはカルザの足をつかんで抱え上げた。カルザは、落下しないように相手の背中に腕を回す。いわゆる櫓やぐら立ちの体位である。陽根を挿入して悲鳴があがる。一度射精したくらいでは、武ぶ侠きようの陽根が萎なえることはない。オンリンはカルザを軽々と持ち上げて、力強さを見せつける。この体位だと体の密着度が高く、二人の乳首も擦れ合うので、お気に入りだった。

  　オンリンがゆっさゆっさと腰を使うと、カルザは盛大によがりくるった。夢中でキスをしながら、互いに摩ま擦さつの快感をむさぼる。

  「む」

  　オンリンが、何かが竹の窓を叩いている音に気付いた。オンリンはそのままカルザを犯しながら、窓を開けた。部屋の中に、白い鳩が飛び込んでくる。

  「これはウアンの霊れい符ふか。ってことはシュンライ姉あね者じやからのつなぎ！」

  　シュンライとオンリンは武ぶ侠きようとして、義ぎ姉きよう妹だいの契ちぎりを結んでいる。

  　オンリンは右手だけでカルザを抱えて、左手を伸ばした。鳩はその左手の中に自ら収まると、一瞬で手紙に姿を変えた。

  「やはり、姉者の字だ。『八はつ卦け封ほう近くの町ソウセン。イシュタという商人の屋敷で待つ』か……こりゃあ急がねえとな」

  「オンリン様……」

  　カルザはオンリンに「様」とつける。純粋に武術の腕を比べると強いのは間違いなくカルザだが、今は立場が逆転している。

  「オンリン様は、シュンライ様と再会なされたら、もう私のことはいじめてくださらないのですか……？」

  「カルザ……」

  　カルザはいつの間にか本気でオンリンにのめり込んでしまった。オンリンにとって一番大事なのはシュンライだ。それは、カルザにもわかっている。自分もシュンライに助けられた身だ。張り合っても勝ち目がないのは仕方ない。だが、それでも、何かの「ついで」でいいので自分も愛してほしい。オンリンとの縁が切れるなんて、耐えられない――。

  「バーカ」

  　オンリンは、カルザの不安を軽く笑い飛ばした。

  「お前は俺の可愛かわいい性奴ど隷れいだ。これから先も一生痛めつけてやるから覚悟しとけ」

  「ああッ……！　嬉しい！」

  　オンリンは、腰の動きを激しくした。それに伴って、カルザの快楽曲線も急激なカーブを描く。夜が深くなっていくが、卑ひ猥わいな音は止まらない。絶叫、飛び散る汗と愛液。獣のように激しい交合。急がなければならないのはわかっていても、この欲望も抑えられない。難しいところだ。
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  　商業都市ソウセン、イシュタの屋敷。シュンライの部屋で。

  　オンリン、カルザと合流する前に、イシュタの依頼を片づけておこう、という話になった。

  　まず、朝食がてらイシュタから奴隷商人アシュティタについて詳しい話を聞いた。

  「アシュティタはよく稼かせぐ奴隷商人だが、同業者から見ても残酷すぎて迷惑している。大きな戦争が起きなくて奴ど隷れいの数は減っているのに、それを湯水のように使い捨てられたのではかなわない。なにより、奴隷商人全体の印象が悪くなる。血も涙もない人間として罵ののしられるのには慣れているが、人殺しの仲間と思われるとあちこちで不自由する。

  　――かといって、だ。自分の部下や地元の人間を使えば、私が私欲のために商売敵がたきを潰つぶしたという印象を他の同業者たちに与えてしまうかもしれない。そこで、余よ所そ者ものにこっそりやってもらうのが一番だと判断した」

  　余所者――つまり、リョウカたちのことだ。

  　イシュタは続ける。

  「アシュティタは、険しい山中に砦とりでを築いて暮らしている。街を離れたのは、人目を気にせずに自分の好き勝手にやりたいからだろう。かなりの数の用心棒を抱えているが、はっきり言って破は軍ぐん、破は城じよう武ぶ侠きようの敵ではない」

  「それはそうだ」と、シュンライはうなずく。「私やヒュンラに対抗できるような強さの武侠が、商人の用心棒をするわけがない。造作もないことだ。その砦の、詳しい位置を教えてくれ。簡単な地図でもあると嬉しい」

  「あの……」

  　リョウカがおずおずと手を挙げた。注目が集まる。

  「敵に、破軍武侠はいないんですよね？　今回の一件、私に任せてもらえないでしょうか」

  

  「リョウカ、何を言い出すんだ」

  　驚いたのはシュンライだ。

  「いよいよ八はつ卦け封ほうが近くなってきました。ここで、自分の力を試しておきたいのです」

  　リョウカも旅を始めて以降、それなりの修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきた。シュンライのおかげで基礎は身についた。あとは、実戦こそが最良の訓練だと知っている。リスクはあるが、得るものも大きい。自分も、少しは役に立てるようになりたい。いつまでたっても足手まといでは駄目なのだ。

  「しかし……」と、シュンライは渋い顔。

  「うん。私は賛成だな」対照的に、ヒュンラは笑顔だ。「とりあえず、リョウカに任せてみようじゃないか。こういうことを言いだすのは、武術家としてはいい傾向だ。ただし、一人だと危険すぎるのでカシュラも一緒だ。私とシュンライは遠くから見守って、何かあったら戦いに混ざればいい」

  「それでもし、リョウカの身に何かあったら、どうする」

  「お師匠様」

  　リョウカはすかさず口を挟んだ。

  「私は、強くなってきています。信じてください……！」

  「リョウカ……」

  　シュンライは少し寂しそうな顔をした。弟子が自分から離れていく感覚を味わったのかもしれない。しかしすぐに凛り々りしい表情に戻って「……うむ！」と大きくうなずいた。「リョウカがそこまで覚悟を決めているのなら、いいだろう」

  「ごめんね、カシュラ。勝手に決めちゃって……」

  「いえ、リョウカ様が行くのなら、たとえ火の中水の中！」

  　そう言って、元海賊の少女はどん、と自分の胸を叩いてみせた。

  　腹ごしらえを済ませてから、リョウカ、カシュラ、シュンライ、ヒュンラの四人はイシュタの屋敷を出た。アシュティタが砦とりでを構える山に向かう。

  　ソウセンから軽けい功こうの走りで五分。山の名前は特にひねりもなくソウセン山。イシュタは「険しい山中」と言っていたが、どうということはない普通の山である。

  　リョウカは元々子供の頃を霊れい峰ほうと呼ばれるコルン山で過ごし、ジャホウセンとの戦いで九きゆう谷こく関かんというこの大陸でも指折りの要害を体験した。いまさら、ソウセン程度の山を前にしても特に感想はなく、楽に登ることができそうだ。

  　山に入って、イシュタが用意してくれた地図をもとにアシュティタの砦を探すと、すぐに見つけることができた。忍び込みたいので、少し離れた山林に身を隠しつつ砦を観察する。山の斜面を利用して建てられている。周囲は木の柵で守られていて、物もの見み櫓やぐらの数は二つ。弓矢を構えた見張りが四人いる。

  　砦の前には馬車が通過できる幅の道が走っており、山奥とはいえ交通の便はよさそうだった。商品や食料品を輸送するために整えられた道だろう。

  「砦の裏手は斜面がきつくなっているせいか、守りが手薄だな」と、シュンライ。「物見櫓からも死角になっている。リョウカとカシュラの軽功なら、楽に潜入できるはずだ。問題は、何かあった時の合図だが……」

  「霊れい符ふを用意しておきます」

  　今は武術に専念しているが、リョウカも昔は仙人になる修行をしていた。多少の術を使うことができる。

  　リョウカは一枚の霊符を取り出し、それを真ん中で破った。破った半分を自分の懐ふところに、もう半分をシュンライに渡す。

  「相手の状態が、霊符の色でわかります。大おお怪け我がを負ったら赤色、自由を奪われたら青色、助けが欲しくなったら白色……といった風に。最悪死亡してしまった場合、霊符は燃え尽きてしまいます」

  「わかった。色が変わり始めたら動く」

  「では、いってまいります」

  　リョウカとカシュラは別行動を開始した。カシュラは、愛する人とともに敵地に乗り込む喜びで興奮している。ジャン国の女は情熱的と言う。まさにその通りだった。奴ど隷れい商人とその用心棒程度に後おくれを取ったりはしないだろうが、やはりカシュラが背中を守ってくれるかと思うと心強い。

  　しかも、リョウカには母がついている。

  　正確にはかつて母だった体の部品――六ろく門もん自じ在ざい棍こんだ。

  　自由自在に伸縮するのに、重量はまったく変化しない不思議な武器。勢いよく伸ばせば、六門自在棍の先端は矢のように敵を貫つらぬく。

  　リョウカたちはシュンライの指示通り、最も斜面がきつい場所から物もの見み櫓やぐらの死角を突いて砦とりでに近づいていった。リョウカの軽けい功こうはシュンライ仕込みだし、カシュラは船の上で戦うために訓練されているので特別身軽だ。

  　カシュラはジャン国水軍の切り込み隊だった。敵の船との距離が縮まったら、真っ先に飛び込んでいって仲間のために縄なわ梯子ばしごをかける。その身軽さは、陸の上でも当然役に立つ。

  　木の柵を跳び越えて、砦の中へ侵入成功。

  　塀へいを越えて着地したのは、ちょうど砦本館の裏手だった。見回りとばったり、などといった不運に見舞われることもなく、本館に入るための方法を探し始める。

  　砦内の広場の方から「わあっ」という歓声が聞こえた。

  「なんだろう……」

  　と、リョウカは怪け訝げんな顔つきに。

  「確かに気になりますね……一応、見てきますか？」

  「うん、行ってみよう。カシュラ」

  　建物の角から身を隠しつつ、二人は広場の様子を窺うかがった。

  　そこに広がっていたのは、凄せい惨さんな殺し合いの現場だった。鉄てつ格ごう子しで囲まれた試合場で、二人の男の奴隷が素手で戦っている。どちらも鼻から血を流し、目から涙を流し、歯が折れて、立っているのがやっとの状態に見えるがそれでも相手に殴りかかっている。「どちらかが死ぬまで続けろ」と強要されているのは明らかだ。

  　奴隷同士の闘技場の周囲には観客席が配置され、アシュティタの部下や取り引き相手が歓声を飛ばしている。イシュタの話は本当だった。

  「ひどいことを……」

  「懲こらしめてやりましょう、リョウカ様」

  「うん。でも、観客席にアシュティタらしき女はいない」

  「本館のどこかでしょうね」

  　二人は、本館の二階に開きっぱなしの窓を見つけた。軽功の跳躍で届く高さだ。まず、リョウカが窓から建物の中に飛び込んだ。誰もいないことを確認してから、カシュラを呼ぶ。

  　狙ったわけではなかったが、奴隷同士の戦いが行おこなわれていることが二人に潜入の好機を与えていた。奴ど隷れいをいたぶることに熱中するあまり、守りが手薄になっていたのだ。

  　リョウカとカシュラは、互いの死角をカバーしつつ慎重に本館の中を進んでいく。

  　途中の廊下に見張りがいたので、眠らせることにした。見張りの数は二人。リョウカとカシュラは目で合図を送り合い、物陰から一気に飛び出して見張りに肉薄する。上手くやれるかどうか不安だったが、リョウカは相手が驚きの声をあげるよりも早く、みぞおちに強烈な掌しよう底てい打だを叩き込むことに成功していた。鉄てつ砂さ掌しようで鍛えられたリョウカの掌底打を急所に食らって、見張りの男は泡を吹いて一瞬で意識を失う。やっぱりだ、とリョウカは自信を深めた。シュンライのおかげで、武ぶ侠きようの功夫クンフーを積んでいないものにはまず苦戦しないようになっている。

  　カシュラも、鋭い肘ひじ打ちで見張りを倒した。さすがは精鋭で名高いジャン国水軍の娘だ。気絶させた二人の見張りを物陰に隠して、先を急ぐ。

  　さらに進んで、リョウカたちは砦とりで本館の最上階にたどり着いた。長い廊下の奥まったところに豪華な彫刻が施された分厚い扉があり、いかにも、という雰囲気が漂っている。アシュティタがいるとすれば、あの扉の向こうだろう。

  「隠おん密みつ行動はこここまで」と、リョウカは告げた。「あとは、派手にいっちゃおう」

  「はい！」

  　リョウカとカシュラは駆けだして、分厚い扉に対して体当たりを繰り出した。扉には鍵がかかっていたが、蝶ちよう番つがいが吹き飛んだので無意味だった。扉が大きな音を立てて倒れる。

  　部屋の中は、王侯貴族のような煌きらびやかなものだった。金の燭しよく台だいに、金を織り込んだ絨じゆう毯たん、寝台にも金の飾り付け――黄金を使った内装が好みのようだ。大きく外に向かって張り出したベランダがあり、そこから砦を一望できるようになっていた。奴隷同士を戦わせる闘技場も、アシュティタは自分の部屋から出ることなく見下ろすことができた。

  　突然扉を破られて、奴隷の戦いを観ていたアシュティタが驚いて振り返った。

  「何事じゃ！」

  　部屋が貴族のようなら、アシュティタの喋しやべり方も貴族のそれだ。

  　アシュティタは長い金髪の持ち主で、それをツインテールにしたあと、余った分は触角のようにつんと伸ばしている。きつい目つきに、生意気そうに尖とがった唇。容貌はかなり高圧的な印象だ。

  「非道の奴隷商人、覚悟」

  「刺し客かくか！　誰の手のものかは知らぬが、命知らずめ。返り討ちじゃ！」

  　アシュティタの近くには、女の用心棒が四人控えていた。さっきの見張りよりも、幾分か手ごわそうだ。その四人が柳りゆう葉よう刀とうを抜いて、リョウカたちに斬りかかってくる。

  　リョウカは武器を構えず、相手の柳葉刀をあえて素手で受けることにした。鉄砂掌で刃を受け止められることは、前回の海戦でわかっていた。――では、肉体の防御力はどうだ？　どの程度の怪け我がをするのか確かめたかった。仮に大怪我をしても治療用の霊れい符ふがあるし、本当に危なくなったらシュンライとヒュンラが助けに来てくれる。

  　敵の柳りゆう葉よう刀とうが、リョウカの前腕上を走った。

  （――どうだ!?）

  　リョウカは「ざっくりやられたか！」と不安になったが、杞き憂ゆうだった。そこに生じていたのは、かすり傷に過ぎなかった。皮ひ膚ふと筋肉を鍛え、体の内側からの発はつ勁けいで相手の攻撃をはね返す。武ぶ侠きようの基本的な防御外がい功こう――「岩がん皮ぴ功こう」――を、リョウカは完全に習得していた。

  「これは……！」

  　リョウカが見た目以上に手ごわい敵だと気づいて、女用心棒たちは色を失う。

  　カシュラは左右の手に一本ずつ短い刀を構えた。「双そう刀とう」という。攻撃は最大の防御とばかり、双刀を嵐のように振り回すのがカシュラの戦い方だ。

  　リョウカも、遊びはこれまでと六ろく門もん自じ在ざい棍こんを両手で構えた。

  　敵の柳葉刀を「くるり」と自在棍を回して外に払い、そのまま流れるように胸に一突き。

  「ぐっ……！」

  　強烈な打突に、女用心棒の一人が倒れる。

  　シュンライから学んだ北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん・象ぞう牙げ式しきの技だ。

  　さらにリョウカは自在棍を水平に振り抜いて、女用心棒の側頭部を強く打った。これで残った敵は、二人。

  「伸びろ！」

  　少し離れた場所にいる敵に狙いを定めて、リョウカは自在棍を急激に伸ばした。棒の先端はほとんど弾丸と化し、女用心棒の胸の中心を撃つ。食らった女は後方に吹き飛んで、壁に叩きつけられて気絶する。本気でやれば自在棍は外功をやっていない人間を貫通するが、手加減してやったのだ。

  　自在棍は、伸びても軽いままだ。かつては母の体の一部だったからだろうか。リョウカの手に実によく馴染む。母とともに戦っているようで心強い。

  　リョウカは自在棍で最後の女用心棒の足を払った。床に倒れた女に、とどめの一撃を打ちおろす。

  　結局一人で四人とも倒してしまったリョウカは、元の長さに戻した自在棍を振り回し、脇に構え直して見み得えを切った。

  「な、なんじゃお前は……」

  「天下無双の豪拳レイ・シュンライの弟子、雷らい一門、コルン山のリョウカ！」

  　と――名乗ったところでリョウカは自じ嘲ちようした。格好をつけすぎた。
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  「ふああ……」

  　と、初老の男が大きなあくびをした。

  　ルカン朝北方国境上、辺境警備隊の砦とりで。

  　あくびをしたのは、隊長のバセンだ。彼は今、楼ろう閣かくの屋上で北方大砂漠を眺めている。

  　辺境警備隊は閑かん職しよくとされている。東西南北、すべての辺境の中で最も殺風景で価値がない土地が北方である。広大すぎる砂漠がまずい。国境といっても他国を想定したものではなく、ただ地図作製のために便べん宜ぎ上設定されただけにすぎない。

  「暇だねえ……」

  　砦の周囲には小さな町が広がっている。このあたりでは交易が盛んなので、商人たちは軍人と違って忙しそうだ。交易の主役はかつての遊牧民たちである。砦が建っているのも、遊牧民から奪った土地だ。

  　商人たちの間で金や食料のことがからんだトラブルがたまに発生するが、大抵は辺境警備隊が出るまでもなく解決する。

  　遊牧民の言い伝えによれば、砂漠の向こうには武術に長たけた異民族の国があるという。仮にそれが事実として、あの砂漠を大軍が移動するのは不可能だ。中央の連中は、何を恐れてこんな辺境に大軍を配置しているのか気が知れない。

  　バセンは、自分でも信じられないことに一万の兵を率いている。何と戦うための一万人なのか。兵士たちの士気が上がるわけもなく、雰囲気はだらけきっている。指揮官であるバセンでさえ、もう何年も武器の手入れをしていない。

  「戦いくさがしてえなあ……手柄をたててえなあ……」

  　と、バセンは一人でぼやく。

  　遠くを見るくらいしかやることがない。娼婦を抱くのもすっかり飽きてしまった。そもそもバセンは年をとってきて性欲が減退しつつある。

  　今日も砂漠の地平線は広々として限りがない。空と地上がはっきりと二つに分かれている。バセンは日除けの傘をさしているが、砂漠のど真ん中はさぞかし熱いことだろうと想像する。暑い、のではなく熱い、はずだ。昼間は料理中の鍋のように熱く、夜になると氷を敷き詰めたように冷える砂漠の気候。自分のような人間が暮らす場所ではない。

  「――ん？」

  　バセンは目を細めて中腰になった。今日の地平線が、いつもと違う気がしたからだ。砂漠の陽かげ炎ろうに、影のようなものが浮かんでいる。

  　最初は見間違いかと思った。蜃しん気き楼ろうかとも思った。

  　だが、その影は確実に近づいてきている。

  「信じられん……」

  　バセンは腰を抜かして、立てなくなった。

  　地平線の彼方かなたから、数十万という軍勢が現れたのだ。

  

  　北方大砂漠のさらに北。

  　ルカン朝の一般市民は把は握あくしていなかったが、そこにはベガダンという国がある。ベガダンとは、現地の言葉で「獣の神」という意味だ。

  　獣神国の軍勢は、魔獣を使う。人間以外のものと会話する術があるのだ。ルカン朝ではただ恐れられているだけの魔獣も、訓練と対話によって強力な兵器となる。

  　神しん虎こ族ぞくのハン・シスは獣神国の軍勢に拾われて、その末端にくわわった。道案内役として雇やとわれたのだ。

  　死にかけていたところを救われただけではなく、ルカン朝の屋台骨を揺るがす大戦争に参加できる。これを僥ぎよう倖こうと言わずしてなんと言おう。

  　シスは、巨大な櫓やぐらを背負った四本足の獣に乗っている。体長四〇メートルという、小さな砦とりでのようなこの獣の名前は「攻こう城じよう獣じゆうガスタカ」。魔獣と会話する巫み女こ以外は、ただ単に攻城獣と呼ぶことが多い。

  　シスが乗っている攻城獣は、移動本陣とでも言うべきものであった。一際立派な櫓に、総大将以下主要な将軍が勢ぞろいしているのだ。

  「シスの情報通りだな。砦と、小さな町がある」

  　将軍の一人が言った。

  「一気に殲せん滅めつする」総大将が口を開いた。「こんなところで時間をかけている場合ではない」

  「相手が予想もできない速度で八はつ卦け封ほうを急襲する――ですよね？」

  　と、また別の将軍が言う。

  　総大将も幹部も、すべて女性である。

  　獣神国右将軍サンファン。

  　獣神国左将軍ヒュウガ・ヒョウコ。

  　獣神国参さん謀ぼうパオシン。

  　そして――獣神国遠征軍総大将。

  　その名は、クバンカサ。

  　クバンカサは、圧倒的な存在感の持ち主だ。身長は二メートルを超えている。腕が太い。足が太い。首が太い。拳こぶしが太い。背中が厚い。腹筋も厚い。それでいて普段は穏やかな表情が多く、気持ちよく笑う。

  　火か雲うん邪じや神しんという二つ名をもつ、伝説の達人。

  　北ほく天てん戦で殺されたはずだったが、今こうして軍を率いている。

  「強い奴はイルカ。オレ、強い奴とタタカウ」

  　と、右将軍サンファンが言った。

  　サンファンは動物の毛皮をまとったスリムな少女だ。野性的というより、彼女の生態は獣に近い。本気で走る時は四つん這ばいで、髪が痒かゆい時は猫のように足の爪でかく。目が大きく鼻が低いので子供っぽいが、胸は豊かだ。体のあちこちに刺いれ青ずみを入れている。かつては獣神国と敵対していたが、クバンカサに敗れて懐かい柔じゆうされた。

  　サンファンには、シファンという生き別れの妹がいる。シファンは八はつ卦け封ほうで宮廷料理長をやっていると風の噂に聞いた。

  「あの程度の小城に達人は期待できまい」

  　そう水をかけたのは、左将軍ヒョウコ。鋭い視線だ。

  　東洋の小国出身であり、片刃で反りがある「倭わ刀とう」という武器を使う。衣服も大陸風ではなく、東洋風だ。鎖くさり帷かた子びらに鉄の鉢巻き。太ふと腿ももも露あらわな大胆な短たん袴こからは、艶なまめかしい黒い褌ふんどしがのぞいている。

  　クバンカサの変わったところは、側そつ近きんをすべて異国人で固めたところだ。パオシンにいたっては、人間ですらない。

  「久しぶりに宿になりそうな建物なのに、一泊する時間はなさそうよねえ。残念……」

  　と、パオシン。電撃的な行軍のせいで、じっくりセックスする時間がないのが不満なのだ。

  　パオシンにとって性交は食事と同じ意味を持つ。人間ではなく、紅娘ホンニヤン――つまり淫いん魔まの一種だからだ。人の精力を吸収して生きている。クバンカサの無む尽じん蔵ぞうな精力にひかれて仲間になった。手柄を立てた兵士には必ずパオシンが性交をねだりに行くので、軍の士気を上げるのに一役買っているという。

  「さあて……」

  　と、クバンカサは立ち上がった。それだけで空気が震える。

  「せっかくの大きな戦いくさだ。たとえ相手を殺す時も、慈じ愛あいの心を忘れてはいかん」

  

  　背中に櫓やぐらをのせた攻こう城じよう獣じゆうガスタカの他に、獣神国の軍勢は二種類の魔獣を使役している。

  　中型の「岩獣フコク」と、小型の「車獣ハイゴン」だ。

  　岩獣フコクは体長一〇メートルほど。その名前通り、岩のかたまりのような外観で、全体的に亀に近い。しかし亀よりも動きは速く、巨大な牙きばが並んだ大きな口はこの獣の凶暴さを表わしていた。岩獣の甲こう羅らの上には、三人から四人が乗り込む。

  　最も小さいのが車獣ハイゴン。小さいといっても、普通の軍馬よりも一回り大きい。甲殻系の皮ひ膚ふを持った二足歩行のトカゲで、一人乗り。鞍くらをのせ、手た綱づなで操作する。

  　攻城獣五百頭、岩獣九千頭、車獣二〇万頭。

  　全兵士が何らかの魔獣で移動しているという、恐るべき電撃戦軍団である。

  

  　辺境警備隊の隊長バセンは、ここが死に場所と腹をくくった。

  　――なるほど、あれだけの数の魔獣がいれば、砂漠を越えての進軍も可能だろう。

  　砦とりでも町も、戦場になった。

  　辺境警備隊や街の住民の撤退は間に合わなかった。

  　とりあえず、烽ほう燧すいは使った。高い台の上で薪まきを燃やして敵の来襲を遠くに知らせる、狼煙のろし台のことだ。この城から北方鎮ちん守じゆ府ふまで、二キロメートルの間隔で烽燧台が設置されている。馬よりも早く情報を伝える通信網だ。

  「どうせ退屈していたところだ……！」

  　最も激しい戦いが行おこなわれているのは正門だ。当然、バセンもそこにいた。

  　バセンは愛用の青せい竜りゆう刀とうを構え、警備隊の先頭に立って戦う。

  　とにかく、強い。味方が弱いのではない。敵が強い。敵の魔獣は、最も小型なものでも重装騎馬兵六騎分の働きをする。それが、二〇万頭である。一万の警備隊ではどうにもならない。五千人が戦死して、ようやく中型の獣を一頭、小型の獣を二〇頭ほど倒したが、そこまでだった。敵は大型の獣を使うことなく、砦を完全に落としつつあった。

  「お前がこの城の大将か」

  　明らかにただものでない女将軍が、奮闘するバセンの前に現れた。

  「いかにも。辺境警備隊のバセンだ」

  　バセンは無理に大声をはりあげた。そうしなければ、目の前の女将軍が発するプレッシャーに押し潰つぶされそうだったからだ。放っている気の圧力、膨ふくらんだ筋肉、敵を殴り過ぎて変形した拳こぶし――。どう見ても、自分がかなう相手ではなかった。

  「私は火か雲うん邪じや神しんクバンカサ！　遠征軍の総大将だ！」

  「――っ！」

  　女将軍が名乗って、バセンは驚いた。

  　――これほどの大軍を率いている総大将が、こんな小さな戦いくさで最前線に現れるとは！

  「この戦力差だ」

  　と、クバンカサは腰にさげていた袋から金きん塊かいを取り出し、それを無造作にバセンに投げて寄越した。

  「金をやろう。これで降伏しろ。命も助かるぞ」

  「なんだと……」

  　バセンは金塊に目をやった。一生朝廷軍のために働いても、これほどの財を得ることはないだろう。一生――いや、人生を何度か遊んで暮らせるような大金だ。

  「いい話だ……」

  　バセンは金塊に近づいていった。

  　それを見てクバンカサは満足げにうなずく。

  「だが……こちらにも意地がある！」

  　バセンは金きん塊かいを拾わなかった。それどころか、クバンカサの顔を狙って蹴り飛ばした。目くらましに使ったのだ。

  　クバンカサの視界が金塊で塞ふさがった。

  「総大将がのこのこと、こんなところに出てきたのが運の尽きよ！」

  　バセンは青せい竜りゆう刀とうを構え直して斬りかかる。

  　クバンカサは、飛んできた金塊を右手で叩き落とした。だが、そこに隙すきが生じる。

  　青竜刀の刃が、太い首に半ばまで食い込んだ。頸けい動どう脈みやくを断ち切った確かな手応え。いくら不意をついたとはいえ、あまりにもあっさりと致命傷を与えることができてバセンは拍子抜けだった。

  　ところが――。

  「ふうむ……」

  　首から血を流しながら、クバンカサは何事もなかったかのように微笑ほほえんだ。

  「……な!?」

  「そこそこの一撃だな」

  　バセンは、クバンカサの首から青竜刀を抜いた。バッ、と傷が開いて出血が激しくなるが、涼しい顔のままだ。

  「……命拾いしたな。お前はいい男だ。金を受け取ったら、雑ぞう巾きんのように絞って殺しているところだぞ」

  　そう言ってぐははと笑い、クバンカサはバセンに背中を向けた。傷は急速に塞がっていた。

  「俺は……見み逃のがされた？」

  　斬った。そして血が出た。――それなのに、敵はまったく傷ついていない。

  「……なんなんだ、これは……」

  　何がなんだかわからなくなって、バセンは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

  　その前を、大軍が通り過ぎていく。



  


  ３章
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  　リョウカとカシュラは、非道の女奴ど隷れい商人アシュティタを生け捕りにすることに成功した。

  　アシュティタ自身は武術の心得があるわけでもなく、気絶させて運ぶのは簡単だった。アシュティタを抱えて、追手を振り切りシュンライ、ヒュンラと再合流。無事にイシュタの屋敷まで帰還した。

  「助かったよ。まさかこんなに簡単にアシュティタが片付くとは……」

  　と、イシュタはほくほく顔だ。

  「約束通り、あんたたちを八はつ卦け封ほうに送る手て筈はずを整えよう。準備に少し時間がかかるが、その間も屋敷にいてくれて構わない。好きなようにやってくれ。ただ、私がアシュティタを拉ら致ちしたことは他言無用で」

  「承知した」と、シュンライ。「こちらも、連れを待っている」

  　連れとは、オンリンとカルザのことだろう。

  「あと三日待って来なかったら、あの二人のことは諦めて八卦封に入る。それまでは、ゆっくりさせてもらう」

  　――ということになった。

  

  　イシュタの屋敷の中庭で、リョウカたちは早朝から功夫クンフーに取り組んでいた。

  　リョウカは六ろく門もん自じ在ざい棍こんを、シュンライはジャホウセンの腕だった九きゆう環かん刀とうを構えて相対している。

  　ヒュンラとカシュラは、まだ部屋で寝ているはずだ。

  　昨晩、ヒュンラはシュンライに、カシュラはリョウカに散々いかされて、体力の回復に時間がかかっているらしい。

  　リョウカが突き出した棍を、軽やかに九環刀を振り回していなすシュンライ。棍をどんなに連打し、伸縮させて奇襲をかけても、実力差は歴然だった。

  「どうした、無駄な動きが多い！」

  「は、はいッ！」

  　リョウカは強くなった。しかし、まだまだ上の次元には遠い。急激に成長し続けてきたが、そろそろ最初の壁にぶつかる時期がやってきた。いくら焦っても、短時間では決して破ることのできない分厚い壁だ。

  　リョウカの攻撃を受け続けたシュンライが、反撃に転じた。本気の反撃ではなかったが、弟子を追い詰めるのには十分の力がこもっていた。電光のように閃ひらめく刀の動くに対応できず、棍で防ごうとするものの、あっという間にリョウカの体勢は崩れてしまう。

  「動かした棍こんはすぐに中段の定位置に戻す！　危なくなったら足を使う！　いくら便利で強い武器だからといって、それに振り回されてどうする！」

  　シュンライほどの達人の刀は、岩がん皮ぴ功こうでは防げない。それがわかっているので、刃ではなく九きゆう環かん刀とうの腹の部分でリョウカを叩いた。ばちんっ！　と太ふと腿ももを撃たれて「ひゃあっ！」と悲鳴をあげる。シュンライは少し意地悪な顔になって、さらに尻と乳房を叩いた。

  　リョウカは顔を真っ赤にして、へなへなと座り込んだ。

  「ま、参りました……お師匠様」

  「リョウカも上達著いちじるしい。この調子だ」

  　叩かれた場所がじんじんと痛むが、我慢してリョウカは立ち上がって持じ棍こん礼れいをした。シュンライも刀とう礼れいで応える。

  　最後は少し痛かったが、シュンライとの修行は楽しく、また自分のために役に立っている確かな実感があった。棍を縮めて腰にさし、リョウカはなんとなく笑顔になる。そういえば、こうして二人きりになるのは久しぶりな気がする。

  「ん？」シュンライがリョウカの笑顔に気づいて照れた。「どうした、リョウカ」

  「いや、別に……へへへ」

  「変なリョウカだな、まったく……」

  「おお、精が出るな」

  　中庭に面する渡り廊下を、屋敷の主であるイシュタが通りかかった。

  「これからアシュティタの調教だ。一緒にどうだ？」

  「なるほど……一休みにちょうどいいかもな」

  　と、シュンライがイシュタの誘いにのった。リョウカにとっても、アシュティタの調教に参加するのは望むところだ。奴ど隷れい同士を殺し合わせる、奴隷商人の中でも特に許せない奴隷商人。しかも彼女は傲ごう慢まんで生意気そうな顔をしていて、一度直接懲こらしめてやりたいと思っていた。

  　三人は調教部屋に移動した。

  「き、貴様らッ……！」

  　鍵のかかった鉄の扉の奥で、調教の下ごしらえはすっかり整っていた。アシュティタはすっかり変わり果てた姿だ。イシュタの好みなのだろうか、兎子女郎トウズーニーランの衣装を着せられている。その服は乳首と股こ間かんの部分に穴が開いていて卑ひ猥わいなものだ。アシュティタの露出した前後の穴には、媚び薬やくを滲にじませた張形デイルドーがさし込まれ、革紐ベルトによって固定されていた。

  　アシュティタは後ろ手に拘こう束そくされ、足は頭の方まで持ち上げられた状態で鉄の棒に縛り付けられている。そのせいで、自然と股間が上に向かって突き出される形となり、屈くつ辱じよく的だ。しかしそんな状態でも、彼女は強気な姿勢を崩さない。

  「こんなことをして、あとでどうなるか……必ず後悔させてやるのじゃ！」「うわあ」
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  　リョウカは思わず声をあげた。背筋に「ぞくぞくっ」と期待が走る。山を出た時には純真な乙女そのものだったが、今では女傑らしい好色さが芽吹いていた。

  「こんなになってるのに、強がって……可愛かわいいなあ」

  　リョウカの裙子スカートが、勃ぼつ起きで下から持ち上がった。それを見たイシュタは「なんでも、アシュティタをつかまえたのはリョウカさんだと聞いている。一番初めに犯してみないか？」と申し出た。

  「ありがとうございます」

  　すっかりその気になっていたリョウカは、許可が出たのでスカートを脱ぎ、下着をずらして龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんを取り出した。徐々に硬みを帯び始めたそれは、最近さらに長く、太く成長していた。たくましく堂々と反り返る、まさに帆柱だ。リョウカの陽根を初めて見たイシュタとアシュティタは「あっ！」と驚きの声をあげた。この勃起がまさか、昨晩カシュラに六回射精したあとだとは誰にも信じられない。

  　リョウカは、身動きの取れないアシュティタの顔の上にまたがった。下から怒声があがってくるが気にしない。勃起し、鉄のように硬くなった陽根を口にねじ込む。

  「――ッん！　むうッ！」

  　リョウカはアシュティタの頭をつかんでから、自分の腰を前後に動かした。強制口淫イラマチオだ。

  　アシュティタは噛かみつこうとしたが、器き解かい族ぞくの陽根は硬く、文字通り歯が立たなかった。リョウカはじっくりと喉のどと舌の感触を楽しむ。

  　リョウカは白はく蛇じや淫いん功こうを使わなかった。カシュラを虜とりこにして懲こりたのだ。それに白蛇淫功を会え得とくして以降、リョウカの腺せん液えきや精液には市販の媚び薬やくなどとは比べ物にならない強力な催淫効果が付与されるようになった。その証拠に、勃起を無理やりくわえさせられたアシュティタの瞳が、徐々に欲情で潤うるみ始めている。張形デイルドーを挿入された股こ間かんからこぼれる愛液の量も、明らかに増えた。

  「んッ、お、おふッ――！」

  　口が陽根で塞ふさがれているので、アシュティタの鼻がひくひくと大きく開いていた。鼻水がこぼれて、口の端からは涎よだれが溢あふれている。卑ひ猥わいに歪んで、生意気そうな容貌も台無しだった。

  　しばらくして、リョウカは絶頂を迎えた。一際鋭い快感が走って、全身が強こわ張ばる。どくんっ、口中を大量の精液が満たす。

  　リョウカは懲らしめてやろうと思って、アシュティタの鼻をつまんだ。しかも勃起を口から抜かないので、口の中の精液は飲み込むしかない。傲ごう慢まんな奴ど隷れい商人が喉のどを鳴らして精飲したのを見て、胸に満足が広がる。

  「ああ、こんな……悔しいのじゃ……」

  　アシュティタはもぞもぞと腰を動かした。長い間挿入されていた張形デイルドーの媚薬と、リョウカの腺液と精液の催淫効果が相まって、より興奮が欲しくなってしまったのだ。

  　そして興奮が高まったのは、二人の行為を見ていたイシュタも同じだった。

  「そんなにすごいもの……とてもじゃないが放っておけない……」

  　イシュタは下着姿になって、アシュティタの上に覆おおいかぶさった。リョウカから見ると、いやらしい女の亀き裂れつが縦に並んだ絶景だ。

  「二人一緒に犯してくれないか、リョウカさん……」

  「もちろん、全然大丈夫ですよ」

  　リョウカは、まずアシュティタにとどめを刺すことにした。ずっと穴を塞ふさいでいた張形デイルドーを抜いて、かわりに自分の肉棒を挿入する。圧倒的な物量の侵入に嬌きよう声せいがあがる。

  「ふふ……アシュティタ」と、上で自慰オナニーをしながら、イシュタは哀れな獲物に話しかけた。「ずっと前から、お前を手に入れたいと思っていた。こんなに感じやすくて、可愛かわいい娘だったとはな……」

  「くう……イシュタめ……このままでは決して済まさんぞ！」

  「よがりまくりながらそんなこと言っても、説得力がないな……このままお前は、一生を私の愛玩動物として過ごすのだ」

  「そんな、くそ……ああッ！」

  　イシュタはアシュティタの唇をむさぼった。

  「むう、うん……ふむぅ……」

  　アシュティタの顎あごはリョウカのイラマチオのせいで力が入らなくなっていたので、舌をさし込まれるとあとはされるがままだった。くちゃっ、くちゃっ……と下品に舌をからめ合う二人。

  　リョウカが突きまくると、アシュティタは乱れた。口と陰部を同時に責められているのだからたまらない。リョウカの腰の動きは、武術の技量と比例して巧たくみになっていった。パワフルな前後運動は当たり前。浅く焦じらしてから深く突き込む、細かい淫いん技ぎもお手のものだ。

  「ああっ、こんな、すご、すごいッ――！　死ぬぅ……！　死んじゃう！」

  「ああん、それを私にも……」

  　イシュタが、自慰オナニーをしていた指で自分の亀裂を広げて、リョウカを誘うように尻を振った。

  「はいはい、まったく……イシュタさんは調教する側のはずなのに、はしたない」

  　リョウカはアシュティタから抜いた陽よう根こんをすかさずイシュタに挿入した。

  　圧力に負けて、イシュタは「あうっ！」とメスの獣のように吠える。アシュティタは真上のよがる顔を見て、うらやましそうに舌を伸ばして「もっと！　もっとじゃ！　途中でやめないで……！」と懇こん願がんする。

  　イシュタから抜いて、アシュティタに。

  　アシュティタから抜いて、イシュタに。

  　それを数回繰り返して、リョウカはまずアシュティタを絶頂に導いた。絶叫し、痙けい攣れんし、ぐったりとする。それから一分もたたないうちに、イシュタも達した。

  　リョウカはイシュタの中に精液を放つ。濡れた肉棒を引き抜く。器き解かい族ぞくの特別な陽よう根こんは、この調教部屋に入って二回の射精をしたあとも、萎なえる気配さえ見せない。むしろ、興奮の度合いが増してさらに膨ぼう張ちようしていた。

  「シュンライ様――」

  　リョウカが振り返ると、シュンライは自慰オナニーの真っ最中だった。

  「ああ、シュンライ様……」

  「リョウカ……ここまで見せつけられて、私が平気なわけないだろう」

  「私も……シュンライ様としたいです」

  「リョウカの……欲しいよォ」

  　シュンライが、子供のように甘えた口調で言った。凛り々りしい師匠の普段は誰にも見せない媚び態たいに、リョウカの胸も燃え上がる。

  　リョウカの前に、三人の女が並んだ。中心がシュンライで、右にイシュタ、左にアシュティタ。三人とも仰向けで、脚を開いて陰部をさらけ出している。

  　リョウカは右手の指でイシュタの亀き裂れつを、左手の指でアシュティタの亀裂をいじる。左右の指が、それぞれ的確に女の急所をとらえる。旅を始めたリョウカは、シュンライと出会って以来、夜はほぼ確実に誰かと性交をしてきた。ジャン国にいる間は、多人数の女性に奉仕されるのが当たり前になっていた。そんなリョウカだからこそ、イシュタとアシュティタを同時に鳴かせることができる。

  　二人を指で犯しながら、リョウカはシュンライの亀裂にずぶり、と帆柱を突き込んだ。

  「――ッ！」

  　やはり、シュンライは違った。失礼とは思いつつ、イシュタやアシュティタに挿入した時の感覚と比べてしまう。武術の達人であるシュンライの締まりが強烈なのは当然としても、それだけではない何かがあった。

  　乱れるシュンライの顔を見ながら腰を振ると、陽根から下腹部にかけてが快感のあまり溶けてしまいそうになる。武術の腕にはまだ差があるが、リョウカの肉棒に突かれるシュンライの顔にもはや余裕はない。

  「もう許してぇ……気持ち良すぎるぅ……」

  　シュンライが悦楽の悲鳴をあげた。イシュタ、アシュティタもリョウカの指に鳴かされている。世にも淫みだらな三重奏だ。

  　三人を責めながら、リョウカはシュンライの耳に口を寄せてささやいた。

  「色々な女の人を抱いちゃうけど……シュンライ様は特別で……」

  「リョウカ……」

  「愛しています。シュンライ様」

  「ああ、リョウカ……私も……愛してる」

  　シュンライの体は、常識を越えた鍛たん錬れんと戦いが作り上げた芸術作品だった。美しく、無駄のない筋肉の集合体。たくましい胸板の上で乳房が激しく揺れている。盛り上がった腹筋の上で汗が弾はじける。リョウカの巨大な陽よう根こんが、シュンライの内部を満たしている。愛液が泡立つほど擦こすれ合い、快楽が爆発する。

  　リョウカとシュンライの頭が、ほぼ同時に真っ白になった。

  

  　――それから数十分。

  　調教部屋で四人がぐったりしていると、誰かが扉を叩いた。「失礼します。イシュタ様にお話があるのですが……」と扉越しに言ってきたのは、屋敷を警備する女兵士だ。

  「……どうした」

  　イシュタが、やはり扉越しに答えた。そのまま会話が続く。

  「はい。二人の武芸者が、そちらの客人と待ち合わせている、と……オンリン、カルザと名乗っております」

  「私の連れだろう」

  　そう言って、シュンライは上体を起こした。不敵に微笑ほほえみ、続ける。

  「役者がそろったな」

  



  
    ２
  


  

  　イシュタの屋敷の応接間に、リョウカ、シュンライ、ヒュンラ、カルザ、オンリン、カシュラ――戦える人間ばかり六人そろった。このうち、シュンライとカルザは破は城じよう武ぶ侠きよう、ヒュンラとオンリンは破は軍ぐん武侠である。この四人で、相手が雑ぞう兵ひようだけなら一〇万の大軍に匹敵する戦力だ。しかし八はつ卦け封ほうには現在、破城武侠クラスの征将軍が三人も集結し、さらに大将軍、朝廷近この衛え府ふの頂点五ご鎖さ衆しゆうが控えている。油断できないどころか、誰か犠ぎ牲せいが出る可能性も高い。

  「リョウカはどうしても八卦封に入って選手登録を済ませなければいけない。それを手伝うとなれば、命がけになると思う。覚悟はいいか」

  　と、シュンライは念を押した。

  「私や母上は――」すぐにヒュンラが答えた。「シュンライに助けられた恩がある。しかも、知らなかったとはいえ朝廷の悪事に加担していた。贖しよく罪ざいのためにはなんでもする。余計な気遣いは不要というものだ」

  　娘の言葉にカルザは深くうなずいて同意を示した。

  　オンリンは言う。「俺は姉あね者じやの行くところならどこへでも！」

  　カシュラも言う。「自分はリョウカ様のためならどんなことでも！」

  　シュンライとリョウカのために命をかけてくれる、かけがえのない旅の仲間たちだった。

  「では、約束通り。八はつ卦け封ほうに入る手伝いをしよう」と、イシュタが身を乗り出した。「私の店は月に数回八卦封に『商品』を届けている。兎子女郎トウズーニーランたちだ。一度の出荷で七、八人ほど扱うが、警備の兵士は一人一人の身元の確認をしたりはしない。しかも全員が兎子女郎トウズーニーランの格好をすれば、軽い変装にもなってますます見破られにくい」

  「なるほど、妙手ですね」と、カルザがうなずいた。「ホウショウさんはそこまで計算した上で、私たちにイシュタさんを紹介してくれたのでしょう」

  「次回の出荷は？」と、ヒュンラ。

  「今日の夕方。その次は、一〇日先と三週先に」

  「今日で不都合はないと思うが」

  　と、シュンライ。その一言で決まりだった。

  

  　応接間に、イシュタが人数分の衣装を持ってきた。普段大勢の奴ど隷れいに着せているので、サイズなどの見立てはばっちりだった。裸になるのを恥ずかしがるような間柄でもないので、その場で着替えることにする。

  　兎子女郎トウズーニーランの衣装は、露出度の高い緊身衣ボデイスーツ、網の緊身衣襪タイツ。そして飾りがついた兎うさぎの耳を頭につけてワンセットだ。どの衣装も、細部が少しずつ違う。まったく同じデザインの衣装がないのは、客のマニアックな嗜し好こうに対応するためだろう。

  「それにしても、遅かったじゃないかオンリン」

  　普段の衣服を脱ぎながら、シュンライが言った。

  「申し訳ないっす、姉あね者じや！」

  「カルザと二人で、悪い遊びに夢中になっていたんじゃないか」

  「そ、それは……」

  　シュンライに指摘されて、オンリンとカルザは顔を見合わせたが、すぐに目をそらした。そのいかにも何かありそうな素振りを見て、ヒュンラが「え……？」と眉をひそめた。

  「母上とオンリンが……？」

  　ヒュンラの視線を受けて、カルザは照れたように微笑ほほえんでごまかそうとした。

  「そんなあ……嘘うそだと言ってくださいよ。オンリンは私にひどいことしてたんですよ」

  　ヒュンラが嘆くと、

  「あれはお前が弱いから悪い」

  　すかさずオンリンが言い放った。二人とも着替えの途中なので全裸だ。

  「なんだと……？」

  　ヒュンラは肩を怒らせた。二人の間に、険悪な空気が広がる。

  「まあまあ……ケンカはおやめなさいな」

  　と、笑顔のカルザがオンリンとヒュンラを抱き寄せた。二人の顔が、カルザの巨大な乳房に「ぼふっ」と埋うずまる。

  「うわあ、母かあ様さま！」

  「ちょ、やめろよカルザ！」

  　巨大な乳房に顔を埋めた状態で怒りが持続するはずもなく、小こ競ぜり合あいが始まりそうな雰囲気はうやむやになった。敗軍の将で今ではオンリンの愛人だが、このあたりの貫かん禄ろくはさすがといったところか。

  　しかしそれにしても、とリョウカは感嘆のため息をついた。視界一杯に女武術家たちの全裸が広がっていて、まさに絶景だ。こうして改めて見ると、シュンライとオンリンの肉体美は素晴らしい。焼きを入れたばかりの鋼はがねのような筋肉だ。それでいて腰や胸は女性らしい丸みを帯びており、美しい。

  　カルザとヒュンラもたくましいが、筋肉量ではシュンライたちにかなわない。だが、手足の長さとスタイルの良さは抜群だ。特にカルザは子持ちらしく多少体形に崩れたところがあり、それが逆に独特のエロスを醸かもし出していた。

  　この中では一番弱いカシュラでさえ、体つきはリョウカより立派だ。ジャン国の海で育ったカシュラの肌は健康的に日焼けしていて、余計にたくましく見える。

  （あ……しまった！）

  　いやらしい目で見ていたら、リョウカの陽よう根こんが硬くなり始めた。誰かにそれを見み咎とがめられる前に、そそくさと兎子女郎トウズーニーラン衣装を着込んでいく。

  「確かにこれだと……武術家には見えないな」

  　と、着替え終えたシュンライがつぶやいた。

  　鍛え抜かれた女武術家たちの肉体が、いやらしい兎子女郎トウズーニーランの衣装で包まれていた。シュンライやカルザの太い足の迫力を網タイツが引き立てて、はちきれんばかりだ。ヒュンラやオンリンの形のいい尻に、尻尾つきのスーツがむちむちと食い込んでいる。カシュラは慣れない格好に戸惑って、恥ずかしそうにもじもじする。リョウカの豊満な胸が紐のような衣装からこぼれそうだ。

  「だが」シュンライは続ける。「リョウカやカシュラはこれで大丈夫かもしれないが、私やカルザは帝都でも顔が売れすぎている……もう少し変装がいるな」

  「それなら」と、リョウカは新たな霊れい符ふを用意した。「肌と髪の色を変える霊符です。これをはれば、シュンライ様やオンリンさんの肌は白色に、カルザさんやヒュンラさんは褐色に。そうなったら兎子女郎トウズーニーラン衣装の効果も相まってかなり印象が変わるはずなので、よほど親しい人間でない限りわからなくなるかと」

  　シュンライ、オンリン、カルザ、ヒュンラは、リョウカから受け取った霊符を、兎子女郎トウズーニーランの衣装で隠れる位置にはった。すると、すぐに変化が生じた。白い肌が褐色に、褐色の肌が白に。銀髪が黒毛に、赤毛が金髪に。
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  　シュンライたちは互いの顔を確認して、「これなら大丈夫」と納得する。

  　――準備は整った。イシュタが告げる。

  「ではいざ、八はつ卦け封ほうへ」

  

  　シュンライ、リョウカたちは、大型幌ほろ馬ば車しやの荷台に乗せられてソウセンを出た。警備の目をごまかすため奴ど隷れいの振りをしなければいけないので、兎子女郎トウズーニーランたちには全員首輪や荒縄などの拘こう束そく具ぐがかけられている。いざとなったら、武ぶ侠きようの怪力で引き千切れる強度の拘束具だ。他にも荷台の隅には道具箱があり、奴隷を調教するための様々な淫いん具ぐが収納されていた。

  　神しん雷らい銅どう手しゆ火か槍そうは近くの森に隠してある。旋せん風ぷう血けつ滴てき子しや六ろく門もん自じ在ざい棍こんなどその他の武器は、二重底になっている荷台の下に。

  　イシュタも、二人の女用心棒とともに荷台に乗り込んでいる。二人の女用心棒はどちらも八卦封で人気のある格闘技興行、帝てい都と相撲ずもうの女力士だったそうだ。褌ふんどしに金棒という勇ましい姿である。背が高いし、パンパンに筋肉で膨ふくれ上がっているが、気き功こうをやっている気配はないので恐らくリョウカでも楽に勝つことができるだろう。

  　馬車が揺れる。リョウカは緊張してきた。

  　宿命の帝都、八卦封。巨大な街。皇帝の居城。

  　今、この街にいる将軍、皇帝をすべて倒せば、リョウカは母と再会できるのだ。しかしそれが不可能なことは知っている。皇帝にたどり着くには、達人ぞろいの皇帝近この衛え府ふ、そして大将軍ユゴ率いるルカン朝の精鋭数十万人を倒さねばならない。やはり双そう天てん武ぶ王おうになり、契約に従って願いを叶えるのが一番の早道なのだ。

  　最初は夢物語のようであったリョウカの旅も、ここにきていよいよ現実味を帯びてきた。だからこそ、緊張してしまう。人は、絶対に手に入らないものを欲しがったりはしない。手に入りそうなものを失った時が一番悔しく、悲しく感じるものだ。もし、ここで大きな失敗をしたりしたら、もう取り返しがつかないかも――。

  「リョウカ」

  「はっ、はい！」

  　隣に座っているシュンライに声をかけられた。

  「緊張しているな」

  　と、シュンライ。何もかもお見通しだった。

  「シュンライ様……」

  「私がいて、お前がいる。オンリンもいる。仲間たちがいる。どんなことになっても、必ず最後に私たちが勝つ。自分を疑うな。仲間を疑うな。――いいか、絶対に諦めるな。そうすれば、リョウカは大丈夫だ」

  「…………」

  　リョウカは、シュンライの言葉を噛かみしめるようにうなずく。

  「はい！　ありがとうございます……お師匠様！」

  　――とうとう、馬車は八はつ卦け封ほうの城壁に到達した。

  　街の外周を取り囲む高さ三〇メートルの城壁。物もの見み櫓やぐらの兵士たちが、いつでも殺せるぞとでも言いたげに、馬車や通行人を冷たい目で見下ろしている。

  　通用門は二か所あり、これから通るのは主に商人が利用する「地ち和わ門もん」だ。八卦封にある主要な門の中では最も小さい門だが、それでも一般的な城門よりも一回り大きい。巨大な化け物の口に飲み込まれるような気分だ。

  　通用門はいつも開いているが、異変があれば歯車を使った仕掛けでほんの一分もかけずに完全に閉まる。門の左右にはそれぞれ警備兵たちの詰め所が存在し、常時二〇人ほどが旅人の身元や馬車の荷台を検あらためている。

  　荷台の覗のぞき窓から外を見ていたイシュタが「なっ！」と声をあげた。

  「どうした？」と、シュンライ。

  「理由はわからないが、征東将軍リン・ルカンがいる！」

  「――っ！」

  　リョウカやシュンライたちの間に、戦せん慄りつが走った。――もしかして、待ち伏せされたのか？　情報が漏れていたのか？

  　リンは、現皇帝バラカン・ルカンの側そく室しつの娘だ。

  　側室の母は病気で若死にし、正妻にその存在を疎うとんじられたリンは地方の鎮ちん守じゆ府ふに預けられて育った。今では皇帝の正妻も死に、他に子はいない。次の皇帝――女帝になるかもしれない女将軍。しかし皇帝は「男子ではない」というただそれだけの理由で、リンが次期皇帝候補最有力と言われるのを快こころよく思っていないという。

  　検問がイシュタの番になった。

  「馬車の中身を検めさせてもらいます」

  　と、征東将軍リンが、優雅な所作で荷台に乗り込んでくる。

  「これこれは、リン・ルカン様」

  　イシュタが一同を代表して畏かしこまった。

  「私はソウセンの奴ど隷れい商人イシュタ。まさか征東将軍が自ら検問に立たれるとは……」

  「たまたまです。詳しいことはまだわかりませんが……辺境の方で何かあったとか。地方の鎮守府が混乱し、情報が錯さく綜そうしていて……。とりあえず、私や征北将軍のグホン殿が警備の強化に当たっています」

  　というリンの言葉に、リョウカはほっと胸を撫なでおろした。少なくとも、情報漏れや裏切りがあったわけではないようだ。リンの狙いがシュンライだったとしたら、今頃幌ほろ馬ば車しやにはこれでもかと弩ど砲ほうが撃ち込まれていることだろう。

  　しかし、まだ検問を抜けたわけではない。リョウカは気を引き締め直す。

  　征東将軍なら、リョウカの母親の一部を持っているはずだ。ここで戦いを仕掛けたいのは山々だが、騒ぎを起こせば北ほく天てん戦の選手登録ができないかもしれない。そうなってはすべてが水の泡になる。ここは我慢だ。実にもどかしい。

  　リン・ルカンは白金プラチナブロンドの髪を長く伸ばしている。ぬけるような白い肌と、長い飾り爪がついた形のいい手が周囲の目を引く。皇帝の娘らしく、高価な宝石をふんだんにあしらった豪華な白い礼服ドレス姿だ。

  　高貴、高潔、鮮麗――そんな言葉がそのまま人間の形になったかのようなリン・ルカンだが、彼女はただのお嬢様ではなかった。幼い頃から学んだ鋼こう線せん[image: ]ひょうの技は本物だ。武術の腕がなくとも皇帝は務まるが、実際に軍を指揮する征東将軍はそうはいかない。リンはカルザ以上の力を持っているはずだ。

  「ずいぶん体が立派な兎子女郎トウズーニーランが多いですね……」　リンが、荷台を見回してから言った。

  「武術家の奴ど隷れいを大量に仕入れましてね」と、イシュタ。

  「強いのに娼婦……なのですか？」

  「強い女をめちゃくちゃにしたい、というお客様は意外と多いのです」

  「なるほど、そういうのもあるかもしれませんね……」
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  　ここにいるのが征南将軍ユイ・シューホウだったら、すぐに正体がばれていただろう。ヒュンラは南部第一軍の将だったし、ユイはカルザに惚ほれていた。恋する相手の顔は、多少衣装が変わっていてもすぐに見分けられるものだ。

  　リンの視線が、シュンライを見つめて止まった。

  「あなたは……どこかで見たような顔なんですが。体が異常に大きい……」

  　シュンライは人相書きが出回っている。五ご鎖さ衆しゆうによって数年間岩の中に閉じ込められていたとはいえ、いまだにこの大陸のどんな賞金首よりも有名だった。いくら肌や髪の色まで変えているとはいえ、このままでは危ないかもしれない――。

  　まずい、と判断したのだろう。シュンライはリンに媚こびた声で話しかけた。

  「ああ……そんなに見つめないでください……あなたのような美しい将軍様に見つめられたら、それだけで濡れてきてしまいます……」

  　シュンライはリンに向かって脚を広げて、腰を浮かせた。手鎖を鳴らして股こ間かんに指を伸ばし、兎子女郎トウズーニーラン服の股また布ぬのの部分を横にずらす。そうやって露出したシュンライの亀き裂れつは、確かにうっすらと濡れ始めていた。

  　シュンライの演技にリョウカたちは息をのんだ。天下無双の豪拳が、ここまで完璧に性奴ど隷れいを装うなどと誰が想像できるだろうか。

  「私は淫いん乱らんなメスの兎うさぎです……いじめてほしくてたまらない、筋肉奴隷です……。ご主人様のものを挿入されたくて、いやらしい割れ目がもうこんなに濡れていて……」

  「あらまあ、大変……」

  　リンの白い頬ほおにすっと朱がさした。

  「兎子女郎トウズーニーランはこの通り、全員調教済みです」

  　そう言ったイシュタも内心シュンライの熱演に驚いているはずだったが、それを表に出すような愚は犯さなかった。

  「しかしこれでは、すっかり欲情なさった兎さんがかわいそうですねえ……」

  　と、リンが小首を傾かしげた。

  「そうだ。イシュタさんがこの兎さんを満足させてあげてくださいな」

  「えっ……今ここで、ですか？」

  「何か不都合でも？　調教した本人なら手慣れたものでは？」

  「いえ……ただ、高貴なお方のお目汚しにならないかと」

  「どうぞ、私のことはお気になさらず」

  　リンはにっこりと曇りのない笑顔だったが、これ以上の反論を許さない押しの強さを言葉の裏に滲にじませていた。ここでイシュタが逡しゆん巡じゆんすれば、シュンライの機転、熱演が無駄になる。

  「では……」と、イシュタは荷台の隅にある道具箱の蓋ふたを開けた。そして革紐ベルトで固定するタイプの双頭張形デイルドーを取り出す。「……私は薬の疑ぎ似じ男根を生やしていないので、これで」

  　立派な張形デイルドーであった。長さは二〇センチと少し。特殊な芋いもの皮を乾かし、男根の形に編み上げたものだ。その芋には女性の粘膜を性的に刺激する成分が大量に含まれており、奴ど隷れいの調教にはもってこいの品とされる。男根が左右対称になっていて、女同士の磨ま鏡きように対応している。

  　自分の亀き裂れつに張形デイルドーの半分を挿入して、イシュタは「んっ……」と艶つやっぽい声をあげた。慣れた手つきで革紐ベルトを締めて、張形デイルドーの位置を固定する。

  「ああ、ご主人様……思い切りいじめてください……」

  　と、シュンライは四つん這ばいになり、イシュタに向けて尻を突き出した。兎子女郎トウズーニーランの衣装なので、そこでは兎うさぎの尻尾が揺れている。

  　イシュタはシュンライの網タイツを部分的に破り、尻をがっちりとつかんで背後から張形デイルドーを突き込んだ。「あひいいっ……！」と、シュンライは芋の皮で作られた張形デイルドーの独特の感触に悲鳴をあげた。

  　イシュタが腰を激しくグラインドさせた。彼女も興奮してきて、シュンライの尻を叩きながら犯しまくる。尻たぶを叩かれるたびに、シュンライの口から「あんッ！」とくぐもった嬌きよう声せいが漏れる。

  「そちらの女力士さんたちは、何もしないんですか？」

  　リンは、用心棒たちにも参加を促した。

  　怪しまれないように、イシュタが「お前たちも好きな兎を犯せ！」と命じる。

  　女用心棒の一人がカルザを、もう一人がヒュンラを押し倒した。

  「ああんッ……」

  「そんな……」

  　少し移動して、シュンライ、カルザ、ヒュンラの三人が四つん這いで横に並んだ。三つ並んだ豊かな尻を、イシュタとその用心棒たちが同時に犯す。

  「はんッ……くうぅん……！」

  　女力士は、二人とも薬で疑ぎ似じ陽よう根こんを生やしていた。力士は大きさにこだわる人間がつく職業だ。普通の男性ではありえないサイズの陽根を生やすのが、女力士たちの流行りだった。子供の腕ほどもある肉の塊かたまりに、さらに性的刺激を喚起する芋の皮を巻きつけるのだから凄すさまじい。這いつくばったヒュンラの陰毛が、薄く濡れて光を反射していた。ヒュンラは、シュンライの痴ち態たいを見て興奮していたのだ。薄い陰毛をおしわけて、女力士の巨根が亀裂を貫つらぬく。

  「ふっ……太すぎるぅ……！」

  　カルザの陰部にも、巨根が挿入された。急な挿入ではあったが、徹底的に調教されたことがある未亡人の熟れた肉にく壺つぼは疑似男根を喜んでくわえ込んだ。内部のひだが、まるでそれ自体が独立した生物かのように巨根にからみついていく。

  　凄腕の女武術家が、三人とも四つん這いで同時にバックから犯される光景はまさに圧巻。二人の女力士たちは母娘の名器に負けないよう歯を食いしばり、突きまくる。イシュタも双頭の張形デイルドーで、シュンライの奥をかき回す。ぱんっ、ぱんっ、ぱんっ、と犯す側の腰と犯される側の尻がぶつかる音が響き、女たちの荒い息づかいと喘あえぎ声で鼓膜からも欲情が刺激される。

  　リンは、兎子女郎トウズーニーランたちが改めて調教される光景を眺めて満足げにうなずき、

  「ほら、他の兎うさぎさんたちも、ただ見ていないで自分を慰めて」

  　と、穏やかだが有無を言わせない口調で命じた。

  「は、はい……」

  　オンリンやカシュラは、言われた通りにした。

  　股また布ぬのをずらし、自分の陰部に指を這はわせる。女の種子をいじり、亀き裂れつに指を挿入する。奴ど隷れいらしく脚は大きく開き、見て楽しんでもらえるよう情熱的な自慰オナニーを行おこなう。

  　オンリンにしてみれば、尊敬する女と可愛かわいい愛人が目の前で犯されている中で自慰オナニーをしなければいけないのだ。悔しさ、嫉しつ妬と、しかしそれでも皆の努力をふいにするわけにはいかないという義務感が入り混じり、倒とう錯さくした快感が下腹部で疼うずく。

  「ああ……」

  　大きな幌ほろ馬ば車しやの広い荷台に、喘ぎ声と淫みだらなメスの匂いが満ち満ちていた。さすがにこうなってくると、リョウカも自分の陽よう根こんが勃ぼつ起きするのを止められなかった。

  　兎子女郎トウズーニーランのぴったりとしたスーツの中で膨ふくらんでいく、リョウカの肉棒。スーツの素材は薄いので、陽根が勃起するとはっきりとその形が浮かび上がる。

  「あら……あなたは可愛い顔をして、いいものを持っているのね……」

  　リンが、リョウカのものに目をつけた。

  「すごい……奴隷にはもったいないようなたくましい龍りゆう鳳ほう双そう具ぐ……」

  「ああ……」

  　見られている――そう思うと、リョウカの勃起は益々大変なことになった。

  　リンは長筒革靴ロングブーツを脱いだ。長いカモシカのような足が、光沢のある白い緊身衣襪タイツに包まれている。

  「いくら立派でも、奴隷の陽根なんて私の足で十分ですよね……？」

  　リンの柔らかい足先が、薄い布地の上からリョウカの勃起を「つっ……」と撫なでた。

  「ふえっ……！」

  　その絶妙な感触にリョウカの足から力が抜けた。官能の昂たかぶりがため息になって漏れる。

  「出してくださいな」

  「はい……」

  　リョウカは、いずれ倒さねばならない相手にいじらせるために、スーツをずらして自分の陽根を露出させた。すっかり勃起してしまった剛直が、ぴくん、ぴくんと震えている。

  「ふふ……」

  　リンは欲情しきった表情で、自分の人差し指を唇に含みつつ、リョウカの陽根を足の裏で器用に包んだ。そして、手でするように陽よう根こんを上下にしごく。

  「はあっ……はあああっ……！」

  　きめ細かい滑なめらかなタイツに包まれた足の感触は独特であった。ただしごかれるだけの快感ではなく、神経を直接羽毛でなぶられるようなくすぐったさがある。挿入、フェラチオ、自慰オナニーでは得たことがない未知の感触に戸惑い、乱れる。

  「きちゃいますぅ……！　すごいのきちゃいます……！」

  　リョウカは射精した。頭は真っ白になりかけていたが、それでも調教済みの奴ど隷れいという設定なので、精液を征東将軍リン・ルカンにかけないように気をつけた。慌あわてて陽根を下に向けて、溢あふれた精液が床にこぼれ落ちる。

  「おおお、はあッ……！」

  「くうッ……あッ！」

  　直後、シュンライとイシュタがほぼ同時に絶頂に達した。大きな快楽の爆発に「ほおお……」と魂たましいが抜けるような声が絞り出される。

  　二人の女力士も、カルザとヒュンラの内部に精液を放出した。熱い液体の直撃を浴びて、カルザはうっとりと舌を伸ばして悶もだえる。ヒュンラは虚うつろな目で絶頂の余よ韻いんに浸ひたっている。

  「さて、と……」

  　征東将軍リン・ルカンは、何事もなかったかのようにロングブーツをはき直した。

  「いいものを見せてもらいました……通ってよし」
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  　辺境を越え、獣神国クバンカサ遠征軍はルカン朝の三つの城を落とした。

  　獣神国の軍勢の大半は暗あん巖がん人じんで構成されているという。

  　暗巖人ははるかな大昔、猿と魔物が交わって生まれた一族の末まつ裔えいだとされる。身長は低いものでも二メートル。顔は悪鬼のように醜みにくく、全身が歪いびつな鱗うろこに覆おおわれている。力が強く頑丈で体力もあり、八はち綾りよう錘すい（ハンマー系の打撃武器）か鉞えつ（大きな斧おの）で武装しているものが多い。長い調教と訓練の歴史があるので、他の魔獣たちと同じように、獣神国の巫み女この命令には従順である。

  　獣神国は女性上位の国だが、すべての女性が優遇されるというわけでもない。クバンカサ遠征軍は、二四万の暗巖人とたった千人の巫ふ祝しゆく（巫女）によって構成されている。

  　獣神国の巫女はただの巫女ではない。卜ぼく筮ぜい――神の意志を知るための占術――や、魔獣たちを操あやつる特殊な召しよう鬼き法ほうの修行を積むのはもちろん、子供の頃から当たり前のように武術、軽けい功こう、内ない功こう、外がい功こうも身につける。巫女でありながら、戦士としても優秀でなければいけない。獣神国の巫祝士兵（巫女戦士）。その修行から脱落した女は、それから先は巫祝たちの性奴隷としての人生しか許されない。

  

  　クバンカサ遠征軍は凄すさまじい速度でルカン朝北方鎮ちん守じゆ府ふを占拠し、ようやく一晩だけ小休止することにした。鎮守府の建物は戦いの中で崩落してしまったので、郊外で天幕テントをはって野営する。

  　将軍たちは天幕ではなく、攻こう城じよう獣じゆうガスタカの上にのった櫓やぐらでそのまま休む。攻城獣は一度眠るとほとんど動かないので、揺れが気になることはない。

  　クバンカサが搭乗する攻城獣の櫓に、鎮守府攻めで最も活躍した巫祝士兵が呼び出された。名前はタジサ。獣神国の女らしく、筋肉の一つ一つが大きい。最低限の身甲で急所を守っているだけで服の面積は少なく、鍛え抜いた肉体を惜し気もなく披露している。タジサは緊張の面持ちで、厳いかつい鋼はがねの兜かぶとを脇に抱えて櫓の中に足を踏み入れる。

  「これは……！」

  　中に入って、タジサは驚いた。いきなり、濃厚なフェラチオ奉仕を目にしたからだ。

  　総大将の椅子に座った女の股こ間かんに顔を埋うずめて、熱心に奉仕する女。

  　じゅぽっ、じゅぽっ、と卑ひ猥わいな音がする。龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんを深々とのみ込んで、ゆっくりと顎あごを引きながらなめ上げる。

  　驚いたのは、椅子に座っているのが左将軍のヒョウコで、ひざまずいてしゃぶっているのが総大将のクバンカサだったからだ。

  　しかもヒョウコはクバンカサの髪の毛を強くつかんで、いかにも強引にやらせているといった雰囲気だ。何が起きているのか理解できなくて、タジサは「あ、え……？」と間抜けな声を出して戸惑ってしまう。

  　巨体のクバンカサが熱心に奉仕する姿にはギャップがあり、タジサの中で戸惑いと同時に奇妙な興奮が生じたのも確かだ。

  　クバンカサの左右には、右将軍のサンファンと参さん謀ぼうのパオシンが控えている。

  「……クバンカサ様は、部下に奉仕する癖がおありなのだ」

  　フェラチオされながら、ヒョウコがタジサに向かって言った。

  「ぷはっ」

  　と、クバンカサは陽根から口を離した。舌なめずりをしてから、言う。

  「お前がタジサだな。手柄であった」

  「は……ははっ！」

  　タジサは相手が総大将であることを思い出し、慌あわてて片膝をついて畏かしこまる。

  「黄金の褒ほう美びをやろう。あと、パオシンが肉の褒美を授けたいそうだ」

  「肉の褒美……！」

  「ふふ……」

  　嫣えん然ぜんと微笑ほほえんで、パオシンはタジサに這はい寄った。まるで、獲物を狙う蛇の動きだ。しなやかな肢体が、白い蛇のように淫みだらにうねる。

  「おお……パ、パオシン様……」

  　遠くから見るのと、こうして間近に迫ってくるのとでは、ここまで色気が違うものかとタジサは圧倒された。女の性的な魅力を、とことんわかりやすい形になるまで強調したらパオシン様になるんだろう、と思う。胸や尻はもちろん、唇や指の先からも扇情的な雰囲気が滲にじみ出ている。

  「手柄を立てたたくましい戦士には、ご褒ほう美びにアタシの体をあげる……」

  　そう言って、パオシンはタジサの右手の指を口に含んだ。

  「……っ！」次の瞬間、タジサの体の芯に電流のような快感が走った。腰が抜けたようになって、思わず尻しり餅もちをついた。ただ薬指をパオシンにくわえられて、しゃぶられているだけなのに、龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんをフェラチオされている時と同程度の快感が生じている。

  「はあ……そんな……信じられない……うあッ！」

  　指フェラに気を取られているうちに、タジサとパオシンの体は密着していた。肌と肌が触れるだけで、異様に気持ちいい。

  「アタシが本気になったらあなたのすべてを絞り尽くすこともできるんだけど……」と、パオシンはタジサの首筋に舌を這はわせる。長い舌が、普段は意識できない性感帯を掘り起こす。タジサは、陰部を丁てい寧ねいになめられたように喘あえぐ。「大事な兵隊さんだから、ただ気持ちいいだけのところで許してあげる……」

  

  　パオシンとタジサが盛り上がる一方、クバンカサはフェラチオ奉仕を続けてヒョウコをいかせた。精液を美う味まそうに飲み干すクバンカサ。

  「次はオレのバンだ！」

  　と、獣神国右将軍サンファンがクバンカサに抱きつく。

  「サンファン、どうしたい？」

  　クバンカサは笑って、サンファンの頭を撫なでた。年の離れた妹を可愛かわいがるような表情だ。

  「オレ、マタ、クバンカサのドコカをもらってイイカ？」

  　そう申し出たサンファンは、目をきらきらと輝かせている。

  「ああ。頭以外好きなところを持っていけ」

  「ヤッター！」

  　サンファンは、クバンカサの右前腕にかじりついた。血が出てくるが、二人とも気にしない。牙きばを立てて、どんどん肉を噛かみ砕いていく。やがて骨が露出してしまうが、クバンカサは涼しい顔だ。

  「あれは一体……何が起きているのですか……？」

  　パオシンとの性交に溺おぼれてタジサは理性を失う寸前だったが、それでも総大将が出血したら気にしないわけにはいかなかった。

  「サンファンの部族には少し変わった慣習があるの……」タジサに快楽を与えつつ、パオシンは答える。「……クバンカサ様は、この場にいる誰よりも強い……いや、間違いなくこの世で一番強いおかた。それなのに、サンファンの飢うえを満たすために自分の体を提供しているのよ。特殊な内ない功こうを習得したクバンカサ様の傷はよほどのことがない限り再生するけど、もちろん手や足を食い千切られれば凄すさまじい激痛が走る。でも、そんなことは気にしないのがクバンカサ様のい・い・と・こ・ろ……」

  　サンファンは、とうとうクバンカサの右前腕を肘ひじの先から噛かみ千切った。破れた血管から血が噴き出し、細かい肉片が周囲に散らばる。サンファンは切断した腕を抱えて上じよう機き嫌げんだ。

  　クバンカサは片腕を失ったが、その傷口ではすでに再生が始まっていた。

  　――菩ぼ薩さつ捨しや身しん功こう。

  　新たな肉が、新たな皮ひ膚ふが、凄まじい速度で傷を塞ふさぎ、新たな腕を形成していく。

  　余裕の笑みを浮かべるクバンカサを、フェラチオだけでは満足できないヒョウコが押し倒す。

  「クバンカサ様……！　もっと責めてもよろしいか……？」

  「ふふ……部下に尽くすのが私は好きなんだ」

  　クバンカサがサンファンに与えた腕は、あっという間に骨だけになっている。

  　明日になれば進軍再開。

  　八はつ卦け封ほうを攻める前の、最後の淫みだらな宴うたげだ。


  


  ４章
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  　地ち和わ門もんで行おこなわれている征東将軍リン・ルカン直じき々じきの検問を通過して、リョウカたちは八はつ卦け封ほうの城壁内部に入った。

  　幌ほろ馬ば車しやの隙すき間まから、外の風景を覗のぞくリョウカ。地方の街とは、流れている空気さえ違う。石造り、煉れん瓦が造りの建物ばかりで、しかも平屋が少ない。当たり前のように三階建て、四階建ての建物が建っている。道は石畳で舗装されている。

  　馬車は、八卦封の市場を通りかかった。屋台や店先で、大陸中から集められた食材や工芸品が売られている。アヒルの丸焼きや真っ赤に茹ゆでられた毛ガニが、暴力的と言っていいほどの芳ほう香こうで通行人の食欲を刺激している。世は乱れているとはいえ、やはり皇帝のお膝ひざ元もと。この街で暮らす人々はそれなりに豊かなようだ。

  　奴ど隷れい商人イシュタは、八卦封の中にも自分の店を持っていた。兎子女郎トウズーニーラン専門の娼婦館だ。その中庭で馬車が停まって、周囲に人の目がないことを確認してから、イシュタと女用心棒たちはリョウカたちにかけられた拘こう束そく具を解いていった。

  「私が手伝うのはここまでだ……」と、イシュタ。「途中はひやひやしたが、無事に抜けられてよかったよ。あんたたちはこれからが本当に大変なんだろうが、無事にすべて上手くいくことを願ってるよ」

  「はい、ありがとうございます！」

  　一同を代表して、リョウカが礼を言った。

  　精液や愛液で汚れた兎子女郎トウズーニーランの衣装を脱いで、いつもの服に着替える。そして、馬車の底に隠していた武器を取り出す。シュンライの武器はかつてジャホウセンの左腕だった九きゆう環かん刀とう。オンリンは特大の鉞えつ。ヒュンラは旋せん風ぷう血けつ滴てき子し。カルザは象ぞう鼻び刀とう。リョウカは母親の一部である六ろく門もん自じ在ざい棍こん。肌と髪の色は、変えたままにしておく。

  「いくか、大詰めだ」

  　と、シュンライが言った。

  

  「これから私たちが目指すのは、北ほく天てん戦の選手登録を受け付けている力りつ家かの八卦封『永えい楽らく台だい』という施設だ。そこに高さ二〇丈じよう（六〇メートル）近い木造の櫓やぐらが組まれている。櫓の頂上には『双そう天てん大おお銅ど鑼ら』がある。その櫓に登って、双天大銅鑼を鳴らしてから自分の名前を告げれば選手登録完了だ。簡単だろう」

  　シュンライは続ける。

  「登録が済んだその日から、選手は力家の監視下におかれる。監視下といっても、四六時中はりつかれるわけではないから気にしなくていい。北天戦の選手は、朝廷の賞金首から外される。役人たちも、選手を追うことは禁止されている。そのかわり、選手も行動が制限される。たとえば盗みや無抵抗の人間を殺すのは厳禁、戦争に積極的に参加することも許されない」

  　リョウカたちにとっては都合のいいことに、夜になっていた。夜陰に乗じて、八はつ卦け封ほうの大通りを進んでいく。修行の旅の途中、たまたま帝都を通りかかっただけの武術家を装う。実際、この街には旅行中の武術家はもちろん、[image: ]局ひょうきょくの人間や賞金稼かせぎが大勢いる。

  　六人で一緒に行動すると目立ちすぎるので、二手に分かれた。リョウカ、シュンライ、カシュラが先行し、少し離れてオンリン、カルザ、ヒュンラがついていく。見つかってしまったら、合流してともに戦う。

  　大通りからは、三重の壁に守られた皇帝の城――伏ふつ義き城じようが見えた。大陸最大の高層建築である二〇階建ての太たい極きよく宮ぐうは、高さおよそ一二〇メートル。八卦封の中で少し開けた場所なら、どこからでも太極宮が視界に入る。

  　――あそこに、母をバラバラにした皇帝が。

  　リョウカは、軽く唇を噛かんだ。気持ちが昂たかぶるが、焦りは禁物だ。

  　何事もなく、伏義城南側の広場にたどり着いた。その広場こそが、永えい楽らく台だいだ。双そう天てん大おお銅ど鑼らが設置された櫓やぐらの側に、力りつ家かたちが暮らす質素な庵いおりがある。いよいよだ、とリョウカは武者震い。大陸最大の武術大会に選手として登録すれば、鍛たん錬れんは今まで以上に厳しくしないといけないだろう。大会で勝ち抜くには、努力を超えた天分が必要になるだろう。

  　北ほく天てん戦の死闘を勝ち抜くことができるのか？

  　南なん天てん戦の勝者を倒し、双そう天てん武ぶ王おうになることはできるのか？

  　リョウカの願いは叶うのか？　母は本当に蘇生するのか？

  　――不安はあるが、いまさらあとには引けない。すでにリョウカは、師匠のシュンライをはじめ、たくさんの人間を巻き込んでしまったのだから。

  　高さ六〇メートルという櫓は、太極宮ほどではないにしてもかなりの迫力だ。その櫓は、数百本の丸太を四角く積み上げただけの簡素なもので、登るためのハシゴや階段の類たぐいは一切ついていなかった。それを見てリョウカはなるほど、と思う。あの櫓を登るのが、一種の試験なのだ。冷やかし目的の素人しろうとやただのチンピラが選手登録できないように、わざと登りにくくしてあるに違いない。

  　ふっ、とシュンライが立ち止まった。素早く視線を左右に走らせる。

  「どうしました」と、リョウカやカシュラもそれに倣ならう。

  「やはり、朝廷もバカではない、か……」シュンライは静かに笑う。「どうやら、密偵が張り込んでいたようだ。仕掛けてくるぞ。気をつけろ」

  「――っ！」

  　広場の四方から、まるで陰から湧き出るように黒くろ装しよう束ぞくの男たちが現れた。顔に墨すみを塗って闇に溶け込んでいる。革製の防具をしているだけで、軽装だ。黒装束の密偵たちは全員双刀――二刀流だった。湖こ蝶ちよう刀とうと呼ばれる幅の広い短刀を左右の手に一本ずつ構えている。そんな彼らが八人、黒い狼のように駆けてリョウカたちに迫る。夜の闇に、刀油で濡れた湖蝶刀の刃がぬめりと鈍く輝く。

  「ここが武林の分かれ道――」

  　リョウカは吠える。

  「私の道を遮さえぎるものは、覚悟しなさい！」

  　あと少しで北ほく天てん戦に登録できる。リョウカは、今までにない猛々しい気分だった。

  　――母かあ様さま、力を貸してください！

  　リョウカは、六ろく門もん自じ在ざい棍こんを突き出した。先端が凄すさまじい勢いで伸びて、密偵の一人の胸を直撃。遠くまで吹き飛ばす。まずは一人。自在棍を元の長さに戻して構え直す。

  　――いける！

  　シュンライに、二人の密偵が飛びかかった。

  　二本の湖蝶刀は、黒い獣の牙きばのようだ。

  　シュンライは、滞空中の相手を狙って長大な九きゆう環かん刀とうを豪快に振り抜いた。「ぶん！」という音がしたあと、空中で二人の密偵の体が両断された。上半身と下半身が、綺麗に真っ二つに分かれていた。内臓が散らばり、鮮血の雨が降る。

  　リョウカは、果敢に敵の中心に飛び込んでいった。残った敵の数は、五人。六門自在棍を振るう。敵は、長さが一瞬で変わる奇妙な武器の動きに対応できない。自在棍が湖蝶刀をへし折り、密偵を叩きのめす。相手の刃を受ける。棍をくるりと回し、反撃する。

  「ふんッ……！」

  　と発はつ勁けいし、棍を突く。棍で払う。

  　リョウカは、たちまち五人を打ち倒した。

  　すぐに、密偵の仲間が駆けつけてきた。敵の数はどんどん膨ふくらんでいって、今や二〇〇人ほどに達そうとしている。

  「ここまでくれば、あとは強行突破できる。派手にいくぞ」

  　そう言ってシュンライは服の下に手を差し込み、肌と髪の色を変えていた霊れい符ふをはがした。

  「始まりましたな、姉あね者じや！」

  　オンリン、カルザ、ヒュンラが合流した。三人も霊符をはがす。武器を構える。

  「リョウカ、お前は櫓やぐらを登れ。私は地上で敵を食い止める」

  「シュンライ様！」

  「それが一番だ。銅ど鑼らを鳴らせば、その分危険が減るんだからな」

  「……わかりました。登ります！」

  「カシュラ！」

  「は、はいっ！」

  「リョウカを守れ。頼んだぞ」

  「……はい！　シュンライ様！」

  　リョウカが軽けい功こうを使って跳躍した。

  　自じ在ざい棍こんを右手に持ち、丸太の出っ張りに左手と足をかけて、櫓やぐらの側面に飛びつく。

  　カシュラも、リョウカのすぐあとについてくる。

  

  　襲い来る二〇〇人の黒くろ装しよう束ぞくの男たち。朝廷軍の密偵――隠おん密みつ部隊。

  　櫓の足下で、シュンライが九きゆう環かん刀とうを振るう。たちまち、男たちの首が飛ぶ。

  　シュンライは飛び上がり、空中で振りかぶり、着地と同時に発はつ勁けいしつつ叩きつける。三人の密偵が、同時に縦に湖こ蝶ちよう刀とうごと両断された。切断時の圧力で眼球がぽきゅっ、と飛び出し、また別の密偵の顔に当たる。

  　訓練された兵士といえども、眼球の柔らかい感触には悲鳴をあげずにはいられなかった。

  　ジャホウセンもリョウカと同じく器き解かい族ぞく。その体から変化した九環刀は、確かに素晴らしい切れ味だった。

  　シュンライは九環刀を肩に担いで、怒鳴る。

  「そんなに命を無駄にしたいか！」

  　凄すさまじい迫力だが、それでも密偵たちは逃げ出さなかった。逃げれば、家族に迷惑がかかる。ルカン朝の軍規によれば、敵から逃亡した兵士の家族は強制労働に送られるのだ。シュンライやリョウカが必死なら、敵もまた必死であった。

  　密偵たちは、懐ふところから目め潰つぶしの粉が詰まった袋を取り出して、シュンライに向かって投げつけた。粉が目に入れば、たとえ武ぶ侠きようといえども勝手に涙が出て目を開けていられなくなる。

  　シュンライは粉が広がる前に固く瞼まぶたを閉じて、いつも首に巻いている飾りの布を目の上に巻き直した。目隠しで目潰しを防いだのだ。

  　バカめ、と密偵たちはシュンライを取り囲み、一斉に襲いかかった。たとえ目潰しが通用しなくとも、目隠しをしたら結果は一緒ではないか――。

  　しかし、シュンライには耳があった。達人は体や目だけでなく、耳も鍛えているものだ。耳の気き功こうは「聴ちよう勁けい」という。聴勁を究めれば、目を閉じていても周囲で何が起きているのか九割がたは把は握あくできるようになる。

  　シュンライは体を屈かがめて、背中の上で九環刀を一回転させた。さらに体を伸ばしながら、九環刀の端を片手で持って大きく振り回し、二回転。恐るべき円運動によって、血ち飛沫しぶきが旋せん風ぷう状に舞い上がった。目隠しをしていても、シュンライの技は鋭かった。湖蝶刀が砕けて、首や手足が宙を舞い、一気に数十人が死傷する。

  　目潰しの危険が減ったと判断して、シュンライは目隠しを外した。

  　騒ぎが大きくなってきた。密偵だけでなく、帝都の警備兵たちも集まってくる。一〇〇人、二〇〇人、三〇〇人――。リョウカを北ほく天てん戦に送り込むための戦いは、小規模な合戦の様相を呈してきた。

  「盛り上がってきたじゃねえか！」

  　オンリンの太い腕に血管が浮かび上がり、愛用の鉞えつがうなりをあげる。怪力で巨大な斧おのを振り回すと「殺す」というよりは人体を「散らかす」感じになる。ずどん！　と斧を叩きつけて、兵士の体が文字通り木こつ端ぱ微み塵じんに――。まるで残酷なスイカ割りだ。兵士の槍やりや矛ほこがオンリンの肌に達することもあるが、強力な硬こう気き功こうの一種「鉄てつ皮ぴ功こう」で鍛えられた皮ひ膚ふにはかすり傷をつけることもできない。武ぶ侠きようクラスの人間が出てくるか、対武侠戦に特化した部隊が出てこない限りオンリンは無敵だ。

  　オンリンに負けじと、カルザも獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた。

  　カルザが使う武器は、象ぞう鼻び刀とう。長い柄つかに象の鼻のような刃がついている。

  「フン、ハッ！」とカルザはさすがの見事な発はつ勁けい。象鼻刀を頭の上で回転させ周囲の敵を払いのける。弓きゆう歩ほの形に踏み込みつつ、頭の高さで象鼻刀を突き出し、独特の形状の太い刃が相手の顔面を「グシャッ」と破壊する。太いさじでえぐったような深い傷跡だ。カルザの前に立ったがために、戦場に「顔のない」死体が大量に転がる。

  　前方の敵を斬った次の瞬間、象鼻刀を背中側に回して背後の敵も斬る。今はオンリンの性奴ど隷れいのように振る舞うことに喜びを覚えるカルザだが、技の鋭さはオンリンよりも上だ。

  　技はカルザよりも粗くても、集団を相手に力を発揮するのはヒュンラの旋せん風ぷう血けつ滴てき子しだ。

  　太い鎖の先端に、勁力で回転する鋸のこぎりの機械仕掛け。

  　旋風血滴子の回転に巻き込まれた人間は、一瞬で解体される。手足が千切れる、首が飛ぶなどという生なま易やさしいものではない。外がい功こう、硬気功をやっていない人間が直撃を食らえば、あとには血煙しか残らない。ヒュンラが鎖を振り回すだけで、先についた回転ノコギリが圧倒的な死をばらまく。

  　旋風血滴子が強力すぎて、ヒュンラの実力が落ちるほどだった。今はそのことを反省し、普段の鍛たん錬れんも怠おこたらないようになった。向上心を取り戻したヒュンラの旋風血滴子は、以前よりも破壊力を増していた。

  　雑ぞう兵ひようの死体が、山を築く。

  



  
    ２
  


  

  　シュンライも、すべての敵を仕留められるわけではない。双そう天てん大おお銅ど鑼らの櫓やぐらに、比較的身体能力の高い警備兵たちも登ってきた。

  　登る途中のリョウカとカシュラに、地上から矢が射かけられた。すでに岩がん皮ぴ功こうを習得したリョウカには、顔や股こ間かんに当たらない限り通常の弓矢でケガをすることはないが、どうしても登る速度が落ちてしまう。そこに、警備兵が追いついてくる。
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  　軽けい功こうをやっているリョウカとしていない警備兵たちでは、櫓やぐらの上での動きがまったく違った。リョウカは右手だけで自じ在ざい棍こんを回し、左右に振って鈍い動きの警備兵たちを打つ。全身を強打された警備兵が、ぼとぼとと下に落ちていく。

  　カシュラは武器は使わず、両手で櫓にしがみついて蹴りを繰り出した。全身をばねのようにしならせて放つ強い蹴りだ。近くにいる敵を次々と蹴り落とす。

  　リョウカは右の掌てのひらの上で縮めた自在棍を回転させ、勢いをつけてから一気に伸ばしつつ、下から追いかけてくる敵兵を薙なぎ払った。

  　しかし、とにかく敵の数が多い。リョウカを引きずりおろそうと群がってくる。

  「カシュラ！　足を！」

  「はいっ！」

  　リョウカが名を呼ぶと、カシュラはすぐに応えた。毎晩体を重ねているおかげか、何をやろうとしているのか一瞬で意思が疎そ通つうする。

  　リョウカは櫓から左手を離し、カシュラに向かって跳んだ。落下する前に、足と足をからませてぶら下がる。カシュラは両手で二人分の体重を支える。

  　天地が逆になったリョウカは、カシュラのおかげで両腕が自由になった。六ろく門もん自在棍を思い切り振り回すことができる。体をひねり、自在棍を伸ばし、手当たり次第に打ちまくる。

  　カシュラが自分の体を振ると、リョウカは振り子のように大きく左右に揺れた。それを利用して、大胆に広範囲の敵を叩く。払い落とす。

  　地上では、果てしなく増える敵に対してカルザが切り札を使った。

  　カルザの象ぞう鼻び刀とうには、燃料と発火装置が内蔵されている。猛もう火か油ゆ櫃き（火炎放射器）である。

  　数百人を巻き込む火炎で、完全に敵の勢いが止まる。

  「うおお！」

  　カシュラはリョウカと足を組み合わせたまま、腕と背筋の力で足を持ち上げた。リョウカはタイミングを合わせて足を離し飛び上がって、一気に距離を稼かせいだ。

  　リョウカは櫓の頂上に登り詰めた。

  　間近で見ると、大きな銅ど鑼らだった。真っ黒で、日食が起きている時の太陽のようだ。銅鑼の前には、鋼鉄製の撥ばちが置いてある。

  　リョウカは、撥を手に取った。かなりの重さだ。修行をする前のリョウカでは、持ち上げることはできなかったろう。

  　この撥も、北ほく天てん戦に参加しようとしている人間を試している。

  　六門自在棍を腰にさげ、撥を両手で持ち、発はつ勁けい。結局、気き功こうを使わねば振り抜けない重さだった。

  　全力で銅鑼を打ち鳴らす。

  　その大きな音で、永えい楽らく台だいで戦うものたちの動きが止まった。

  「私は拳けん神しん雷らいの弟子、コルン山のリョウカ！　北ほく天てん派獣じゆう形けい拳けん！　北天戦に挑みます！」

  　そして、急に静かになった。

  　奇妙な静せい寂じやくの中、櫓やぐらの近くにある庵いおりから三人の女性が出てきた。全員、黒い礼服を身にまとい、薄い布で顔を隠している。力りつ家かの坤こん道どうたちだ。三人は、まったく足音を立てずに歩き、双そう天てん大おお銅ど鑼らに近づいた。その佇たたずまいには異様な迫力があり、彼女らに逆らってはいけない、という空気が流れる。

  「――承うけたまわりました」

  　と、力家の坤道が言った。

  　声は小さかったが、なぜか広場の隅々までよく通った。

  

  　銅鑼を打った反動が、手の中で反響している。

  　間近で凄すさまじい大音量が鳴ったので、体の芯まで細かく震える。

  　すぐにリョウカは、皮ひ膚ふが粟あわ立だつ感覚に襲われた。

  　大陸最強の称号、双天武ぶ王おう。

  　そこにたどり着くまでに、どんな強敵が待っているのか、どこまで勝ち進むことができるのか――。

  　ふとリョウカが下を見ると、地上で戦うシュンライと目が合った。シュンライは顔にかかった返り血を拭ぬぐいもせず、にっこりと微笑ほほえんで大きくうなずく。リョウカもうなずいて、微笑みを返した。

  　――これも、武林の分かれ道。

  　リョウカは、目の前で道が分かれると、必ず険けわしい方を選ぶ癖がついてしまったようだ。

  

  　一仕事終えたリョウカだが、喜ぶのは後回し。櫓の頂上から身を乗り出し、手を伸ばしてカシュラを引き上げた。

  「どうしたんですか、リョウカ様」

  「カシュラも、これを叩いて！」

  「――えっ!?」

  「ここまで大騒ぎになったら、八はつ卦け封ほうから脱出するのは難しい。だけど、選手登録してしまえば少なくとも大会が終わるまで朝廷軍に追われることはなくなる……！」

  　北天戦の試合は、命の奪い合いではない。もちろん命を落とすものはいるが、それは不運な例外に過ぎない。賞金首として大陸を放浪している方が何倍も危険なのは明らかだ。

  「なるほど……！　私が北天戦に出れば、組み合わせによってはリョウカ様の役に立てるかもしれないし……わかりました！　私も登録します！」

  　カシュラも、双そう天てん大おお銅ど鑼らを打ち鳴らした。

  「ジャン国出身、海賊双そう刀とう術じゆつのカシュラ！　私も北ほく天てん戦に！」

  「――承うけたまわりました」

  「その手があったか！」

  　と、オンリンが叫んだ。軽けい功こうで跳び上がり、あっさり櫓やぐらの頂上へ。敵の動きは、力りつ家かの登場とカルザの猛もう火か油ゆ櫃きですっかり鈍っていた。

  　双天大銅鑼の前で、リョウカとオンリンは向かい合った。

  「よう、リョウカ――例の約束、覚えてるよな？」

  「はい、もちろん。延び延びになっていますが、私はあなたと戦いたい……！」

  「そういうことだ。本当はもうやってなきゃいけない決闘だが、俺も北天戦に登録すればちょうどいい。組み合わせがどうなるか知らないが、勝ち抜いて、必ずどこかで当たろうぜ」

  「……はい！」

  　リョウカは改めて困難の大きさを実感し身震いした。オンリンに勝つのは大変だろう。しかし北天戦には、オンリンよりも強い相手が何人も出てくるはずだ。たとえばジャホウセンや彼女の配下たちのように、武林にはまだまだ未知の達人が潜ひそんでいる。

  　オンリンはカシュラの手から「よこせ」と乱暴に撥ばちを奪い取り、片手で軽々と一鳴らし。

  「雷らい一門！　拳けん神しん雷らいの妹分！　南なん天てん派七しち星せい皇こう家か拳けんのオンリンだ！」

  　力家が「承りました」と言い終えないうちに、オンリンは上じよう機き嫌げんで「ひゃっほー！」と櫓から飛び降りた。そして銅鑼の撥を、ヒュンラに投げ渡す。

  「お前もやれよ！」

  「む。確かに……このまま身のおきどころに困る生活を続けるのも面倒くさいな……」ヒュンラも、撥を持って櫓に登った。「私も母かあ様さまも、ジャン国の戦いくさと今回の大暴れで完全に朝廷の敵に回ってしまった……。北天戦に参加するなどここに来る時はまったく考えていなかったが、悪くないかもしれない」

  　銅鑼を叩く。

  「常勝女傑カルザの娘、旋せん風ぷう血けつ滴てき子しのヒュンラ！」

  　それに、カルザが続く。

  「北天派旋風象ぞう鼻び刀とうのカルザ！　北天戦に挑ませていただきます……！」

  　北天戦に登録した五人には、力家の坤こん道どうたちが「しるし」をつけていった。霊れい符ふをはりつけると、手の甲に宇宙の縮図である蓬ほう莱らい山さんを模した紋章が浮かび上がる。それは、力家が認めた北天戦登録者の証あかしだ。

  　これで、北天戦に登録していないのはシュンライだけとなった。

  　しかし、シュンライは櫓に登ろうとはしなかった。九きゆう環かん刀とうを構えて、朝廷軍の増援とさらに戦おうとしている。それを見たリョウカは「シュンライ様！」と叫ぶ。

  「北ほく天てん戦に登録しましょう……！」

  「私はいい」

  　と、シュンライは九きゆう環かん刀とうを強く振って血を落とした。

  「でも、朝廷軍が！」

  「狙われているのが私一人なら、どうにでもなるさ。第一、よく考えてみろ。もしも私が登録して、リョウカと当たったらどうするんだ？　はっきり言っておくが、たとえ相手が弟子でも私は勝負で手を抜くことなどできない。それが、観客の目もある大舞台となれば尚なお更さらだ」

  「あ……」

  「私は、リョウカと戦いたくない。それに、北天戦には嫌な思い出もある……」

  「シュンライ様……」

  「だから、これでいいんだ」

  　北天戦の登録者を襲えば、力りつ家かを敵に回すことになる。リョウカたちが登録を終えた今、手が出せるのはシュンライだけだ。

  　殺到してくる警備兵たち。シュンライは九環刀を振り抜く。その切っ先が微かすかにかすめただけで、一人の兵士の下した顎あごがごっそり吹き飛んだ。歯が飛び散り、地面に舌が転がる。顔の下半分がなくなった男が、数歩よろめいて「ひゅごっ」と不気味な悲鳴をあげて倒れる。

  　シュンライは九環刀を縦に振りおろした。その一撃で、二人の兵士がザクロを食い散らかしたあとのような肉片になって潰つぶれる。

  　勢い余って、九環刀の刃が地面に深々と突き刺さった。

  　シュンライは慌あわててそれを抜こうとはせず、九環刀で自分の体を支えて、棒高跳びの要領で変則的な飛び蹴りを放つ。

  　蹴りを食らった兵士は高速で吹き飛ぶ肉にく塊かいと化し、また別の兵士と激突した。肉や骨、鎧よろいの破片が飛散する。

  　シュンライは一〇秒で一〇人以上を殺すが、八はつ卦け封ほうでの戦いではそれでも足りない。

  　リョウカは櫓やぐらから降りた。シュンライに加勢するため駆けだすと、その行く手を力家の坤こん道どうたちが遮さえぎった。

  「そこまで」

  「邪魔しないでください！」

  「そういうわけにいきません。あなたはすでに、北天戦に登録しました。レイ・シュンライと朝廷軍の戦いに加勢するのは、北天戦の選手に相応ふさわしい行動とは言えません」

  「しかし……」

  「弱者や虐ぎやく殺さつを止めるための戦いなら、力家も認めます」

  「大丈夫だ」

  　力家と言い争うリョウカに、シュンライは豪快に笑って言った。

  「私はレイ・シュンライだぞ。さあ、ザコども、かかってこい！」

  　新たな部隊がシュンライを取り囲んだ。一時的に都の警備任務を担当している征東軍団の突撃師団だ。敵兵の訓練度は上がり、鎧よろいも分厚くなっていく。

  「…………」

  　今はまだ一般の兵卒ばかりだが、すぐに朝廷軍の破は軍ぐん武ぶ侠きよう、そして征将軍たちが駆けつけてくるだろう。そうなったら、シュンライ一人きりでは危ないかもしれない。それなのに、リョウカやオンリンたちは手伝うことができない。

  　シュンライは、北ほく天てん戦に登録しない理由を「リョウカと戦いたくないから。嫌な思い出があるから」と説明した。筋が通っているように聞こえるが、リョウカが引っ掛かったのは「嫌な思い出」のことだ。

  「戦いたくない」という理由は、なぜか言い訳のように聞こえた。シュンライは、過去に縛られているのではないのか？　北天戦を恐れているのではないのか――？

  「らしくない――」

  　リョウカは叫ぶ。

  「らしくないですよ、シュンライ様！」

  　次の瞬間、轟ごう音おんが鳴り響き、征東軍団突撃師団の中心で何かが爆発した。

  

  　爆風と破片で、数十人が即死した。

  　爆発したのは、投石器用の炸さく裂れつ弾だんだった。

  　硝しよう石せき七割と硫黄いおう二割と木炭一割を混合した黒色火薬が詰まった鉄製の砲弾だ。通常は握り拳こぶしより一回り大きい程度のサイズで人間が手で投げるが、投石器用のものは巨大になる。

  「――どういうこと？」

  　リョウカたちは、炸裂弾が飛んできた方向に目をやった。だが、高い城壁が邪魔で何者が放ったものかはわからない。

  　やがて、城壁に設置された物もの見み櫓やぐらから戦いくさ太だい鼓この音が聞こえてきた。敵の来襲を知らせる合図だ。
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  　伏ふつ義き城じようの城門前に、朝廷の大将軍ユゴ・ウーインが騎乗で駆けつけた。そこに、ユゴの配下である破軍武侠、破は城じよう武侠たちが集まっている。

  「なぜ、巨きよ石せき砲ほう（投石器）の攻撃を許す距離まであっさりと敵軍の接近を許したのだ！」

  　ユゴは激げつ昂こうした。信じられない不手際だ。

  「敵の進軍速度が異常なのです」副官の破城武侠が答える。「二〇万を超える軍勢が、北方鎮ちん守じゆ府ふからの急使とほぼ同じ速度で八はつ卦け封ほうに到達するなど常識ではありえないことで……」

  「くそっ、レイ・シュンライのようなチンピラどものことを気にし過ぎていた！　ぬかった！」

  　ユゴ・ウーインは頑健な老人だ。あまりにも筋肉質なので、とても九〇歳を過ぎているようには見えない。長い時間、ただひたすら鍛え続けてきた結果出来上がった岩石のように厳いかつい筋肉の集合体。ゆったりとして布地の少ない戦せん袍ぽうを着て、足には革の防具をつけているがそれだけだ。外がい功こうをやっているので鎧よろいはいらないという、典型的な武ぶ侠きようの軽装である。

  　ユゴは白髪を長く伸ばしていて、豊かなひげも同じ色だ。顎あごが太く、極端な鷲わし鼻ばな。

  　器き解かい族ぞく姫ひめ巫み女この武器――六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうを背負っている。

  「それにしても、獣神国が実在していたとは……」

  　配下の破は軍ぐん武侠の一人が言った。

  「そうか、知らなかったか……」ユゴはため息をつく。「無理もない。獣神国の脅威は先代の皇帝陛下が極秘として、半ば伝説化していた。北方に強力な帝国があるのを、ルカン朝の敵に知られることを嫌がった結果だ。獣神国は長年激しい内戦状態にあり、こちらに侵攻してくるのはまだまだ先の話という見込みだった――」

  「ユゴ様！」

  　と、征東将軍リン・ルカンが二頭立て三人乗りの戦車でやってきた。

  「リンか！」

  「まさか、獣神国の遠征軍がこのような速さで……」

  「とにかく、この八卦封を守らねばならん。間まの悪いことに、征南将軍ユイ・シューホウは昨日南方鎮守府に一いつ旦たん戻ったところだ。グホンの征北軍団は、周囲の都市に散らばって展開していて今すぐには役に立たない。お前の征東軍団と、私の中央禁軍で戦う」

  　中央禁軍――大将軍が直接率いる精鋭部隊。

  「征東軍団だけでなく、鎮東軍団も到着しています。合計二五万。警備隊も合わせれば、二七万の兵力。堅い造りの八卦封を守るには十分な戦力です」

  「私の中央禁軍が二〇万だ。リン。征東軍団に八卦封外周城壁の守りを任せて大丈夫か？」

  「もちろんです。命にかえても敵の侵入を許しません」

  「私の軍団は伏ふつ義き城じようにこもる。たとえ征東軍団が苦戦しても、伏義城から離れるわけにはいかん。わかってくれるな」

  「心配ご無用。遠征軍総大将の首を皇帝陛下の前にお届けしてみせます」

  「頼もしい女よ。では、急げ！」

  「はっ！」

  　圧倒的な兵力と資金力を誇るルカン朝廷。その屋台骨を直接殴りつけるものが現れようとは、帝都の人間は誰一人として想像もしていなかった。

  

  　二四万の半魔獣――暗あん巖がん人じん。

  　気き功こうや道どう士しの術に長たけた千人の巫ふ祝しゆく士し兵へい。

  　総大将は火か雲うん邪じや神しんクバンカサ。

  　右将軍サンファン。左将軍ヒョウコ。参さん謀ぼうパオシン。

  　道先案内策として遊撃隊を預けられたのは、神しん虎こ族ぞくのハン・シスだ。

  　攻こう城じよう獣じゆう五百頭、岩獣九千頭、車獣二〇万頭。すべての兵士、すべての獣が夜目が利くので、僅わずかな月明かりだけで問題なく行動できる。

  　攻城獣ガスタカ五百頭のうち、櫓やぐらではなく投石器――獣神国では「回フイ回フイ砲ほう」と言う――が搭載されているものがおよそ百頭。重さ数十トンの回回砲を運搬するのには多大な労力が必要だが、攻城獣にとってはたやすいことであった。命中精度は落ちるが、移動しながら回回砲を撃つこともできるのだ。

  　射手が導火線に火をつけて、百頭の攻城獣が一斉に回回砲を撃った。巨人の腕かいなのような振り子が働き、重さ三〇キロの炸さく裂れつ弾だんを六〇〇メートル先まで飛ばす。

  　百発の炸裂弾が、完全に不意をつかれた八はつ卦け封ほうに降り注いだ。鉄球のような炸裂弾は、屋根を破って建物の中に入り、あるいは舗装された道路にめり込む。それから一秒足らずで導火線の火花が内部の黒色火薬に到達。大爆発する。火薬を包んでいた鉄は、爆風で内側から弾はじけて飛翔し、周囲の人間を傷つける。

  　回回砲が放った炸裂弾のうちの何発かは、城壁の物見櫓に直撃した。石の壁を突き破って、物見櫓の中を転がる炸裂弾。見張りの兵士たちが「えっ」と目を丸くした直後、爆発。鉄の破片が兵士たちの体をズタズタに引き裂き、火薬の破壊力が轟ごう音おんとともに物見櫓を粉々に吹き飛ばした。夜なので、爆発炎が一段と派手に輝いて見える。

  　炸裂弾が大量の死をばらまく中、征東将軍リン・ルカンは外周城壁の正門にあたる「天てん将しよう門もん」の門もん楼ろうに入った。門楼は、その名前通り門を守るための建物のこと。天将門の門楼は四層構造で、そこだけで二千人もの兵士を収容できる。

  　獣神国遠征軍の軍勢は、八卦封の北側外周城壁に肉薄しつつあった。北側城壁には、最大規模の正門である天将門と、通用口の地ち和わ門もんがある。

  　敵の炸裂弾を恐れもせず、リンは門楼の最も高い場所に立ち、全軍に檄げきを飛ばした。

  「我が精鋭、征東軍団よ！　恐れることはありません！　この八卦封は、歴史上最も堅固な都です……！　最高の都に、最強の軍団。どこに負ける理由がありましょうか！　野蛮な連中を地の果てに追い返してやるのです！」

  　発はつ勁けいを使った指揮官の凛り々りしい声に、兵士たちは「おお！」と雄お叫たけびをあげて応えた。

  　征東軍団二〇万、そして鎮ちん東とう軍団五万が守りの位置についた。一定の間隔をおいて信号旗を持った旗手たちが並び、リンの周囲では常時三〇人近くの伝令役が忙しく動き回っている。城壁の主要な場所には、その状況を音で遠くに知らせるために戦いくさ太だい鼓こを持った兵士が待機。準備が整ったところで、リンは外周城壁にあるすべての城門を完全に閉じ、さらに「懸けん門もん」をおろすように指示を飛ばした。懸門は分厚い鉄板であり、普段は門の上部に収納されている。巻き上げ機のついた鎖で上下する緊急時用のシャッターだ。

  「巨きよ石せき砲ほう！　撃ち返してください！　弩ど砲ほうも射撃開始！　敵は凄すさまじい速度です。一斉射撃にこだわる必要はありません。とにかく、反撃しておかないと……！」

  　城壁の内側に設置された、朝廷軍の巨石砲が動き出した。北側城壁に並んだ巨石砲の数は、およそ三〇。八はつ卦け封ほうの巨石砲は回フイ回フイ砲ほうより大型だが、数で負けているのは痛かった。しかも、使っている砲弾は獣神国の方が最新式だ。現在朝廷軍が用意しているのは、ただの巨大な石の砲弾と油と火種がセットになった火炎弾の二種類だけ。

  　獣神国は高速で八卦封に近づいて、朝廷軍の巨石砲の最低射程を割り込んだ。とりあえず火炎弾を撃ってあちこちに火をつけて松たい明まつのかわりにして、それで出番は終わりだった。

  　しかし、巨石砲がその威力を十分に発揮できなくとも、城壁には弩砲や三さん石せき弩ど、六ろく石せき弩どの射手たちがずらりと数万人並んでいた。城壁には「転てん射しや」という回転する木製の小窓がついていて、広い視界を維持しつつ安全に射撃することが可能だ。

  　弩砲が、通常のものよりも何倍も大きい極太の矢を撃ちだす。大量の矢が、直線的な弾道を描いて魔獣の軍勢に襲いかかる。

  「盾トウン！」

  　と、櫓やぐらの上からクバンカサがとてつもない大声で叫んだ。

  　その声と同時に、数千頭という中型の魔獣が一斉に前に出た。岩獣フコクだ。硬い甲こう羅らを持つ岩獣が、獣神国遠征軍の前面に壮大な装甲を展開した。

  　獣神国の巫ふ祝しゆく士し兵へいたちは、ほとんどが片手に鉄てつ刀とう（幅広の曲刀）、もう片手に体の半分を覆おおう盾たてを装備している。盾を前に構えて身を屈かがめると、ほぼ完全に体を守ることが可能だ。

  　岩獣と巫祝士兵たちの盾によって、征東軍団、鎮ちん東とう軍団の飛び道具はほとんどが無効化された。運の悪い暗あん巖がん人じんを、ほんの数十倒しただけにすぎない。

  「全軍、城壁を破れ！」

  　クバンカサの号令一下、獣神国の魔獣たちは一斉に加速。

  　まず、岩獣が城壁に次々と体当たりしていった。岩獣の体そのものが城壁崩しのハンマーとなって版はん築ちくの壁に大穴を開け、煉れん瓦がを爆発的に崩した。

  　北側の城壁には、要所要所に馬ば面めんがあった。城壁にとりついた敵兵を側面から攻撃するために、外に向かって張り出した部分をそう呼ぶ。守城の要かなめとなるポイントだが、岩獣の突撃には耐えられなかった。岩獣の頭部が馬面をえぐる。根元から崩落する。

  　城壁上の兵士たちは、重じゆう狼ろう牙が拍はくを使った。重い鉄板に無数の鋲びようを打ちつけたものを、城外の敵に向かって落とすのだ。鉄板には、回収用の鎖がついている。

  　一撃で兵士一〇人近くを押し潰つぶす重じゆう狼ろう牙が拍はくを、岩獣は硬い甲こう羅らで簡単にはね返し、巫ふ祝しゆく士し兵へいたちは軽々と避よけた。避けられなくとも、盾たてで受けた。重さ四〇〇キロ以上の重狼牙拍を、たくましい四人の巫祝士兵が盾で受け止めて、別の戦士が鉄刀で鎖を断ち切る。

  「毒どく煙えん万ばん人にん敵てきを！」と、リン。

  　万人敵は、焼しよう夷い剤ざいが詰まった手しゆ榴りゆう弾だんの一種だ。守城に使う毒煙万人敵には、硫黄いおうを使った有毒ガスが充じゆう填てんされている。

  　ルカン朝廷軍は獣神国と違い、鉄を使った火薬兵器を製造する技術がなかった。そのため毒煙万人敵を構成する部品には、泥を固めた容器と木の枠が使われている。

  　数百という数の毒煙万人敵が獣神国の軍勢に向かって投げ込まれた。燃え上がり、周囲に毒ガスをまき散らす。ところが、巫祝士兵たちは内ない功こうで毒を中和し、暗あん巖がん人じんはそもそも毒が効きにくい体質だった。砂漠の厳しい環境で育った魔獣たちは、毒や炎をものともしない。

  　城を守る兵士は城壁から岩を転がし、煮えたぎった油をまく。やはり、獣神国遠征軍の進撃は止まらない。相手が普通の軍隊なら通用するはずの守城兵器が、巫祝士兵や魔獣たちにはまったくの無意味だ。

  「切り込め！」と、クバンカサ。

  　攻城獣ガスタカが、岩獣たちが半壊させた城壁にさらに体当たりをくわえた。いくつかの物もの見み櫓やぐらが崩壊し、衝撃で吹き飛んだ兵士が真っ逆さまに落ちていく。

  　八はつ卦け封ほうの城壁よりも、攻城獣の上にのった櫓の方が高い位置にあった。攻城獣の背中から、獣神国の数百人の巫祝士兵が次々と城壁に飛び移っていく。

  　巫祝士兵は特大の肉切り包丁のような鉄刀をざくざくと振るい、征東軍団の兵士を手当たり次第に切り刻んだ。ぽんぽんと景気よく腕、足、首が切断されて城壁を血で濡らす。気き功こうをやっている巫祝士兵と、そうでない一般の兵士には天地ほども実力の開きがあった。

  　やがて一匹の岩獣が、通用口の地ち和わ門もんを懸けん門もんごと突き破った。そこから、車獣ハイゴンを駆る暗巖人の大軍が侵入していく。馬よりもはるかに力が強く体が大きい車獣は、城門の内側に仕掛けられた陥かん馬ば坑こう（落とし穴）を簡単に飛び越えた。

  　破られた城門を塞ふさぐために、守備側は四台の塞さい門もん刀とう車しやを繰り出した。

  　大だい八はち車ぐるまに似た人力の台車の前面に、多数の刀がついた鉄板が取り付けられている。それが塞門刀車だ。何人かで押して、敵に圧力をかけ、新たな壁を築く。

  　征東軍団も必死である。死にものぐるいで塞門刀車を押していく。その刃に、暗巖人の車獣騎兵が串刺しになった。血みどろの攻防戦。倒した敵を踏み潰つぶし、塞門刀車が城門に猛進する。

  　そこに、城門を破ったあとしばらく待機していた岩獣が突っ込んだ。馬はもちろん、象よりも大きい岩獣は塞門刀車を頭突きで破壊した。そのまま肉食の岩獣は、車を押していた征東軍団の兵士たちに襲いかかる。

  　岩獣は人間の柔らかい内臓を好んで食す。そのために、鋭い牙きばで腹の肉を切り裂き、尖とがった舌で器用に内臓を取り出すことができる。岩獣に腹を裂かれて、即死できるものは幸運だ。運の悪い兵士は、苦く悶もんしつつゆっくりと死んでいくことになる。

  　岩獣が腸はらわたを食い散らかした。

  　数百人という兵士が内臓を生きたまま食われる地獄絵図だ。

  　城壁から飛び降りた巫ふ祝しゆく士し兵へいや地ち和わ門もんを突破した暗あん巖がん人じんたちが、内側から天てん将しよう門もんに向かっていった。

  「これはまずい！」

  　と、鎮ちん東とう軍団の将が動く。

  　征東将軍の下に位置する鎮東将軍の破は城じよう武ぶ侠きよう、長ちよう斧ふの達人ジンカンである。

  　長斧の柄は、その名前通りとてつもなく長い。普通の斧おのは、大型のものでも柄の長さはせいぜい一メートル。ジンカンが使う長斧の柄は、なんと五メートルもある。重く、扱いにくい長斧を、破城武侠であるジンカンは自分の手足のように使いこなす。

  　ジンカンは鎮東軍団はもちろん、征東軍団でも一番の色男。黒い長髪を戦場の風になびかせて、自慢の美び貌ぼうにはうっすらと化粧を施している。征東将軍であるリン・ルカンに身分違いの恋心を抱いているが、本人以外は誰も上手くいくとは思っていない。

  　ジンカンは長斧を構えて走る。走るのは地面ではなく、城壁の側面だ。彼の足は、重力を無視してぴったりと壁にはりついている。まるでヤモリのような動きができるのは、壁へき虎こ遊ゆう牆しよう功こうという気き功こうを修めているからだ。

  　城壁の側面を駆けながら、ジンカンは長斧を美しく素早く振り回す。斧が暗巖人の頭ず蓋がい骨こつを割り、車獣の首を切り落とす。

  　壁虎遊牆功も長斧も、守城にはもってこいの技術と言っていい。たちまち、数十の暗巖人が血の海に沈んだ。

  「リン様、この鎮東将軍ジンカン、今輝いておりますぞ……！」

  　自身の大活躍に、思わずうっとりとしてしまうジンカン。

  「オレのデバンだ！」

  　うひゃほう、と奇声をあげて、城壁にはりついた攻こう城じよう獣じゆうの櫓やぐらから、動物の毛皮をまとった野性味溢あふれる少女が飛び降りた。獣神国の右将軍サンファンだ。

  「オレ、クバンカサのタメにオオアバレ！」

  　サンファンも、城壁の側面を走ってジンカンに追いつく。

  「まるで獣のような少女だな！　お前も壁虎遊牆功を使うのか！」

  「ヘキコ？　ナニソレ！　オレのコキョウじゃ、コレがデキナイやつはイキテはイケナイ」

  　サンファンは自分の武器を構えながら続ける。

  「アト、オレはショウジョじゃネェ！　右将軍サマだ！　エラいんダゾ！」

  　構えた武器は双そう節せつ棍こん――ヌンチャクだ。

  　サンファンの双そう節せつ棍こんは、自分で殺した魔獣の足を二つつなげた特別製だった。腐らせるわけにはいかないので、剥はく製せい処理がなされている。

  「ヒョオー、ホアアッ！」

  　怪鳥のように吠えるサンファン。双節棍を右手で振り回し、一瞬脇に挟んだかと思うと、いつの間にか左手に持ち替えていた。その目まぐるしい動きに、一般の兵士は双節棍が風を切る音を聞くのがやっとだ。

  　ジンカンの武器は長ちよう斧ふ。サンファンの武器は双節棍。

  　間合いがすべての一騎討ちになるのは明らかだ。

  　ジンカンは、近づかれないよう遠距離から長斧を突き出した。サンファンは長斧を双節棍で打ち弾はじいて、懐ふところに潜り込もうとする。それを簡単に許すジンカンではなく、軽けい功こうと壁へき虎こ遊ゆう牆しよう功こうを組み合わせて間合いを離す。

  　自分の得意な距離を維持して、ジンカンは長斧の刃を左右に閃ひらめかせた。サンファンは防戦一方となり、頬ほおと太ふと腿ももに切り傷が走る。

  「オヌシ、ヤルナ！」

  　間合いが縮まらないことに焦じれたサンファンは双節棍を口にくわえて、四つん這ばいになって駆けだした。普通に歩いている時より、はるかに速くなる。

  「なっ――!?」

  　サンファンは城壁の側面を高速で移動し、「ギュッ、ギュッ！」と凄すさまじいブレーキ音を立てつつ方向転換する。その人間離れした動きに驚きを隠せないジンカン。長斧を半回転させてサンファンを追うが、間に合わない。

  　間合いが詰まった。

  　サンファンはくわえていた双節棍を右手に構え直し、すれ違いざまにジンカンの側頭部を殴った。壮絶な打撃音が響く。ジンカンはよろめき、たたらを踏んだ。「くうッ……！」と低くうめいて長斧を手元に引き寄せようとするが、こうなると柄が長すぎる。

  　サンファンはジンカンの背後に回って、すかさずとんぼ返りを打った。空中で身をひねりながら双節棍でジンカンの頭部にさらに一撃。額ひたいが割れて血が溢あふれる。

  「くそっ、ちょこまかと……！」

  　ジンカンは仕方なく長斧を捨てた。かわりに、腰にさげていた護身用の柳りゆう葉よう刀とうを抜く。さすがにジンカンは破は城じよう武ぶ侠きよう。硬こう気き功こうを習得しているので、多少の出血はものともしない。

  「ホアアァアアア！」

  　怪鳥音をあげて、サンファンの双節棍が急激に加速する。双節棍を伸ばして先端で突き、横殴りに叩きつけ、しかも一瞬で左に持ち替えてジンカンを眩げん惑わくする。

  　サンファンの双節棍が、するりするりと柳葉刀をかわしてジンカンに連打を浴びせる。打撃の嵐に、ジンカンの気功が弱まっていく。

  「ハイッ！」

  　強烈な一撃がジンカンの首筋に炸さく裂れつし、城壁の側面から叩き落とされた。柳りよう葉よう刀とうも取り落としてしまう。

  　サンファンも地上に降りて、ジンカンに馬乗りになった。双そう節せつ棍こんで、相手の頭部を挟み込むように打つ。左右のこめかみを同時に打たれて、さすがの鎮ちん東とう将軍も悲鳴をあげた。そのままサンファンは殴って殴って殴りまくる。
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  「ジンカンがやられましたか……！」

  　伝令からの報告を受けて、征東将軍リン・ルカンは門もん楼ろうで指揮を執とり続けることに限界を感じた。すべての情報がここに集まるようになっているので、将軍は動かない方がいい。しかしそれは、戦力が拮きつ抗こうしている時の話だ。敵に自軍の破は城じよう武ぶ侠きようを討ち取られたとなれば、リンが最前線に出ないわけにはいかない。

  　地ち和わ門もんは完全に突破されていた。北側城壁も随所で綻ほころびが見られる。このままでは陥かん落らくは時間の問題だろう。敵の武侠、将軍を、一人でも多く自分の手で倒し、守備態勢を立て直すのだ。

  　はいやっ、とリンは門楼から飛び出して、地上で自分の得物を振り回し始めた。

  　皇帝から与えられた器き解かい族姫ひめ巫み女この武器。

  　――六ろく門もん鋼こう線せん[image: ]ひょう。

  　長い鋼線ワイヤーの先端に[image: ]と呼ばれる刃物がついた武器、それが鋼線[image: ]だ。振り回し、勢いをつけてから[image: ]を飛ばして敵を傷つける。

  「私の名は征東将軍リン・ルカン！」

  　リンは自分の親衛隊とともに、天てん将しよう門もんを破ろうとする暗あん巖がん人じんの大軍に突っ込んでいく。

  「前に立ち塞ふさがるものには、バラバラになっていただきます……！」

  　リンは六門鋼線[image: ]の末端を左手に持ち、右手で振り回した。鋼線の長さは一二メートル。しかも、この鋼線[image: ]は器解族の特別製だ。先端の[image: ]が、リンの意志に従って自由自在に動く。鋼線の先に、生きている鳥を結び付けているかのような動きだ。

  　リンは発はつ勁けいしつつ鋼線を伸ばし、[image: ]を飛ばした。[image: ]は一〇メートル以上離れた車獣ハイゴンの頭部を貫通し、脳のう漿しようをばらまく。さらにリンの気功が通った鋼線は、触れたものを切り刻む。暗巖人の首が飛ぶ、上半身と下半身が切断される。

  「オオォオン」

  　と、うなり声をあげて、四人の暗巖人を乗せた岩獣フコクがリンに向かっていった。岩獣は圧倒的な巨体をいかして征東軍団の兵士を踏み潰つぶしながら進み、牙きばでリンの腹を引き裂こうとする。

  「ふん……」

  　リンはつまらなさそうに六ろく門もん鋼こう線せん[image: ]ひょうを左右に振った。[image: ]は上に乗った暗あん巖がん人じんたちを貫つらぬき、鋼線は岩獣の前脚を切断し、首を落とす。巨大な魔獣を一瞬で解体しても、リンは涼しい顔のままだ。こんな雑ざ魚こには勝って当たり前。大物を倒さないと意味がない。

  　そんなリンの思いに応えるように、二人の女将軍が城壁から飛び降りてきた。

  「征東将軍か……相手にとって不足なし、だな。久しぶりに思い切りやれそうだ」

  「あら、ヒョウコちゃん。征東将軍『だけ』は殺しちゃダメってクバンカサ様が」

  「ああ……もちろん、殺しはしない。クバンカサ様も『殺すな』とは言ったが『戦うな』とは言っていない。それと『ちゃん』付けで呼ぶのはやめろ」

  　獣神国左将軍ヒョウコと、参さん謀ぼうパオシン。

  　片刃で反りがある倭わ刀とうを肩に担いで、鎖くさり帷子かたびらに鉄の鉢巻きといういでたちの東洋の女武士ヒョウコ。

  　人間ではなく紅娘ホンニヤンのパオシンは全裸同然の格好で、白い肌を大胆にさらしている。壮絶な美び貌ぼうと異様な迫力がなければ、ただの痴ち女じよだと思われるところだ。

  「二人がかりですか？」そう言って、リンはふふんと笑う。「まあ、私はそれで全然構いませんわよ……」

  「見み損そこなうな。二対一で勝っても自慢にならん。武家に生まれた女の誇りをなめるな」

  　ヒョウコは倭刀を鞘さやから抜いた。空からになった鞘は腰にさげる。

  「やるのは其それがしだ」

  「クバンカサ様は『どうでもいいからなるべく楽に勝て』と」

  　パオシンが呆れたように言った。

  　ヒョウコは唇を尖とがらせて、

  「うるさいぞ、パオシン。私はクバンカサ様の強さに忠義を誓っているが、考え方に賛同しているわけではない」

  「どうでもいいですわ……！」

  　と、リンは苛いら立だちを隠さずに言った。この征東将軍を前にして、余裕たっぷりのヒョウコとパオシンに不快感を覚えずにはいられなかった。

  「二対一だろうが一対一だろうが、たとえ一〇〇対一でも問題ありません」

  　リンは六門鋼線[image: ]の先端を蹴って勢いをつけた。[image: ]が、獲物を狙って急降下する鷹のようにヒョウコめがけて飛翔する。

  　ヒョウコは倭刀を正せい眼がん（中段）にどっしりと構えて、飛んでくる[image: ]を剣先で弾はじいた。しかし気き功こうによってリンの思い通りに動く[image: ]は、弾かれたあとブーメランのような軌道を描いて、再びヒョウコに襲いかかる。返す刀で、また防ぐ。

  　防戦一方になる前に、ヒョウコはリンに向かって突っ込んだ。

  　摺すり足あしなのに、恐ろしく速い。どんなに激しく動いても、上半身がどっしりと安定している。この大陸ではあまり見かけない独特の軽けい功こう。

  　踏み込みながら、ヒョウコは倭わ刀とうを逆ぎやく袈け裟さに斬り上げた。気き功こうのこもった鋭い斬ざん撃げきで衝撃波が発生し、バックステップでかわしたはずのリンの服に切れ目が走る。皮ひ膚ふに傷はつかなかったものの、恐ろしい技量である。

  「……っ！」

  　リンは急いで[image: ]ひょうを手元に戻しつつ、鋼こう線せんでヒョウコの首を狙う。

  　ヒョウコは鋼線に倭刀の刃を当てた。

  　刃の上を鋼線が滑り、ジジジッ、と火花が散る。気功が通っていない一般兵の武器なら、簡単に切断されているところだ。

  　倭刀が鋼線を防いでいる間に、[image: ]が三度勢いを増し、ヒョウコの頭部を追いかけた。

  「む！」

  　ヒョウコは刀を素早く回すようにして、鋼線を巻きつけていった。

  　自由自在に動く[image: ]も、鋼線を封じられたらどうにもならない。

  　ぐい、と強く引っ張って、倭刀から鋼線を引きはがそうとするリン。そうはいくか、と激しい回転で鋼線を巻き込んでいくヒョウコ。

  　二人の筋力、気功が拮きつ抗こうし、動きが止まった刹せつ那な――、

  「ごめんね。不意打ちしちゃう」

  「――なっ！」

  　いつの間にかリンの背後に回り込んでいたパオシンが、羽交い絞めにした。

  　突然両手の動きを封じられて、リンは六ろく門もん鋼線[image: ]をヒョウコに奪われた。

  「パオシン、ふざけるな！」

  　ヒョウコは怒声をあげた。

  　しかしパオシンは冷たく答える。

  「ふざけてるのはヒョウコちゃんの方よ。八はつ卦け封ほうを攻める大事な戦いくさなのに、ちゃっちゃと片づけないとだめじゃないの」

  「く……」

  「まだ勝負はこれからですわよ……！」

  　と、リンは強気に言い放った。

  　六門鋼線[image: ]は失ってしまったが、北ほく天てん派轟ごう天てん鷹よう爪そう拳けんの達人である。素手でも破は軍ぐん、破は城じようをなしえたリンだ。まだまだ、負ける気はしない。

  「ヒョウコ、私はこのまま征東将軍様を紅ほん娘にやん擒きん拿な術じゆつで征東将軍様を仕留めるから。邪魔が入らないように周囲の警戒をお願い。近寄ってくる敵は、すべて蹴散らして」

  「断る！　よくも武士の誇りに傷をつけてくれたな！」

  「あら、あなたの『筆おろし』をしてあげたこのパオシンの頼みじゃない」

  　パオシンは悪戯いたずらっぽく言った。途端にヒョウコの怒りが、過去の恥ずかしい思い出に取ってかわられる。

  「ぬっ！　き、貴様……！　覚えておけよ！」

  　と、顔を真っ赤にして怒りながらも、ヒョウコはリンを助けようとする征東軍団の兵士に斬りつけた。

  

  「後ろを取って羽交い絞めにしたくらいで、勝ったと思わないことですわ……！」

  　リンは内力を高めて接近戦に備える。

  「もちろん、私もまだ勝ったなんて思ってない……お楽しみはこ・れ・か・ら」

  　そう言って、パオシンは妖しく微笑ほほえんだ。

  「紅ほん娘にやん擒きん拿な術じゆつと言いましたが、私の轟ごう天てん鷹よう爪そう拳けんにも擒拿術（関節技）はあります！」

  「へえ……」

  　羽交い絞めにされたリンだが、なんとか両手でパオシンの頭をつかむことに成功した。そのまま気功を込めて指を立てて顔の点てん穴けつ（急所）を狙う。

  　パオシンは、指をかわしながらリンの首筋に背後から舌を這はわせた。

  「なっ！」

  　パオシンの舌は猫に近い舌。しかも、長い。ざらざらとした感触が、リンの官能を呼び起こす。敏感な部分を愛あい撫ぶされている感覚に襲われて、戸惑う。

  「紅娘擒拿術は普通の擒拿術じゃない……」

  「な……こ、これは……!?」

  「擒拿術で相手の動きを制限し、性交に持ち込むための技」

  　リンはぐっと快感を押し殺して、背後にいるパオシンの足の甲を思い切り踏みつけた。紙かみ一ひと重えのところでパオシンは足を引く。狙いを外したリンの足が、石畳に大穴を穿うがつ。

  　足を引いた際に、パオシンの腕の力が緩んだ。その隙すきに、リンは腕を振りほどいてようやく羽交い絞めから逃のがれる。

  「性交が始まったら、紅娘ホンニヤンである私に人間のあなたじゃ勝ち目はない……」

  　しかし、そう簡単に間合いを取らせるパオシンではない。小さく跳び上がり、自分の両足で相手の両足を挟んで転倒させる。奇襲技の蟹かに挟ばさみだ。

  　間まを置かず、パオシンは体を半回転させてリンに覆おおいかぶさる。

  　パオシンの爪は人間のものより鋭い。あっさりとリンと服を切り刻んでいく。

  「硬こう気き功こうをやっているから、皮ひ膚ふは切れませんよ……！」と、リン。

  「知ってるわ。服を切り裂ければそれでいいの」と、パオシンは余裕の笑み。

  　リンは、パオシンの右腕をつかんだ。
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  　その腕に両足をからめる。下からの腕ひしぎだ。

  　リンの足がパオシンの肩にかかって、一気に関節が極きまる寸前までいく。

  「――っ！」

  　パオシンの顔から余裕が消えた。長い舌を伸ばして、リンの太ふと腿ももをなめ上げる。

  　関節が極まるのが早いか、官能の毒が回るのが早いか――。

  「あっ……！」

  　先に喘あえぎ声をあげたのは、リンの方だった。

  　パオシンの舌は淫みだらな凶器だった。どこをなめても、尋じん常じようではない快感を相手に与える。特に、太腿というのはまずかった。ただでさえリンは足が性感帯として弱いのだ。

  　リンの体からほんの一瞬力が抜けた。関節技から逃のがれるパオシン。

  　パオシンは体の位置をずらして、リンの右足をつかんで膝ひざ関節を極めにかかった。膝十字固めだ。リンは内力を発揮し、硬こう気き功こうで関節を固めて対抗した。完全に極まった関節技に対抗するには、他に手段がなかった。

  　リンが関節技に気を取られているうちに、パオシンは素早く鋭い爪で靴紐を切り、ロングブーツを奪い取った。パオシンはタイツに包まれたリンの足の指をくわえる。足の指に情熱的に舌をからませて、足先を喉のどの奥までのみ込んで口全体で丁てい寧ねいにくすぐる――。ねっとりとした指フェラでリンの官能に完全に火がついた。

  　パオシンの爪によって、リンの服はあちこち切り裂かれていた。破れた下着の隙すき間まから、薬で生やしたリンの龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの疑ぎ似じ男根が勃ぼつ起きして飛び出す。その陽よう根こんを見たパオシンの双そう眸ぼうがぎらりと輝く。

  「まずいっ……！」

  　リンはうめいた。神経が昂たかぶっている今の状態では、とても陽根の口こう淫いんには一秒も耐えられない。

  　パオシンは無駄のない動きでリンの側面に回り込んだ。

  　リンは必死に手を伸ばし、足で蹴って、パオシンから距離を取ろうとする。

  　それをかわしたパオシンは、逆にリンの腕をつかんだ。リンの右腕と上半身を体全体で抑え込みつつ、両手で左手首をひねり上げていく。変形の腕がらみだ。

  　そうやって相手の動きを封じてから、パオシンは服の切れ目からのぞいていたリンの乳首を口に含んだ。

  「あああっ……！」　リンは口の端から涎よだれを飛ばした。必死に身をよじるが、腕を極められているのでどうにもならない。パオシンはリンの乳頭を軽く噛かみ、舌でいたぶる。性感帯でない場所をなめられても感じていたのに、本当に性感帯を責められたら……。

  　紅娘ホンニヤンが与えてくれる快楽は、リンがこれまでにやってきた性交をすべて否定した。リンは勃起し、濡れている。

  　そうか、とリンは紅ほん娘にやん擒きん拿な術じゆつの正体に気づいた。

  　――パオシンは、舌に気き功こうを通しているのだ！

  　武林には様々な気功術があるが、房ぼう中ちゆう術じゆつではなく、ただひたすら相手に快楽を与えるためだけの「舌ぜつ技ぎ」は極きわめて珍しい。

  　気づいたところで、もう遅い。リンはすでに、紅娘擒拿術が生む快楽の虜とりこだ。理性はゆっくりと溶けていき、いつの間にかパオシンに「もっとしてほしい……！」とねだっている。

  　頃合を見計らって、パオシンは相あい舐なめ――シックスナインの体位に移行した。龍りゆう鳳ほう双そう具ぐなのは、パオシンも同じだ。リンの口に自分の陽よう根こんをねじ込み、自分はリンの陽根に熱心なフェラチオを行おこなう。

  「あああっ、んっ、むふう、くううっ！」

  　気功が通った舌で裏筋をなめ上げて、陽根の段差を唇でしごき、一気に喉いん頭とう蓋がいの近くまでのみ込む。普通なら吐き気を催もよおすところだが、人間と紅娘では喉のどの構造も違うのだ。喉の肉が、リンの陽根を締め付ける。

  「こ、これはまさに……人外の快楽！」

  　ほんの数十秒で、リンは絶頂に達した。パオシンは強烈に吸引し、一滴残らず精液を吸い尽くす。その吸引の感覚も気持ちよくて、はしたない声をあげ続けるリン。周囲では、今も血みどろの攻防戦が続いている。リンを助けようと駆けつけてきた征東軍団の部下たちが、ヒョウコに一方的に斬ざん殺さつされている。それなのに当の征東将軍が、敵の淫いん魔まにいいようにもてあそばれているとは――。

  　あまりの屈くつ辱じよくでリンの双そう眸ぼうから涙が溢あふれるが、それさえも圧倒的な快楽に押し流されて消えていく。

  　精液を舌でふき取る「お掃除」をされているうちに、リンの勃ぼつ起きは本人の意思とは関係なくあっという間に硬さを取り戻した。

  　パオシンは体位を変えた。

  　とうとう、自分の陰部を使う。騎乗位でリンを責めたてる。

  「あひっ、ひいいっ……！」

  　今まで味わったことのない、極上の肉にく壺つぼの感覚にリンは悲鳴をあげた。

  　リンの上で、パオシンの巨乳が激しく揺れる。

  　陰部の柔やわ肉にくがリンの陽根を包み込む。心地よい圧迫感はもちろん、肉厚の締め付けは未知の領域の快感だ。熱くとろけた粘膜や子宮膣部ポルチオまでもが、リンの長い陽根に生き物のように吸いつく。

  　パオシンが腰を振ると、リンも腰を上げて少しでも深く味わおうとする。戦場で腰をぶつけ合う二人の女。一見性交に見えるが、これは麻薬の強要に近い、性的な拷ごう問もんだった。

  「やろうと思えば、このまま性交だけで殺せるんだけど……」

  　パオシンは自分の勝利を確信して妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

  「クバンカサ様のご命令よ。あなたは生け捕りにするわ……」



  


  ５章

  



  
    １
  


  

  　いきなり戦争が始まってしまった。

  　伏ふつ義き城じよう南側広場、永えい楽らく台だい。

  　双そう天てん大おお銅ど鑼らが設置された櫓やぐらの前に、選手登録を済ませたリョウカたちが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

  　シュンライを取り囲んでいた警備兵たちも、戦いくさ太だい鼓こに呼ばれて戸惑いながらも城壁の方に向かっていった。一様に「拳けん神しん雷らいを放っておいていいのかな……？」という顔をしていたが、二〇万を超える軍勢が迫っているのでは選択の余地はなかった。踏みとどまって戦ったものは、すべてシュンライがあっさり切って捨てた。

  　八はつ卦け封ほうが戦火に包まれている。何もかもがあっという間の出来事だった。回フイ回フイ砲ほうの炸さく裂れつ弾だんで城下町はパニックに陥おちいっている。どうやら北側城壁が突破されたらしい。街の人々は青ざめた顔で右往左往している。すべての城門が閉ざされ懸けん門もんも落ちたので、軽けい功こうを使えないものは逃げようにも逃げ場所がどこにもないのだ。

  　北ほく天てん戦に登録したリョウカ、カシュラ、オンリン、カルザ、ヒュンラ。登録していないヒュンライがどう八卦封から逃げるのかが悩みの種だったが、この混乱に乗じればたやすく城外に出ることが可能なはず。

  「とりあえず、街を出ましょうぜ！」と、オンリン。しかし――、

  「いや……」シュンライは首を横に振った。「これは好機ではないのか？」

  「好機……ですか？」と、リョウカ。

  「どさくさに紛れて、皇帝を倒すことができるかも」

  　シュンライはとんでもないことを言った。

  



  
    ２
  


  

  　征東将軍リン・ルカンをパオシンが生け捕りにした。

  　地ち和わ門もんに続いて、天てん将しよう門もんも陥かん落らく。

  　北側城壁は獣神国遠征軍によって完全に制圧された。

  　城壁を突破した遠征軍は、一度簡単に陣形を整えてから、伏義城に向けて進軍を再開する。

  　攻こう城じよう獣じゆう、岩獣、車獣――城下町の建物を踏み潰つぶしながら進む、魔獣の軍勢。

  　八卦封北側城壁攻防戦の際に出た遠征軍の被害は、暗あん巖がん人じん数千。

  　それに対して、征東軍団と鎮ちん東とう軍団は六万の死亡者と三万の重傷者を出して壊滅した。負傷者より死亡者の方がずっと少ないのは、遠征軍の兵士たちの攻撃力が平均して高いことを示している。

  

  　伏ふつ義き城じようを守る三重の城壁。その一番外側には、一か所しか出入り口がない。

  　戡かん水すい門もんである。

  　獣神国遠征軍の回フイ回フイ砲ほうは攻こう城じよう獣じゆうの背中に設置されているので、短時間で射撃地点を変更することが可能だった。さらに、砲弾を飛ばすための釣り合い錘おもりの量を変えれば、射程もかなりの融通が利く。

  　射程と射撃地点が調整された回回砲の炸さく裂れつ弾だんが、伏義城にも降り注いでいた。城壁や門に大穴が開き、あちこちで火の手が上がっていて、遠征軍の士気は盛り上がっていく。

  　征東軍団残党を蹴散らしつつ、戡水門に岩獣が突撃した。炸裂弾の直撃を浴びていた城門はあっさりと倒れる。暗あん巖がん人じんたちは涎よだれを垂たらして車獣を駆り、巫ふ祝しゆく士し兵へいたちは雄お叫たけびをあげて戡水門から伏義城内になだれ込んだ。

  　しかし――、

  　中に入った遠征軍の兵士たちは、少し進んだところで足を止めざるをえなかった。

  「…………」

  　戡水門を潜くぐると、次の門までの間が広大な庭園になっている。

  　その庭園の奥に、大将軍ユゴの中央禁軍が待ち構えていた。

  　それも、ただ陣形を組んでいるだけではない。

  　中央禁軍は、前面に巨大な盾たてを用意していた。

  　盾というより、ユニット化された城壁と言った方が正確かもしれない。

  　防御兵器――神しん行こう破は陣じん猛もう火か刀とう牌はい。

  　大勢の兵士が人力で動かす神行破陣猛火刀牌は、高さ二五メートル、横一五メートルという長方形。正面が鋼鉄と牛革で補強されている。それが、二百台も横一列で並んでいるのだ。一分の隙すきもない。

  　神行破陣猛火刀牌からは、多数の砲口が突き出している。

  　キシャア！　と人外の叫び声をあげて、暗巖人の車獣騎兵たちが中央禁軍に向かって突撃を開始した。

  　遠征軍の先せん鋒ぽう師団、突撃部隊が神行破陣猛火刀牌に車獣ごと体当たりをかける。

  　その時、突然爆炎が生じた。

  　神行破陣猛火刀牌の砲口から焼しよう夷い剤ざいが噴き出して、激突する寸前の暗巖人と車獣を包み込んだのだ。強烈な火力に暗巖人たちは肺を焼かれて即死し、車獣は燃えながらのたうち回る。

  　肉が焦こげる鼻をつく臭においが広がった。

  　突撃部隊の第一波が全滅し、第二波が動き出す。

  「換ホアン！」

  　馬上の大将軍ユゴが命じた。

  　神しん行こう破は陣じん猛もう火か刀とう牌はいの火炎放射機能は、砲口の後方にセットされた薬筒を交換することで焼しよう夷い剤ざいを補給することができる。

  　薬筒交換後、再び火を吐く砲口。消し炭になった味方の死体を踏み砕いて猛進する突撃部隊の第二波も、炎の壁を突破できない。短い時間で、数千の車獣騎兵が火ひ達磨だるまになる。第二波には岩獣も混ざっていたが、車獣と同じ運命をたどった。

  　戡かん水すい門もんの門もん楼ろう上に、サンファン、ヒョウコ、パオシンの三人が並んで立っていた。

  「ミカタがウマそうに焼けてるナー」

  「呑のん気きなこと言ってる場合じゃないぞ、サンファン」

  「どうやって崩したものかしら……」

  「其それがしがなんとか神行破陣猛火刀牌の背後に回り込もうか」

  「背後には、あの有名な大将軍ユゴがいる……きっと強いわよ？　対武ぶ侠きように特化した部隊も控えているはず。虎の口に飛び込むようなもの」

  「攻こう城じよう獣じゆうは？」

  「大きすぎて、戡水門を通れない。城壁を完全に崩すまでは、まだ時間がかかる」

  「――っ！」

  　サンファンがびくっ、と背筋を伸ばした。周囲の匂いを嗅かぐように鼻を動かす。

  「クウキがカワッタ！　クバンカサがデルゾ！」

  

  　大きな女が、ゆっくりと歩いていく。

  　その女の登場で、遠征軍の進撃が完全に止まった。全員が、固かた唾ずをのんで女の動向を見守っている。

  　巨体、太い筋肉、変形した分厚い拳こぶし。大きな口に静かな笑みをたたえている。

  　獣神国遠征軍総大将、火か雲うん邪じや神しんクバンカサ――。

  　クバンカサは、左肩に双そう戟げきを二〇本近くもまとめて担いでいた。

  　戟の両側面に一つずつ三日月状の刃（月げつ牙がという）がついているから、双戟。

  　そして右手には、クバンカサ愛用の武器「混こん天てん截せつ」を持っている。

  　先端の刃が四つに分かれた「四し尖せん両りよう刃じん」の大刀。他にも四枚の月牙と梢子棍フレイルのような金属製の錘おもりがついた豪華絢けん爛らんな武器だ。

  　クバンカサの近くに、将軍たちが集まる。

  「クバンカサ様」と、ヒョウコ。

  「よう、みんな。ちょいと手こずってるみたいだな」笑うクバンカサ。

  「ゼンゼン。テコズッテない」強がるサンファン。

  「無理すんなって。こういう相手は初めてだろう。対処法を教えてやるよ」

  　遠征軍の先頭に立ち、クバンカサは双そう戟げき、混こん天てん截せつを足下に並べた。

  　双戟を一本手に取って、振りかぶる。

  　筋肉に緊張が走って、みちっ、と奇妙な音が鳴る。

  　少し助走をつける。全身の筋肉がうねる。

  　足の指でしっかりと地面をつかんで、発はつ勁けいとともに投げる。

  　投げた直後、ばんっ！　と衝撃波が発生した。双戟は数百メートルを直進して、神しん行こう破は陣じん猛もう火か刀とう牌はいの一つに直撃する。

  　双戟が突き刺さった次の瞬間、神行破陣猛火刀牌に大穴が開いた。焼しよう夷い剤ざいが逆方向に散らばって、中央禁軍の兵士たちが燃え上がる。さらに貫通後も双戟の勢いは止まらず、兵士の首を飛ばし、胸部を粉ふん砕さいし、二〇人、三〇人と貫つらぬいてもまだ止まらない。燃やした分も含めて、クバンカサは双戟一本で五百人近くの敵を倒した。

  　二本目、三本目――クバンカサは次々と双戟を投げる。投げるたびに巨大で頑丈な神行破陣猛火刀牌が砕けて、中央禁軍の兵士が血ち飛沫しぶきにまみれる。

  　二〇本の双戟で一万人近くの兵士が死に、神行破陣猛火刀牌の陣形が崩れた。

  「突撃！」

  　そこに、車獣騎兵をねじ込むクバンカサの号令。

  　乱戦が始まった。

  　中央禁軍の騎馬の首に、遠征軍の車獣が噛かみつく。岩獣は多数の兵士を踏み潰つぶしながら内臓を食い散らかす。中央禁軍たちの兵士も反撃する。近距離で三さん石せき弩ど、六ろく石せき弩どを放ち、騎兵たちは槍やりで暗あん巖がん人じんを突き刺す。

  　神しん虎こ族ぞくのハン・シスの活躍も目覚ましい。戦いで手柄をあげれば、獣神国の協力を得てジャホウセンや姉妹を助けることができるかもしれない。豊満な胸を揺らして神虎族乾けん坤こん圏けんを振り回し、斬って斬って斬りまくる。

  　中央禁軍には、一万人の「火か眼がん兵へい」がいた。対武ぶ侠きよう戦に特化した精鋭部隊。秘薬と人の生き胆ぎもを併へい用ようして体力が増加したかわりに、彼らの眼はいつも血走っていて異常に赤い。そんな彼ら火眼兵は、鉄てつ棒ぼう槌ついを使う捕ほ縛ばく部隊、八はち綾りよう錘すいを使う撲ぼく殺さつ部隊、目め潰つぶしや油ゆ瓶びんを使う投とう擲てき部隊の三つに分かれている。

  　火眼兵と戦うのは、岩獣を駆る巫ふ祝しゆく士し兵へいたちと、サンファン、ヒョウコ、パオシンの三人だ。パオシンは征東将軍リン・ルカンから六ろく門もん鋼こう線せん[image: ]ひょうを奪い、飛躍的に戦闘能力が向上していた。いくら火眼兵が精鋭でも、六ろく門もん器き械かいを持った紅娘ホンニヤンの相手は荷が重すぎる。

  　クバンカサは、纏てん糸し勁けいの応用で混天截を回転させた。大きく振り回すのではなく、ドリルのように回転させたのだ。でんでん太鼓の要領で高速で動く錘おもりが、立て続けに敵兵の頭を打ち砕いていく。

  　混天截の機能は四つの錘だけではなかった。先端にある四し尖せん両りよう刃じんと四枚の月げつ牙がによって、刺す、薙なぐ、斬るといったあらゆる動作で敵を傷つけることができる。刃が多いので手当てしにくい複雑な傷ができやすく、クバンカサの混こん天てん截せつにやられても即死できなかったものは長く苦しむことになる。

  　そして数百人を混天截で殺したクバンカサは、敵の大将軍と対たい峙じした。

  　ユゴ・ウーインだ。

  　六ろく門もん[image: ]しつ藜こう槍せんを構えている。

  　[image: ]藜槍とは、無数の小さな棘とげがついた槍やりのことだ。六門[image: ]藜槍はその強化版であり、すべての棘が細かく振動し、現代で言うチェーンソーのように機能している。

  　クバンカサは徒歩で、ユゴは騎乗である。ユゴの六門[image: ]藜槍は、すでに血でどす黒く濡れていた。振動する無数の棘が、暗あん巖がん人じんを何十体もバラバラにしていた。首筋から敵の体内に侵入した[image: ]藜槍は、あらゆる骨を易やす々やすと断ち切り、胴体を斜めに切断して脇腹から抜けていく。

  　硬い皮ひ膚ふも、鎧よろいも、武器で防ごうとしても役に立たない。何もかも切り裂くのが、六門[image: ]藜槍なのだ。

  　六門器械の特殊機能は、普通の人間には扱えない。気脈の流れを器き解かい族に近づける必要がある。そのため征西将軍は自分の男性器を切り取っていた。リン・ルカンやユイ・シューホウは、特に性能のいい龍りゆう鳳ほう双そう具ぐの陽よう根こんを生やして対応している。しかし、大将軍ユゴは何もしていない。ユゴほどの達人になると、自分の意思だけで気が生じる場所――気き穴けつ――の数と位置をコントロールできる。

  「今はユゴが大将軍か……」クバンカサは、懐かしむように言った。「先代の大将軍――双そう天てん武ぶ王おうのあの女はもう引退したのか」

  「お前を北ほく天てん戦で殺した……いや、殺したはずのシーガ様だな」と、ユゴ。「引退というよりは、雲隠れだ。今はどこにおられるのかもわからんよ」

  「残念だ。再戦を楽しみにしていた」

  「かわりに、私が楽しませてやろう」

  　ユゴは馬から下りた。六門[image: ]藜槍を構え直す。

  「……あんたはバラカン・ルカンなんてくだらん皇帝に忠義を誓っていることを除けばいい男だ。殺したくないよ」

  「殺す心配より、殺される心配をしろ。まったく……」

  

  　クバンカサとユゴ。どちらも圧倒的な存在感で周囲を威圧していた。

  　ユゴの存在感は巨きよ峰ほうに似ている。険けわしく、厳いかつく、弱いものを寄せ付けない雰囲気。それに対して、クバンカサは大海だった。穏やかだが時に荒々しく、生命力に溢あふれ、どんなものでも包み込もうとする――。

  　ぎゅっ、と互いに大きく踏み込んだ。

  　ユゴは六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうを水平に払う。

  　クバンカサはそれを混こん天てん截せつで打ち弾はじこうとする。

  　二つの武器がぶつかり合って、耳みみ障ざわりな音とともに火花が散り、混天截の月げつ牙がが二枚切断されて宙を舞った。六門[image: ]藜槍の切れ味の鋭さに、クバンカサは苦笑し、口笛を吹く。

  「やるね。いい得物だ」

  「まだまだッ」

  　ユゴは半はん馬ま歩ほに腰を落として構えて、安定した姿勢から六門[image: ]藜槍を打ち出した。

  　クバンカサはそれを避よけて、混天截で突き返す。

  　ユゴは槍やりを半回転させて、柄の下側でクバンカサの攻撃を打ち弾いた。すぐにもう一度回転させて元の状態に戻し、上下左右と連打を繰り出す。ユゴの連打を避け損そこなって、クバンカサが混天截で受けるたびに、六門[image: ]藜槍が鉄を切り裂く。

  　眩まぶしいほどの火花の果てに、クバンカサの混天截はただの棒になっていた。

  　長さが半分ほどになってしまった混天截を捨てる。

  　武器を失ったクバンカサの右腕に、六門[image: ]藜槍が食い込んだ。刃の高速振動、気き功こうのチェーンソーがクバンカサの肉を切り裂き、骨を削る。

  「……ぐぬっ！」

  　クバンカサはもちろん強力な防御用外がい功こう――硬こう気き功こうの一つ「金こん剛ごう功こう」を習得しているが、六門[image: ]藜槍の攻撃力が防御力を上回った。

  　ギギギッと不気味な音がして、クバンカサの右腕が地面に落ちた。

  　切断面から鮮血が噴き出し、落ちた右腕の指が痙けい攣れんしている。

  「クバンカサ、私の勝ちだな」

  「いやいや、まさか」

  　クバンカサは、右腕の切断面をユゴに見せつけるようにした。

  　そこに白い泡が立って、筋肉や血管の再生が始まる。

  「どんな傷も瞬時に回復する特殊気功術――菩ぼ薩さつ捨しや身しん功こうだ」

  「！　そういうことか！　北ほく天てん戦で死んだはずのお前がよみがえった理由がわかったぞ」

  「降伏するなら今のうちだ、ユゴ・ウーイン」

  「ふん……！　菩薩捨身功の弱点は知っている。古代の書物で読んだことがあるぞ。心臓と下腹部――この二点を徹底的に破壊すれば気功の力は弱まり、再生能力も働かなくなる、と」

  「それは無理な話だ！」

  　クバンカサの右腕が完全に再生した。その腕で、切断された「前の腕」を拾い上げて、ユゴに向かって投げつけた。

  「なっ……!?」

  　予想外の攻撃を、ユゴはまともに顔に食らってしまう。


  [image: ]


  　そうやってユゴが怯ひるんでいるうちに、クバンカサは彼の懐ふところに潜り込んだ。六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうの柄の部分をつかんで、奪い取ろうと力を込める。

  「くっ！」

  　ユゴはあっさり六門[image: ]藜槍から手を離した。力比べになると思っていたクバンカサは、急に相手を失ったせいで後方にバランスを崩す。

  　両手が空いたユゴは、クバンカサに拳こぶしの連打を叩き込んだ。高速かつ発はつ勁けいのよく効いた強烈な連打にクバンカサは低く呻うめき、よろめいて、せっかく奪った六門[image: ]藜槍を取り落とす。

  　落ちる途中の槍やりを、ユゴが取り返して構え直した。

  「さすがは朝廷軍最強の男だな……」

  　クバンカサは言った。

  　すると、ユゴは頭かぶりを振った。

  「最強は五ご鎖さ衆しゆうだ。五人そろったあいつらに勝てるのは武神のみ」

  「あいつらは一人一人では戦わない。そんな連中は最強とは言わない」

  「確かに、一対一なら私が最強かもな……！」

  　ユゴは六門[image: ]藜槍の連続突きを再開した。

  　彼の槍は、死体に群がる数十匹のハエをほんの数秒ですべて撃ち落とすほどの腕前である。いつまでも素手で防げるものではない。

  　ユゴは六門[image: ]藜槍の根元を持ち、踏み込みながら片手で突きだした。両手で持っていない分、リーチが伸びている。

  　とうとうクバンカサの胸に、槍の先端が突き刺さる。

  　六門[image: ]藜槍がチェーンソーのように働き、血ち飛沫しぶきを上げながら胸きよう骨こつを破壊していく。それがクバンカサの心臓に達すれば、さすがの菩ぼ薩さつ捨しや身しん功こうでも回復に時間がかかる。心臓をやられて動きが鈍っているうちに体を徹底的にバラバラにされれば、再生は不可能――。

  「ふんッ！」

  　クバンカサは、六門[image: ]藜槍の刃を両手で握った。柄の部分には腕が届かなかったのだ。

  「バカめ！　血迷ったか！」と、ユゴ。

  　六門[image: ]藜槍の高速振動する刃が、クバンカサの一〇本の指をすべて切断し、吹き飛ばした。しかしクバンカサは、それでも腕を刃に押し付けていく。拳は血の塊かたまりになって、手首の骨がむき出しになる。

  「――っ！」

  　クバンカサは、両腕の骨で六門[image: ]藜槍の刃を挟み込んだ。骨が削れていくが、とりあえず刃を「つかむ」ことには成功した。そのままクバンカサは腕をひねって、槍を横にずらしてユゴの懐に潜り込む。

  「火か雲うん邪じや神しんを甘く見るなよ！」

  　と吠えて、クバンカサはユゴの顔面に壮絶な頭突きを打ち込んだ。

  　ゴッ！　と鈍い音が響く。

  　ユゴの鼻から血が噴き出し、口の端が切れて、六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうが地面に落ちる。

  　落ちた槍やりを拾うために、クバンカサは再生したばかりの手を伸ばした。しかし、頭突きを食らったもののユゴの意識ははっきりとしていて、競争になる。手が近いのはユゴの方だ。

  　普通にいったのでは紙かみ一ひと重えで間に合わないと判断したクバンカサは、地面に落ちている六門[image: ]藜槍を思い切り蹴った。

  　矢のような勢いで飛翔して、第一離り火か門もんに突き刺さる。

  「！」

  　クバンカサを短時間で「解体」するためには、どうしても六門[image: ]藜槍が必要になる。

  　ユゴは軽けい功こうで大きく跳躍し、槍を取りに向かう。

  　そしてそれを追いかけるクバンカサ。

  　第一離火門まであと少しというところで、ユゴは追いつかれた。

  「五ご鎖さ衆しゆうに勝てるのは武神だけ――さっきお前はそう言ったな」

  　クバンカサは足に力をためてから、空中のユゴを狙って旋せん風ぷう脚きやくを繰り出す。

  「私がその武神だ！」

  　蹴りが、ユゴの背中にめり込んだ。

  　ユゴは、蹴け鞠まりのように吹き飛んだ。

  　第一離火門に激突し、突き破り、懸けん門もんさえも貫通していく。

  　鉄の扉を二枚もぶち抜いたのだ。無事、ということはないだろう。

  「ふう……」

  　クバンカサは六門[image: ]藜槍を拾い上げて、それを頭上に高々と掲げた。

  　それを見て乱戦中の遠征軍の士気は上がり、中央禁軍は顔面蒼白になった。大将軍が負けるなどとは、夢にも思っていなかったのだ。

  「さて、次はいよいよ太たい極きよく宮ぐう――」

  　そうつぶやいて、クバンカサが皇帝の塔を見上げたその時、大穴が開いた第一離火門から、凄すさまじい勢いで岩山のような老人が戻ってきた。

  　――大将軍ユゴ・ウーイン！

  　全身のあちこちから血を流しているが、その目からは闘気が迸ほとばしっている。

  「まさか、あの程度でやられるような闘士に……」

  　ユゴは鋭い上段回し蹴りを放つ。

  「朝廷軍の大将軍が務まるとでも？」

  　ユゴが狙っていたのは、クバンカサではなく六門[image: ]藜槍だった。槍を蹴って下に落とし、奪い返そうとする。

  「さすがにしつこいッ！」

  「お前が言うな、クバンカサ！」

  　ユゴに蹴られて、六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうがクバンカサの手を離れた。

  「もらった！」

  「そうはいくか！」

  　ユゴに取り返されるよりは――と、クバンカサは再び六門[image: ]藜槍を蹴った。さっきよりも遠くを狙ったので、槍やりは第二離り火か門もんを飛び越えて数百メートル先の太たい極きよく宮ぐうの壁に突き刺さった。

  「素手の戦いだな、大将軍」

  「後悔するぞ、火か雲うん邪じや神しん」

  　ユゴ・ウーインの北ほく天てん派八はつ卦け反はん打だ拳けん。

  　クバンカサの獣神国獣じゆう形けい拳けん。

  　それぞれ構えを取って、ぶつかり合う。
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  　クバンカサの獣神国獣形拳は、シュンライが使う北天派獣形拳のもとになった武術流派である。大きな違いはないが、獣神国獣形拳の方が全体的に荒々しく、套とう路ろ（型）は防御よりも攻撃を重視した技を中心に組み立てられている。

  　獣神国獣形拳、神しん豹ひよう式しきで戦う。

  　神豹式は、手足を長く使うスタイルだ。腕は目一杯伸ばして敵に叩きつける。足は回し蹴りを多用する。

  　まず、クバンカサが仕掛けた。

  「ハッ！」

  　クバンカサは超重量級の武術家だが、拳打パンチと同じ速さで上段蹴りハイキツクが出せる。牽制ジヤブのように左上段蹴りを打ち、突きストレートのかわりに右上段後ろ回し蹴りをつなぐ。

  「！」

  　クバンカサの蹴りを食らって、ユゴの体が宙に浮いた。打撃の威力を勁けい力りよくで打ち消していたが、それでも吹き飛んで第二離火門に激突した。

  　鉄の扉に体が半分めり込んだユゴに、とどめを刺そうとクバンカサが躍りかかる。

  　その瞬間、ユゴの双そう眸ぼうに溜まった殺意がぎらりと輝いた。

  　ユゴの八卦反打拳は「受即反撃カウンター」に重きをおく流派だ。敵の攻撃をかわす、あるいは受け流すと同時に反撃の一発をねじ込む。その一連の動作をスムーズに行おこなうために、人体を八卦にたとえたシステムが構築されている。

  「坤コンへの陽よう打だを、艮ゴンにて防ぎ――」

  　腹を狙ったクバンカサの手刀を、左手で後方に受け流すユゴ。

  「敵の乾ケンに暗あん打だを返す――！」

  　受け流した直後、ズドン！　とクバンカサの顎あごにカウンターの掌しよう底てい打だを当てる。

  　下顎がごっそり「もげる」ほどの一撃に、クバンカサの巨体がよろめいた。

  　ユゴはクバンカサの肩をつかんで、振り回し、体の位置を入れ替えた。今度はクバンカサが第二離り火か門もんを背負う形になる。

  　そこに、ユゴは走り込んでから右足を前方に突き出し、渾こん身しんの力を込めて足の裏でクバンカサの胸の中心を蹴った。クバンカサの体ごと、第二離火門の鉄の扉が倒れる。

  　第二離火門には懸けん門もんがついていないので、計らずも太たい極きよく宮ぐうへの道が開けてしまった。

  「ここまでやれば、火か雲うん邪じや神しんもしばらくは動けんだろう……」

  　ユゴは太極宮を見上げた。

  　皇帝の私生活の場、太極宮。二〇階建て。大陸最大の高層建築。土台となる一階はそれだけで小さな砦とりでよりも大きく、段々と先が細くなっていく。

  　六ろく門もん[image: ]しつ藜れい槍そうは一五階の壁に突き刺さっていた。ユゴの手から離れているので、刃の高速振動は止まっている。

  「よし、今のうちに――！」

  　ユゴは、壁へき虎こ遊ゆう牆しよう功こうで太極宮の壁を駆け上がっていく。

  　六門[image: ]藜槍で、今度こそクバンカサを細切れにする。

  　ところが――。

  　あと少し、というところで、ユゴは背後に殺気を感じて振り返る。

  「！」

  　巨大な鉄の塊かたまりが間近に迫ってきていた。

  　ユゴの予想よりも早く立ち直ったクバンカサが、倒れた扉の破片を投げつけたのだ。

  　鉄の塊が直撃して、バランスを崩したユゴは外側に張り出た一四階の屋根の上に落ちた。

  　クバンカサも軽けい功こうを使って、するすると太極宮を登っていく。

  　屋根の上で、クバンカサとユゴが向かい合い、睨にらみ合う。

  「うォおお！」

  「ああああッ！」

  　互いに吠える。駆けだして、一気に間合いを詰める。

  　いきなり、クバンカサの高速の上段回し蹴りがユゴの側頭部を打ち抜いた。ユゴの巨体が横ざまに吹き飛んで、壁をぶち破り、太極宮の中に転がり込む。

  　クバンカサも、ユゴの体が開けた壁の穴から太極宮の中に入った。

  　大理石や黄金がふんだんに使われた、荘厳華麗な大宮殿だ。そんな場所で、すでに全身血まみれの男と女が戦っている。

  　クバンカサは、倒れているユゴに向かって手刀を打ち下ろした。

  　ユゴは横に転がってそれをかわし、右手だけで自分の体を持ち上げて、逆立ち状態から連続蹴りを放った。穿せん弓きゆう腿たいである。変則的な二発の蹴りが、せっかく再生したクバンカサの顎あごをまた吹き飛ばす。

  「ユゴ様！」

  　と、太たい極きよく宮ぐうの武装した侍じ女じよたちが駆けつけてきた。

  「邪魔だ！　下がっていろ！」

  　ユゴは素早く立ち上がって、怒鳴った。太極宮の武装侍女は厳しい訓練を受けているが、ユゴやクバンカサの戦いに割り込めるレベルではない。加勢されたら逆に迷惑だ。

  　ユゴはクバンカサの首をつかんで、持ち上げてから、思い切り床に叩きつけた。大理石の床が割れて、二人はそのまま一階下に落ちる。

  　落ちる途中に、ユゴは旋せん風ぷう脚きやくを繰り出した。

  　吹き飛ばされたクバンカサの体が、御み影かげ石いしの柱をへし折って床の上を跳ねる。

  　危なげなく着地したユゴは、クバンカサを追いかけて拳こぶしを振りかぶる。

  　ゴム毬まりのようにバウンドしていたクバンカサだが、壁にぶつかる前に姿勢を制御し、ユゴを迎え撃つ体勢を整えた。

  　うなりをあげるユゴの拳を、クバンカサは右の蹴りで打ち弾はじいた。拳打を蹴りで防ぐ、という珍しい動きにユゴが一瞬戸惑う。そこに、クバンカサは左の後ろ回し蹴り。ユゴは腕を上げてなんとか蹴りを受けるが、あまりにも重い一撃だったので動きが止まってしまう。

  　今だ、とクバンカサはさらに踏み込んだ。

  　ユゴはバックステップで間合いを取ろうとするが――、

  「なっ!?」

  　足が動かなかった。

  　いつの間にか、クバンカサの右足がユゴの左足の甲を踏みつけていたのだ。

  　逃げ損そこなったユゴの顔面に、クバンカサの肘ひじ打ちが入る。

  　ユゴの鼻の骨が粉々に砕けた。

  　右足でユゴの足を踏みつけたまま、クバンカサは柔軟に体をひねって左の上段膝ひざ蹴げりを打ち込んだ。打撃音が鳴り響き、凄すさまじい勢いで床に叩きつけられるユゴ。膝蹴りで脳を揺らされた上に、倒れた拍子で左足首を破壊されている。

  「終わりだッ」

  　クバンカサはその場で跳び上がり、空中で一回転し勢いをつけてから、倒れたユゴの腹にカカトを落とした。

  　ユゴの体が床に沈んだかと思ったら、また割れた。

  　さらに一階下に、落ちる。

  　太たい極きよく宮ぐう一二階は、側そく室しつ――皇帝の愛人たち――のための大浴場だった。ほとんど池のような広い浴槽には、常時熱湯がはってある。そこにユゴとクバンカサの巨体が落ちて、盛大な水柱が立った。

  　ユゴが血を吐いた。強烈なカカト落としで、内臓が破裂していた。それでもユゴの闘志が折れることはなく、左右の拳こぶしで連打を放つ。しかし、その攻撃にすでに勢いはない。クバンカサはユゴの連打に腕をからめて、こともなげに受け流す。

  　クバンカサは、右の上段回し蹴り。蹴りの軌跡に沿うように水みず飛沫しぶきが上がる。

  　ユゴには、もうクバンカサの鋭い蹴りが避よけられない。

  　打撃音のあとよろめくユゴの胸に、クバンカサは指をそろえて貫ぬき手ての一撃。

  　気脈が乱れてユゴの防御力が落ちていたので、クバンカサの貫手は心臓を通過して胸部を貫通した。

  「……あんたのような猛将を殺すことになって、残念だ」

  　そう言って、ユゴの体から腕を抜く。

  　噴き出した大量の血が、発はつ勁けいの影響で波打つ浴槽の湯を真っ赤に染め上げる。
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  　大将軍ユゴ・ウーイン討ち死に。

  　中央禁軍は総崩れとなった。

  　すでに、第一離り火か門もん、第二離火門は破られている。

  　獣神国遠征軍は、太極宮の攻略を開始。武装した侍じ女じよや皇帝の側室、宦かん官がんたちを次々と捕ほ虜りよにしていく。

  

  　ユゴを討ち取ったクバンカサは、窓から彼の死体を放り捨てたあと、ゆっくりと太極宮の最上階を目指して歩みを進めていった。

  　――まだ、どこかに五ご鎖さ衆しゆうがいるはずだ。油断はできない。

  　クバンカサは恐るべき五人組を警戒し、慎重になっていたが、いつまでたっても彼らは現れない。抵抗らしい抵抗もなく、あっさりと最上階にたどり着いてしまう。鍵がかかった扉があったので、発勁の一撃でこじ開ける。

  　皇帝の寝所だ。打ちかかってきた武装侍女たちを簡単に返り討ちにして、クバンカサは皇帝の姿を探す。御み簾すがかかった寝台の向こうで人影が動く。

  「そこか」

  　と、クバンカサは御簾を引き千切った。

  　しかし、そこにいたのは皇帝バラカン・ルカンではなかった。

  「……どういうことだ？」

  「私は朝廷丞じよう相しようのハッサ」

  　皇帝のかわりに死ぬつもりの男は、覚悟の決まった顔で言う。

  「残念だったな。皇帝陛下はすでに避難なされた」


  


  ６章
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  「どさくさに紛れて、皇帝を倒すことができるかも」

  　――そう言って、シュンライは単身別行動をとった。

  

  　戦火広がる八はつ卦け封ほうを駆け抜けるリョウカたち。

  　北ほく天てん戦に登録したリョウカ、カシュラ、オンリン、カルザ、ヒュンラは、手の甲の「しるし」さえ見せればルカン朝の兵士に襲われることはない。気をつけなければいけないのは、力りつ家かの威光が通じるかどうかわからない魔獣たちだ。

  　カルザもヒュンラも、敵の正体を正確には把は握あくしていなかった。魔獣を使う「獣神国」の存在は、伝説のようなものだと思われていたからだ。

  　征東軍団が崩壊し、八卦封の城門はどこも警備の兵士がいなくなった。北側は獣神国によって完全に制圧されたので、リョウカたちは南側に向かっている。南側の城門は懸けん門もんまで完全に閉まっているだろうが、警備の兵士さえいなければ軽けい功こうでなんとか乗り越えられる。

  「…………」

  　それにしても、リョウカは後ろ髪を引かれる思いだ。

  「お前たちはすでに北天戦に登録している。だが、私は別だ。朝廷軍と戦っても力家に難癖をつけられることはない」と、別行動をとる際にシュンライは言った。「だから、お前たちは逃げろ。戦ってはいけない以上、邪魔になる。そうだな……イシュタの屋敷あたりで落ち合おう。運が良ければ、六ろく門もん器き械かいを土産みやげに持って帰れるかも」

  　リョウカやオンリンは「一人では行かせられない」と抵抗した。しかしシュンライは「もしも大会開催前に北天戦の登録を取り消されたりしたら、もう二度と双そう天てん武ぶ王おうを目指すことはできないぞ。そういう大会規約になっている。せっかく登録したんだから、無駄にすることはない」と言って、二人の同行を許さなかった。「……それとも、お前たちはこの拳けん神しん雷らいが不覚をとるとでも思っているのか？　心配してくれるのはありがたいが、大丈夫だ。五ご鎖さ衆しゆうと鉢合わせになったりしたら、戦わずに逃げるよ。無理はしない。約束する」

  　シュンライにそこまで言われたら、もう反対はできなかった。

  「どうした、リョウカ。しけたツラして」

  　走りながら、オンリンが話しかけてきた。

  「オンリンさん。シュンライ様のことが心配じゃないんですか……？」

  「心配なのは心配だが、シュンライ姉あね者じやは約束を破ったことがねえ」

  　そう言ったオンリンの横顔は、確信に満ちていた。

  「戻ってくると言ったら、戻ってくるんだ。俺はそれを信じるだけさ」

  「オンリンさん……」

  　オンリンの言っていることは理解できる。

  　シュンライを信じる気持ちは、リョウカも負けない。

  　だが――今回ばかりは何か嫌な予感がするのだ。

  　リョウカは立ち止まった。

  　それに気づいた仲間たちが振り返る。

  「どうした、リョウカ！」と、ヒュンラ。

  「すみません、私やっぱり、シュンライ様の様子を見てきます……！」

  「バカ！　そんなことをすれば逆に姉あね者じやは怒るぞ！」

  　オンリンが怒鳴った。

  「私も、そうだと思います。でも……」

  　それ以上は、言葉にならなかった。

  　リョウカは、仲間とは逆方向――伏ふつ義き城じように向かって駆けだした。

  「あっ！」

  「すみません！　必ず、シュンライ様と一緒に戻ってきますから！」

  　リョウカも別行動をとる。

  　すると、カシュラがついてきた。

  「カシュラ！　あなたは逃げて……！」

  「そうはいきません。リョウカ様に何かあったら、私は生きる気力を失ってしまいますから」

  「カシュラ……」

  「さあ、急ぎましょう。まだ追いつけるはずです！」
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  　八はつ卦け封ほう郊外を二台の馬車が走っている。

  　そのうちの一台は、豪華な造りの乗じよう與よ車しやだった。高貴な人間が移動するための馬車だ。もう一台は装甲で補強された大型の戦車で、六頭立ての軍馬はすべて「馬甲」をつけていた。戦車としては珍しいことに、幌ほろで台が覆おおわれている。

  　二台の馬車に、獣神国の遊撃部隊が気づいた。八卦封から朝廷の重要人物が逃げ出した時、それを追いかけるために待機していた部隊だった。車獣四〇匹、岩獣二匹、攻こう城じよう獣じゆう一匹という編成である。

  　車獣が、馬車の前に回り込んだ。二台とも停車する。

  　暗あん巖がん人じんたちが乗與車の中を検あらためようとしたその時、戦車から五つの人影が飛び出した。

  　白い鎧よろいを着込み、白い大衣コートをまとい、白い鉄仮面で顔を隠した達人たち。

  　男が三人、女が二人。

  　朝廷近この衛え府ふ「五ご鎖さ衆しゆう」である。

  　五鎖衆は、それぞれ背中に巨大な鎖の束を背負っていた。その鎖を両手で持って振り回し始める。長さは九メートルを越え、鎖を構成する鋼鉄の輪の一つ一つが子供の頭より太い。

  「いくぞ」

  　五鎖衆の頭目――「一いち神じん鎖さのザザカ」がそう言ったのを合図に、五人は一斉に巨大な鎖で打ちかかった。牙きばをむく車獣の頭を叩き割り、吠える暗あん巖がん人じんの全身の骨を一気に砕いて黙らせる。一瞬で車獣騎兵たちが全滅し、岩獣でさえも滅多打ちだ。五鎖衆の気き功こうが通った鎖が岩獣の頭に炸さく裂れつすると、頭ず蓋がい骨こつが割れる軽快な音が響き、特大サイズの眼球が溢あふれた脳のう漿しようとともに外に飛び出す。

  　攻こう城じよう獣じゆうの櫓やぐらから、暗巖人や巫ふ祝しゆく士し兵へいが矢を射かけた。しかし、五鎖衆は三さん石せき弩ども六ろく石せき弩ども、攻城用の弩ど砲ほうも鎖を軽く振るだけでたやすく弾はじき返す。

  　そこでこの部隊の指揮官である巫祝士兵は、攻城獣に五鎖衆を踏み潰つぶすよう指示した。遠目には動きが遅く見える攻城獣だが、近くに寄ればなにしろ体がとてつもなく大きいので落ちてくる足を避よけるのは容易ではない。

  「縛フウ！」

  　と、ザザカは鋭く言った。

  　五人はそれぞれの鎖を連結し、魔獣の足下を跳び回った。一歩間違えれば踏み潰されて圧死だが、そんな間抜けな五鎖衆はいない。五人は軽けい功こうを駆使して、まるで太い柱のような攻城獣の右前足に鎖を巻きつけていく。

  「絞ジヤオ！」

  　ザザカが次の指示を飛ばした。

  　五人同時に発はつ勁けいし、巻きつけた鎖に力を込める。

  　常識を越えた五鎖衆の勁けい力りよくと膂りよ力りよく。

  　硬い皮ひ膚ふに鎖が食い込み、血が滲にじみ、攻城獣が「キシャアアア……！」と悲鳴をあげた。

  　一歩も先に進めなくなる攻城獣。やがて鎖は骨も断ち、右前足を完全に切断した。攻城獣はバランスを崩してゆっくりと倒れて、地響きがする。櫓が崩壊する。

  　攻城獣はその体の大きさから、足を一本失ったらもう二度と動けない。あとは、ゆっくりと死んでいくだけだ。

  「何かあったか」

  　と、乗じよう與よ車しやの中から声がした。五鎖衆は慌あわててその周囲に膝ひざをつく。

  　声を発したのは、バラカン・ルカンだ。

  「いえ、もう片付きました」

  　五鎖衆を代表して、ザザカが答えた。

  「たまには余よにも戦わせよ」

  「そういうわけにもいきません」

  「八はつ卦け封ほうで戦えばよかった」

  「火か雲うん邪じや神しんと、征将軍たちと同格かそれ以上の実力を持った獣神国の将軍たち。二〇万を超える魔獣の軍勢。踏みとどまって戦うにはあまりにも危険が大きすぎました。とりあえず今は、安全圏で征南将軍、征北将軍と合流するべきでしょう……」

  「五ご鎖さ衆しゆうがそう言うのなら、正しいのであろう。よきにはからえ」

  「ははッ！」

  　五鎖衆が戦車に戻って、移動を再開する。

  



  
    ３
  


  

  「シュンライ様！」

  　リョウカとカシュラが追いついた時、シュンライはちょうどたまたま遭遇した車獣騎兵の一団をすべて斬り伏せたところだった。伏ふつ義き城じようの外周城壁まで、あと数十メートルという場所である。

  「リョウカ、カシュラ！　どうしてついてきた！」

  「すみません！」

  　リョウカは立ち止まるなり、深く頭を下げた。

  「でも、シュンライ様とどうしても一緒にいたくて……」

  「まったく……私はこれから伏義城、太たい極きよく宮ぐうに乗り込むんだぞ」と、シュンライは小さくため息をついた。「北ほく天てん戦に登録した身で、どうするつもりだ？」

  「そ、それは……」

  　リョウカは口ごもった。何も考えずに行動してしまった。

  「仕方ないな……」

  　と、シュンライは唇に微かすかな苦笑を浮かべる。

  「ここでお前たちを追い返したら、その方が危ない。あちこち獣神国の部隊がうろついている。一緒に来い。なんとかなるだろう」

  「……はい！」

  　シュンライ、リョウカ、カシュラの三人は、激戦区になっている気配の天てん将しよう門もん付近を避けて伏義城に入ることにした。他に中に入る門はないので、城壁を乗り越えるしかない。シュンライは暗あん巖がん人じんが使っていた武器を拾っては、次々と城壁に向かって投げていった。突き刺さった武器の柄が、簡易式の階段のように並んでいく。

  「こんな方法で城壁を登ることができるんですね……」

  　リョウカは感嘆の声をあげた。

  「『器き械かい走そう壁へきの法』と言う」と、シュンライ。「武ぶ侠きようが城攻めの時に使う技の一つだ。守備兵が城壁に並んでいる時は使いにくい」

  　今、城壁に兵士の姿はない。獣神国が、城の深くまで侵入した証拠だ。

  　ここでふとリョウカは、六ろく門もん自じ在ざい棍こんを使えばもっと簡単に城壁を越えることができるのではないかと思いついた。助走をつけて跳び上がり、地面に突き立てた棍を伸ばして支えにするのだ。そうすれば、ただ跳ぶよりもずっと高く、遠くに行けるはずである。ただ、それだとシュンライやカシュラとはぐれることになるし、バランスを崩した時大変そうだ。やるなら、少し練習してからだな……と、心の中でつぶやく。

  「思ったよりもずっと朝廷軍が負けているな……さすがは獣神国」

  「シュンライ様、知っているんですか……？　敵のことを」

  「ああ、少しな。どんな武将が指揮しているのかは知らないが、征将軍を仕留められる凄腕の破は城じよう武侠を何人もそろえているのは間違いない。このままいくと獣神国の誰かに先に皇帝を殺やられるかも」

  「皇帝が……!?」

  　リョウカとカシュラは驚いて顔を見合わせた。

  　無力な少女にすぎなかったリョウカにとって、ルカン朝皇帝といえば神に近い存在だった。シュンライから武術を学び、一騎当千の武侠たちと知り合ううちに以前ほど皇帝を畏い怖ふすることはなくなったが、それでも漠然と自分には手に負えないものだと思っていた。皇帝を殺すよりは、双そう天てん武ぶ王おうになる方がずっと楽だと考えたから北ほく天てん戦に登録したのだ。

  　それが――まさか。

  　皇帝が死ぬということは、どういうことなのか。リョウカにはいまいちピンとこなかった。

  　三人は「器械走壁の法」を使い、最後の城壁も乗り越えて、最短距離で太たい極きよく宮ぐうの前にたどり着いた。

  「――なんだこれは」

  　百戦錬磨のシュンライが、呆ぼう然ぜんとした顔で言った。

  　――信じられないものを、見た。

  　リョウカは言葉を失って顔面蒼白となり、カシュラは嘔おう吐と感をこらえて苦しい表情だ。

  　太極宮は皇帝の私生活の場であり、後宮ハーレムも兼ねていた。そこでは、千人以上の側そく室しつが暮らしていた。その全員が、死体となって太極宮の周辺に散乱している。

  　死体のほとんどは、窓から投げ捨てられたものだった。全身を打だ撲ぼくした落下死体だ。ごくたまに、強い力で手足を胴体から引き抜かれた死体が混ざっていた。

  　美女の死体が千人分以上というだけでも異常な光景なのに、さらに獣神国の岩獣が腹を切り裂いて内臓を食い散らかしている。血の海であり、肉の海でもある。現実の光景ではなく地獄の幻まぼろしを見ているのだと言われても、リョウカは納得しただろう。

  　その時だった。リョウカたちの目の前に、はるか上方からもう一人落ちてきた。女ではなく、男の死体だ。この国の丞じよう相しようハッサだった。

  　何者かが最上階から投げ捨てたのだ。

  「まるで招待状だな。上に向かうぞ」

  　シュンライ、リョウカ、カシュラは、太たい極きよく宮ぐうの外側を登っていく。屋根が外に向かって張り出しているので足場やつかむところが多く、それほど難しい移動ではなかった。本来なら登る途中を武装侍じ女じよや五ご鎖さ衆しゆうに襲われるはずだが、今日はそれもない。

  　そして最上階で三人を待っていたのは、火か雲うん邪じや神しんの二つ名を持つ巨大な女だった。

  「――えっ？」

  「おっと、これはびっくりだな」

  「まさか……」

  「こんなところで、シュンライと会えるとは。元気だったか？」

  「クバンカサ様……お師匠様……」

  　宿命の再会。

  

  　愕がく然ぜんとするシュンライ。

  　リョウカは、シュンライがクバンカサと呼んだ女をまじまじと見つめた。

  　その名前は、何度か耳にしたことがある。

  　シュンライの師匠。伝説の達人。そして、アルシャーサの「もう一人の母親」。

  「そんな……バカな……お師匠様は、北ほく天てん戦で死んだはず……」

  「死んだことにして、反撃の機会をうかがっていたんだよ」

  　クバンカサの表情には余裕がある。

  　シュンライが今にも泣き出しそうな顔をしているのを、リョウカは初めて見た。

  「もしかして、獣神国の軍勢を率いているのですか……？」

  　と、シュンライは震える声で訊たずねた。

  「ああ。大将軍と丞相を殺したよ。皇帝はやり損そこねたが、近いうちに必ず殺す」

  「生きていたのなら……」

  「ん？」

  「生きていたのなら、どうして私に連絡してくれなかったのですか……？」

  「こっちも色々あった。遠征の準備もあったしな……」と、クバンカサ。

  「…………」

  　リョウカは口が挟めない。

  　シュンライとクバンカサ二人だけの世界だ。

  「皇帝の側そく室しつが大量に殺されていました」

  　シュンライの語調が強くなった。

  「えーと、ああ、指示したのは私だ」

  「なぜ、あんなむごいことを……？」

  「もちろん、無抵抗の相手を殺すのは心が痛んだ。だが、皇帝と一度でも交わった可能性がある女は、いずれ争いの火種になる可能性がある。低い可能性だとしても、断っておくのが賢明というものだ」

  「お師匠様には、そういうところがある……！」シュンライの声が凛り々りしくなった。表情が、徐々にいつも通りのものに戻っていく。「海のように広い懐ふところの持ち主かと思えば、恐ろしいほど計算高い」

  「計算ができるのは、悪いことか？」

  「計算次第では、親しい人間も切り捨てるでしょう。だから、私のことも放置していた」

  「そんなことは……」

  「ないとは言わせない！」

  　シュンライは激げつ昂こうした。稲いな妻ずまが落ちたあとのように空気が震える。

  「五ご鎖さ衆しゆうに敗れた私は、鎖で石に縛り付けられて何年も過ごしたんだ！　他にも、何度も絶体絶命の危機があった！　お師匠様に助けてほしい時が何度もあった！」

  「……ふぅむ」

  　と、クバンカサは腕を組んで難しい顔をした。

  　シュンライは続ける。

  「わかってきたぞ。お師匠様は、獣神国のため情報を集める目的でルカン朝の領土内を旅していたんでしょう……？　そのために、私を利用した。最初から計算だったんだ」

  「シュンライ……」

  「そこにいるリョウカがいなかったら、今でも私は石に縛られたままだった」

  　そう言って、シュンライはリョウカを指差した。

  「え!?　あ、その……」

  　突然自分の名前が出てきて、目を丸くする。

  「ふうん……リョウカ、ね……」

  　クバンカサはリョウカをちら、と見た。

  　刹せつ那な、リョウカの背筋にぞくり、と悪お寒かんが走った。氷の刃で背筋を撫なでられるような感覚に、圧倒的な格の違いを悟った。たとえ拳こぶしを振るわなくとも、クバンカサほどの眼力があればそれだけで人が殺せそうな気がした。

  「わかったわかった！　私が悪かったのは認める。だが、こちらにも本当に複雑な事情があったのだ。もういいだろう、シュンライ。過去のことは水に流して、また私と一緒に楽しくやっていこうじゃないか」
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  「その複雑な事情とは？」

  「長話になる。夜、寝台の上でじっくり説明してやろう。昔のように抱いてやる。お前は私を責めるよりも、責められる方が好きだったからな」

  　と、クバンカサは傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放った。

  「……っ！」

  　シュンライは、羞しゆう恥ちと怒りが入り混じった複雑な顔をした。

  （シュンライ様……）

  　今のやり取りを聞いて、リョウカは思っていた以上のショックを受けていた。確かに、武ぶ侠きよう同士は仲良くなれば簡単に性交を重ねる。特にこの大陸では、男同士、女同士の絆きずなを重視する。師匠と弟子、という関係も珍しくはない。

  　シュンライ様は過去に師匠のクバンカサと肉体関係を持っていたんだろうな――リョウカはぼんやりそんな想像をしてはいたが、こうして実際修しゆ羅ら場ばを目の当たりにすると胸の奥でざわざわとささくれだった感覚が芽生えるのを止められなかった。こんな時でも個人的な感情を無視できない自分に対して、リョウカは苛いら立だつ。

  「嫌だ……」

  　シュンライがぽつりと小声でつぶやく。

  「なんだと――？」

  　クバンカサは、大げさに耳をそばだてる仕草をした。シュンライは声を大きくする。

  「私が……クバンカサ様についていくのは嫌だと言ったら？」

  「ここが武林の分かれ道」

  　クバンカサの声に、凄味が加わる。

  「私の夢を手伝ってくれるならそれでよし。そうでないなら覚悟を決めろ」

  　ここでクバンカサは、初めてシュンライやリョウカに向けて殺気を発散した。これが達人の殺気か、とリョウカはめまいを覚える。

  　臭においがしそうなほど濃厚な殺気は、それだけで虫や小動物の心臓を止める力を持っていた。

  「私の夢は、覚えているよな……？」

  　クバンカサはぴっ、とシュンライを指差した。

  「もちろん覚えています……この世で最も偉い人間になる、と」

  「そうだ……天下統一だ！　この天下を統すべるに相応ふさわしい武徳を持っているのは一体誰だ？」

  　と、クバンカサは獣神国獣じゆう形けい拳けんの構えを取る。

  「火か雲うん邪じや神しんの拳こぶしがうなれば、拳けん風ぷうは五ご山ざん三さん峰ぽうを揺るがし」

  　と、空気を切り裂く高速の拳を突き出し。

  「力を込めた蹴りが入れば、哀れな敵は崑こん崙ろんまで吹き飛ぶ」

  　と、目にも止まらぬ上段回し蹴りを放ち。

  「武徳のある人間が国を治めれば、山河は輝きを増し」

  　と、床に足がめり込むほどの震脚を行おこない。

  「民たみは鳥のさえずりに合わせて歌い踊り、田畑には黄金が実る」

  　と、シュンライに向かって武術の礼をする。

  「それができる人間を、私は一人だけ知っております」

  　シュンライもクバンカサに礼を返した。

  「その名は？」

  　と、嬉しそうな顔でクバンカサは話の先を促した。自分の名前が、シュンライの口から出てくるのを楽しみにしているのだ。

  　しかし、シュンライは意外な名前を口にした。

  「私の弟子、コルン山のリョウカです」

  「――っ！」

  　シュンライの言葉に、誰よりもリョウカが驚いていた。

  

  「……どういうつもりだ？」

  　クバンカサは、不愉快そうに訊たずねた。

  「どうもこうもありません。リョウカはまだまだ未熟ですが、武徳という点においては誰にもひけをとりません。周囲にいる人間を幸福にする力があります。私は、この大陸の未来をリョウカに賭けてみようと思ったのです……！」

  「シュンライ様……」

  　知らなかった。リョウカは、気づいていなかった。

  　まさか、シュンライにそこまで高く自分が評価されていたとは――。

  　拳けん神しん雷らいは弟子を取らないという話は有名だったそうだ。長い付き合いのオンリンでさえ、義ぎ姉きよう妹だいの契ちぎりを結ぶことは許されたものの、弟子にはなれなかった。

  　シュンライは、リョウカにとって尊敬すべき師であり恋人だった。

  　リョウカは、シュンライにとってこの暗黒時代を終わらせる希望だった。

  「では――」

  　クバンカサが、鷹のように目を細めた。

  「そのリョウカとやらを殺せば、昔のシュンライに戻るのかもしれないな……」

  「はっ！」と、シュンライは目を見開いた。

  「大事なものは隠しておかないとダメだぞ、シュンライ」

  　そう言って、クバンカサは右手で自分の左手の薬指を引き千切った。

  　シュンライは「しまった！」という顔をして横に跳ぶがもう遅い。

  　クバンカサは、千切った薬指をリョウカに向かって投じた。

  　その勢いは、ほとんど弾丸だ。

  　桁けた違ちがいの勁けい力りよくがこもっているので、急所に当たれば命はない。

  　まさか指を投げてくるとは思っていなかったので、リョウカの反応が遅れた。

  「リョウカ様！」

  　逃げ遅れたリョウカを、カシュラが突き飛ばした。

  「！」

  　そのおかげでリョウカは指の射線から外れたが、かわりにカシュラに薬指が命中した。

  　しかも、左の眼球だ。爪が白目の部分にずぶりと食い込んでいた。目の奥まで傷ついたらしく、少し遅れて壊れた眼球の隙すき間まから血も溢あふれた。

  「うわあああッ！」

  「カシュラ！　カシュラあぁッ！」

  　激痛にのたうち回るカシュラを、リョウカが強く抱き締める。

  　リョウカが目から指を抜くと、カシュラは絶叫して気を失った。命に別状はなさそうだが、左目の失明は確実だろう。

  「しくじったな」

  　クバンカサは、蚊を叩き殺し損そこねたような軽い調子で言った。

  　そして、リョウカとカシュラの手の甲に浮かんでいる「しるし」の存在に気づく。

  「む？　お前たちは北ほく天てん戦の登録選手か。危ないところだったな。うっかり殺していたら、あとで力りつ家か教団の連中に何を言われるかわからない……」

  「この……人でなし！」

  　リョウカは、吐き捨てるように言った。

  「私が人でなし……？　違うな。私は愛に溢れている。生きている世界が違うのだ。私の愛は、常人には理解できん」

  「そこまでです、お師匠様」

  　シュンライが、リョウカをかばうように前に出た。

  「シュンライ……私とやるというのか？」

  　ここで、クバンカサの顔から余裕が消えた。眉み間けんにしわを寄せて、心底悲しげな顔をする。

  「リョウカに手は出させません」

  　シュンライは、九きゆう環かん刀とうを構えてその切っ先を自分の師匠に向けた。

  「お前が私に勝てるわけがないだろう。力ずくで、再び私のモノにするしかないか……」

  　クバンカサの薬指はすでに再生していた。

  「お師匠様……あなたの愛がどれほどのものかはわかりかねますが、愛も多すぎれば無と等しくなるのです」

  「ふうん……言うようになったじゃないか、シュンライ」

  　ずん、と建物全体が揺れた。リョウカは一瞬、二人の殺気がぶつかって地震になったのかと思ったが、違った。階下で爆発が起きたのだ。

  　その爆発は、ハッサの部下の手によるものだった。

  　征東軍団が敗れたという報告を聞いた丞じよう相しようハッサは、皇帝を五ご鎖さ衆しゆうに託して逃がし、太たい極きよく宮ぐうのあちこちに焼しよう夷い剤ざいと爆弾を仕掛けるよう武装侍じ女じよたちに命じ、最初から身代わりになるつもりで最上階にこもって防戦の指揮を執とっていた。なるべく多くの敵を巻き込むために導火線を長くとっていたので、ようやく今になって爆発したのである。

  「逃げろ、リョウカ」

  「でも……！」

  「ここで死ぬ気か！　お前だけでなく、カシュラも助からないぞ！」

  「……っ！」

  　自分の命はともかく、カシュラの命を好きなように使うわけにはいかなかった。

  　また、爆発。夜の闇に城が燃える。

  　煙が最上階まで届く。すべてが炎に包まれるのも時間の問題だろう。

  「わかりました！　必ず生きて帰ってくださいね！」

  「行けッ！　リョウカ！　振り返るな！」

  「……はいっ！」

  　リョウカは、カシュラを左手で抱き締めたまま窓から外に飛び出した。

  　背中で、シュンライとクバンカサの拳こぶしが激突した気配を感じるが、師匠の言いつけを守って振り返らない。

  　太極宮の最上階から人を抱いたまま落下すれば無事では済まないので、リョウカは右手で六ろく門もん自じ在ざい棍こんを伸ばして地面に突き刺し、高い位置で落下の勢いを殺した。そのまま上手くバランスをとりながら、自在棍を縮めて着地する。

  　炎上し、少しずつ崩落していく太極宮に背中を向けて、リョウカはカシュラを抱いて駈け出した。

  「シュンライ様ぁっ！」

  　リョウカは泣きながら走った。

  

  　八はつ卦け封ほうを出たリョウカは、カシュラの目に霊れい符ふで応急処置を施しつつ、シュンライが追いついてくるのを待った。しかし、夜が明けてもシュンライが現れることはなく、獣神国の残党狩りが始まったのでリョウカは逃げた。イシュタの屋敷でオンリンたちと合流し、何が起きたか事情を説明するのも辛かった。

  　そしてリョウカは、頭に血が上ったオンリンに思い切り殴られた。倒れたリョウカに、オンリンはさらに蹴りをくわえようとしたが、カルザとヒュンラが二人がかりで止めた。殴られて切れた唇の血を手の甲で拭ぬぐいながら、深い悲しみや無力感よりも痛みに支配されている方が気持ちが楽だということをリョウカは知った。


  


  エピローグ

  



  
    １
  


  

  　獣神国クバンカサ遠征軍、八はつ卦け封ほう制圧。

  　皇帝バラカン・ルカン、五ご鎖さ衆しゆう、そして二人の征将軍とともに南へ逃のがれる――。

  

  　瞬またたく間まにルカン朝廷領のうちの三分の一を手中に収めたクバンカサ遠征軍は、バラカン・ルカンの治世がいかに杜ず撰さんなものだったのかを喧けん伝でんし、新たにリン・ルカン新皇帝を擁よう立りつした。皇帝の血を受け継ぎつつ、より聡明でより慈じ愛あいに満ちた彼女こそ、この国を治めるに相応ふさわしい――それがクバンカサの大義名分であった。獣神国は私利私欲ではなく、あくまで民たみを助けるために兵を出した、というのだ。新しいリン・ルカン朝廷が獣神国、ひいてはクバンカサの傀かい儡らい政権であることは明らかであったが、ルカン朝の圧政に苦しんでいた民にしてみれば、少しでも税が安くなるのなら大歓迎だった。哀れなリン・ルカンはクバンカサたちの手によって徹底的に調教され、その操り人形として自由のない生活を送ることになった。

  　クバンカサが新皇帝を擁立したことによって、日和ひより見みの役人たちは獣神国に寝返る上手い口実を手に入れることができた。傀儡政権をたてたことによって、占領統治は実に順調な滑り出しを迎えた。――すべてが、クバンカサの計算通りに進んでいった。

  　南に逃れたバラカン・ルカンは、南方鎮ちん守じゆ府ふを新しい帝都に定めて、自分こそ正統な皇帝であると主張。リン・ルカン朝廷が傀儡政権に過ぎないことを指摘。軍を立て直し、徹底的に戦うと宣言した。

  　リン・ルカンの北方朝廷と、バラカン・ルカンの南方朝廷。

  　大陸は、南北朝争乱の時代へと突入していった。

  

  　そして、八卦封陥かん落らくから二年の月日が流れた――。

  



  
    ２
  


  

  　大陸西部海域、ジャン諸島六か国同どう盟めい。

  　盟主国ジャン国の首都があるジャン島から小船で一〇分ほどの距離に、ムーハイ島がある。

  　ムーハイ島は臨時将軍を務めたシュンライに褒ほう賞しようとして与えられた領土だった。そこには大きな屋敷と一個師団が駐留できる規模の砦とりでがあり、シュンライが行方不明となった今、その主はリョウカということになっている。

  　ムーハイ島の屋敷には、リョウカを慕って多種多様な人間が集まりつつあった。たとえば、リョウカたちが九きゆう谷こく関かんで助けた「月げつ女じよ楼ろう」の娼婦たち。ジャホウセンに監禁されていた義賊シャムハ。つい最近も、獣神国のせいで八はつ卦け封ほう近くで商売ができなくなったイシュタがやってきたばかりだ。

  「はあー、忙しい忙しい！」

  　水着姿の侍女メイドが、人が増えてすっかり賑にぎやかになってきた屋敷の廊下をドタバタと走っている。むちむちとした体から元気が溢あふれている彼女は、ムーハイ島屋敷の侍女メイド頭がしらフィフィといった。

  「よう、フィフィ」

  　そう話しかけたのは、やはり水着姿の少女だった。少女といっても体はたくましく、左目に眼帯をかけていて面構えに凄味がある。

  　元海賊で、今はリョウカ第一の子分を自称しているカシュラだ。

  　リョウカを慕ってやってくる人間の中には、義賊シャムハやイシュタが連れてきた女用心棒たちなど、戦える人間がそこそこ混ざっている。カシュラの仕事は、戦える人間を組織し、必要があれば訓練を行おこなうことだった。

  　二年前――。

  　燃える太たい極きよく宮ぐうから無傷で出てきたクバンカサは、リン・ルカン北朝皇帝の後見役として権勢をふるっている。リョウカたちはてっきりシュンライは獣神国関連の施設に拉ら致ち監かん禁きんされたかと思ったが、いくら調べてもそれを確認することはできず、それどころかクバンカサも大陸各地に密偵を放ってシュンライを捜している事実が判明した。もちろん太極宮の焼け跡からシュンライの死体が出てくることもなく、彼女は完全に行方不明の状態だ。

  　リョウカはこのムーハイ島を拠点にして、修行の旅をしながらずっとシュンライを捜している。カシュラはその旅に同行したかったが、リョウカに「信頼できて、いざとなったら屋敷を守れる人間がムーハイ島にいてほしい」と頼まれたのでおとなしくそれに従った。

  「フィフィはいつも落ち着きがないが、今日は特にひどいな。何かあったか？」

  「ありましたよありましたよ、それはもうー！」フィフィは両腕をぱたぱたと振り回しながら能天気そうな笑顔で続ける。「久しぶりに、リョウカ様がこの島に帰ってくるという連絡が入ったんです！」

  「おい、本当か！」

  　カシュラの隻せき眼がんが輝いた。

  「カシュラさんに嘘うそをついてどうするんですか」

  「それもそうだ！　こりゃあ楽しみだな！」

  　リョウカが帰ってくると聞いて喜んでいるのは、カシュラだけではなかった。リョウカの陽よう根こんの味を知っている水着侍女メイドのジュジュも、激しい夜を期待して早くも瞳を潤うるませている。

  

  　ジャン国首都カンタン、女王の宮殿「水すい神じん宮ぐう」での軍議を終えて、ホウショウとその召し使いであるリランは船舶停泊所で小船――遊撃船と呼ばれている――に乗り込んだ。

  　兵法に通じ、頭の回転も速いホウショウは、再編成を余儀なくされたシュンライ師団の軍師からアルシャーサ直属軍の軍師に昇格していた。

  「ふう……」

  　遊撃船の床しよう几ぎに腰をかけて一息ついたホウショウの隣で、主人が海上の強い陽射しで日焼けしないように、リランが静かに日傘を開いた。ホウショウには両腕がなく、リランは上手く言葉を喋しやべることができない。

  「いつもすまないな、リラン」

  　二年過ぎても、リランの外見はあまり変わっていなかった。童顔と幼児体形は、もって生まれた体質のようなものなのだろう。それでもリランはここ最近、女主人を見詰める横顔にふと大人びた色香が走ることがある。

  　水手が船を出した。

  「クバンカサはジャン国女王シェラーシャ陛下の恋人だった女……」

  　軍議のことを思い出して、ホウショウは独り言のようにつぶやいた。

  「しかし、第一王女のアルシャーサ様は、もう一人の母親であるクバンカサに愛情ではなくむしろ反感を抱いている。娘が生まれたのに、一度も顔を見せたことがない親など信用できるはずもない……」

  「…………」

  　リランはホウショウの言葉を聞いているような、聞き流しているような――どちらともとれる顔をしている。

  「対話協調路線を進める女王陛下、獣神国の政策に懐疑的な姿勢を崩さずジャン国の独自路線を強く打ち出すアルシャーサ姫……宦かん官がんや軍部も真っ二つ二派に分かれて、日増しに対立は激しくなっている……」

  　ホウショウは日傘の暗い布越しに太陽を見上げた。

  「水軍大将のラミン様が、王女派についたのもまずいと言えばまずい……力の均きん衡こうが崩れてしまった。こんな時こそ、拳けん神しん雷らいがいればいいのだが……」

  　はあ……と大きくため息をつくホウショウ。

  「ああ、憂ゆう鬱うつだ。憂鬱だ」

  「…………」

  　国の未来を憂うれえる女主人の頬ほおに、リランは頬を朱に染めてそっとキスをした。

  「リラン……」

  　不意打ちのキスに少し驚きながらも、可愛かわいらしい唇の感触にホウショウは微笑をこぼした。

  「ふふ、人間なんて簡単なものだな……もう、憂鬱じゃなくなった」

  　そう言われて、リランは子供のように屈託なく笑う。
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  　ジャン国首都カンタンの水すい神じん宮ぐう。第二王女のアオリザは、元大将軍のシュリンを連れて中庭を散歩していた。

  　一年間の拷ごう問もん刑は終了していたが、一度反乱をたくらんだシュリンは奴ど隷れいの身分だ。衣装は露出度の高い黒革の奴隷装しよう束ぞく。手には常に気き功こうの流れを阻そ害がいする鎖がはめられていて、今も首輪についた紐でアオリザに引っ張られている。しかしそんな屈くつ辱じよく的な扱いを受けても、ラミンによって徹底的に調教されたシュリンは、愛する人と一緒にいられるだけで幸せそうな顔だ。

  　第一王女のアルシャーサは、自室の涼台テラスからアオリザとシュリンの散歩を見物していた。

  「あの様子なら、もう二度とシュリンが裏切ることはなさそう……」

  　と、独りごちる。

  　拷問刑の間に、勁けい力りよくや筋力はだいぶ衰おとろえたかもしれない。それでも、シュリンを鍛え直せば戦力になるだろう。

  「母かあ様さまは、クバンカサになら国を譲っても大丈夫と言う……冗談じゃないわ！」

  　アルシャーサは苛いら立だっていた。

  　ルカン朝にとてつもない大打撃を与えた遠征軍の総大将が、自分のもう一人の母親であるという。シェラーシャはクバンカサの帰還を喜んでいたが、アルシャーサにはそれが理解できなかった。ジャン国最大の危機が迫った時も、救ってくれたのはクバンカサではない。シュンライとリョウカだ。一度も顔を見たことがない相手が、いきなり親として現れてこの国の実権を握るなど、悪夢以外の何物でもない。

  「いざとなったら、民たみに親不孝の不忠者とそしりを受けようとも、私はジャン国を守ってみせる……！」

  　瞳に闘志を燃やして、アルシャーサはテラスから寝室に戻った。

  　寝台の上には、拘こう束そくされたニスーラがいる。

  　毒どく手しゆ拳けんの達人であり、冷たいまなざしが特徴的なアルシャーサの護衛役は、全裸にむかれて太い鎖で拘こう束そくされていた。その股こ間かんでは、二匹の後こう宮きゆうダコが無数の吸盤で陰いん核かくと後こう門もんの穴を刺激し、微妙な性的快感で長い時間ニスーラを苦しめている。

  　アルシャーサは焦じらすのが好きだった。拷問用の後宮ダコは、どんなに快感を与えても絶対に女性を絶頂に導くことはない。あまりのもどかしさに、頭がどうにかなる寸前まで追い詰められることがあるという。

  「ニスーラは、何があっても私の味方よね？」

  「は、はひ……」涎よだれをこぼしながら、虚うつろな目でニスーラは答える。「わ、私は……何があっても、お、王女様のために戦いますぅ……！」

  「……そんな忠義者のニスーラなら、今から鎖を解いても、自分を慰めたりしないよね？　私がいいって言うまで、我慢できるよね？」

  「！　は、はい……！　我慢できます……！」

  「よし」

  　アルシャーサは鎖の鍵を外し、後こう宮きゆうダコをニスーラの股こ間かんから取り除いた。

  「そこで四つん這ばいになって、じっとしていなさい」

  　と、アルシャーサは命じた。

  　ニスーラは言われた通りにする。

  　アルシャーサは四つん這いになったニスーラの上に座った。

  「ああッ！　アルシャーサ様……！」

  「ふふ、苦しそうね……我慢の限界？」

  「いえ、そんなことは……」

  　後宮ダコが取り除かれたとはいえ、ニスーラの性感は限界寸前まで昂たかぶったままだ。本当は、今すぐにでも陰部を指でいじりたいところだろう。ニスーラの額ひたいや首筋に浮かんだ脂あぶら汗あせがその証拠だ。こんな状態でも主人の命令に忠実な護衛役の少女を、アルシャーサは心の底から愛おしいと思った。

  　アルシャーサは、淫みだらな遊ゆう戯ぎを通して確認しているのだ。自分には、ここまで忠実な部下がいる。誰を敵に回しても、必ずついてきてくれる恋人がいる――。だからこそ、アルシャーサは強く強く前に出ることができる。

  「さて、と……」

  　アルシャーサは立ち上がり、ニスーラに向かって足を伸ばした。

  「よく我慢できました。私の指を使っていいわよ」

  「ああッ！　ありがとうございます……！」

  　許しが出たので、早速ニスーラは自分の陰部をアルシャーサの足の指に擦こすりつけた。陰いん核かくと足の指の腹が触れ合って、ようやく渇望していた刺激が下腹部に走る。

  「ああああッ！　姫様、素敵です！」

  　足の親指が亀き裂れつの中に入ると、ニスーラは一際大きな喘あえぎ声をあげた。

  　いつも冷静なニスーラがはしたなく腰を振る様を見て、アルシャーサは満足げに微笑ほほえんだ
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  　オンリンは、自分の砦とりでを大陸西部に移した。ジャン国のムーハイ島――つまり、リョウカたちと連携をとりやすくするためだ。

  　かつては小さな盗賊団に過ぎなかったオンリンの一派だが、今では行き場のない荒くれ者が集まった三万の一大勢力となっていた。盗賊団というよりは、独立軍の性格が強くなってきている。

  　将軍の風格さえ漂い始めたオンリンは、北朝だろうが南朝だろうが、力りつ家かが許す限り敵を選ばずに戦った。どちらにしても、民衆を苦しめていることに変わりはなかったからだ。確かに北朝は税を安くしたが、民たみに甘い顔をしていたのは最初のうちだけで、やがて過酷な労役を課すようになった。

  　オンリンは自分の軍を率いて国の穀物倉庫や宝物庫を襲い、貧しい民衆に分け与えた。ともに戦うのはカルザやヒュンラ、そして女ばかりの精鋭部隊・白びやく夜や連れん。長い付き合いの部下であるセリカとウアン。カルザの部下だったテッサ、セイセン――。シュンライの妹分としてだけではなく、武林の好人物として彼女の名声は上がるばかりだ。

  　しかしオンリンはシュンライが行方不明になって以降、笑顔が減った。ずっと責任を感じていた。

  　シュンライ姉あね者じやを一人で行かせるべきではなかった――そんな後悔がいくらでも湧いてくる。燃える太たい極きよく宮ぐうから逃げ出したリョウカを責めたが、とんだお門かど違いだ。自分は、そこに居合わせることすらできなかった。

  　オンリンは、シュンライの強さは絶対的なものだと信じていた。その確信が、判断ミスを生んだのだ。

  「シュンライ様……」

  　夜。切なくなって、独りごちる。

  　オンリンは、自分の砦とりでの屋上から周囲の風景を見下ろしている。いい景色だった。山地を利用して作った砦は、増改築を繰り返して小さいが立派な城になった。城下には南朝、北朝どちらにも従いたくない民が集落を作り始めている。城下町、と呼ばれるようになるものが完成するのは時間の問題だろう。

  　寒い冬が始まる予兆のように強い風が吹いた。この砦は山地にあるので、強い風は山の斜面を滑って勢いを増す。冷たい夜風に、オンリンの皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。

  　そんなオンリンに、長身の女が背後から一枚羽織るものをかけた。

  「カルザか」

  「はい。いくら鉄てつ皮ぴ功こうといえども、寒さはそれほど防げない。風邪をひきますよ」

  　と、優しく微笑ほほえんでいるカルザ。

  「ん……ワリィ」

  　顔を赤くして、オンリンは照れ隠しに鼻を擦こすってみせた。

  　怪力鉄皮功の武ぶ侠きよう少女と元鎮ちん西ぜい将軍の仲はすっかり出来上がっていた。周囲の人間は祝しゆう言げんをあげるのを楽しみにしているという。反対しているのはカルザの娘、ヒュンラだけだ。

  「何か、悩みがおありですね」

  　オンリンの隣に進み出て、カルザが言った。

  「わかるか」

  「ええ。いつも見ている好きな人の表情ですもの」

  「バカ……」

  　また、オンリンは照れた。

  「実は、挙兵しようかと思っている」

  　オンリンはごまかすように強く言った。

  「もう、しているではないですか」

  「今はまだ、盗賊団の延長線上にすぎない」

  「……まさか！」

  　カルザははっ、と息をのんだ。

  　オンリンは力強くうなずき――。

  「独立した国だと四方に宣言文を飛ばす。俺の小さな国――そうだな、名前は『雷いかずち』にしよう」
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  　今思い出すと、何もかもが夢だったような気がしてくる。

  　岩に縛り付けられていた伝説の女を助け出し、その弟子となり、大陸最強の称号を目指す長い旅が始まった。

  　シュンライがいないと、リョウカは胸に大きな穴が開いた気分だ。背後から吹いてきた風が、胸の穴を通って前に抜けていく感じがする。

  　母を取り戻す旅が終わらないうちに、もう一つ目的が増えてしまった。

  

  　――リョウカは木の枝の上で目を覚ました。

  「ふああ……」

  　あくびをしながら、んー、と体の筋を伸ばす。

  　リョウカは太い木の枝を二本選んで、そこに体を横たえていた。体は、首と足の先だけで支えて眠る。こうすると、首や背筋と同時に軽けい功こうを磨くこともできる。

  「この寝方もすっかり慣れちゃったな……もっときついの考えなきゃ」

  　高い木の上からひょいと飛び降りて、猫のように危なげなく着地するリョウカ。

  　二年の月日は、リョウカを本物の武ぶ侠きように変えていた。

  　シュンライが行方不明になっても、リョウカは厳しい修行を続けた。一人で学んだ套とう路ろを繰り返すだけの日もあれば、ジャン国のラミンやカルザに技を学ぶ時もあり、見知らぬ達人に教えを乞うこともあった。

  　リョウカは「千せん里り眼がん功こう」という視力を飛躍的に上げる気功術を習得したので、もう眼鏡は必要なくなったが、それでもかけていた。眼鏡がある方が自分らしい、と思えたからだ。

  　身長は二年で二〇センチも伸びた。体つきがたくましくなるにつれて子供っぽい髪型が似合わなくなってきたので、思い切って短くした。顔からは小娘の甘さが消えて、女傑らしい精せい悍かんさが滲にじみ出るようになった。

  「さて……とりあえずジャン国に戻ろうかな」

  　アルシャーサやホウショウが、新しい情報を入手しているかもしれない。

  　北ほく天てん戦の開催まであと半年。

  「シュンライ様……必ず見つけ出しますからね」

  

  　シュンライが生きているのは間違いない。

  　リョウカは、半分になった霊れい符ふを今も大事に持っている。

  　イシュラの依頼で、アシュティタという奴ど隷れい商人の屋敷を襲撃した時に用意した霊符だった。もう半分は、シュンライが持っているはずだ。

  『問題は、何かあった時の合図だが……』

  『霊符を用意しておきます』

  『相手の状態が、霊符の色でわかります。大おお怪け我がを負ったら赤色、自由を奪われたら青色、助けが欲しくなったら白色……といった風に。最悪死亡してしまった場合、霊符は燃え尽きてしまいます』

  　時間がたって霊符の効力が落ちて、色は変化しなくなってしまった。それでも、霊符が燃え尽きていないということは、シュンライが生きている証拠だった。

  

  「――っ！」

  　悲鳴が聞こえて、半分になった霊符を見詰めていたリョウカは顔を上げた。

  　習得したばかりの聴ちよう勁けいを使って、遠くの音に耳をすます。

  　馬の蹄ひづめの音。八騎ほどか。誰かを追っている。追われているのは、徒歩だろう。蹄の音にかき消されて、徒歩の人数まではわからない。

  　リョウカは、六ろく門もん自じ在ざい棍こんを構えて駈け出した。勢いがついたところで跳び上がり、枝を蹴って猿のように移動する。

  　馬を走らせているのは、案の定山賊たちであった。林の中を逃げていたのは、幼い少女と少年だ。兄妹か、それとも幼なじみか。二人ともみすぼらしい格好で、どんな事情があるのかはわからないが苦しい旅をしているようだ。木の枝に片手でぶらさがって、リョウカはシンハンのことを思い出した。少女をかばう少年が、ちょっとだけ彼に似ていた。

  　リョウカが旅を始めた時、一緒に山を下りてくれた心優しいリョウカの兄弟子、シンハン。

  『俺は、リョウカと一緒に外の世界で武術を学んで、朝廷ととことんまでやり合ってみたいよ』

  　そんなことを言っていたシンハンは、山賊に襲われてあっさりと首を切られた。あの時何もできなかった自分と決別するために、リョウカはシュンライの厳しい修行にも弱音を吐くことなくついていった。

  　――くだらない連中に殺されない力が欲しい。

  　そして、リョウカは強くなった。

  　分かれ道のたびに、正しい選択をしてきた。

  　必死に逃げる少女が転んだ。

  　少女を助けるために少年が立ち止まって、とうとう山賊に囲まれてしまう。

  「高く売れそうなガキどもだ」

  　と、山賊の一人が言った。口の隙すき間まから下品な金歯がのぞいた。

  　リョウカは木の枝から手を離して、飛び降りながら六ろく門もん自じ在ざい棍こんを振るった。

  　金歯の男の頭部をかち割る。

  　一撃で、男の首から上が消失していた。

  「なんだ、てめえはッ！」

  　山賊が焦った顔で怒鳴った。

  「私は――」

  　リョウカは、六門自在棍を振り回しながら答える。

  「雷らい一門、神しん棍こん竜りゆうのリョウカだッ！」

  　旅をするうちに、いつの間にかリョウカにも二つ名がついていた。

  　拳けん神しん雷らい唯一の弟子、神棍竜リョウカ。

  　母と最愛の人を取り戻す旅の途中である。



  


  あとがき

  

  　この第四巻の原稿を編集者さんに送ったあと、感想のメールの中にこんな一文が。

  「リョウカとシュンライの関係性がいいですね！　武ぶ林りんの世界観で恋愛感情の機き微びが描かれようとは……一巻のときには思いも寄りませんでした」

  　うおお、性描写と暴力描写をやりすぎたせいで誤解されているかもしれない！

  　これでも、自分の中ではリョウカたちは最初から純愛してるつもりなんですよ。

  　確かにリョウカは、ライトノベルの主人公とは思えないほど誘惑に弱くて女の子に手を出しやすい。武林世界の住人は基本的に性に関して奔ほん放ぽうすぎるかもしれない。だがしかし、それには深い理由がないわけでもない……。

  

  　世界が違うなら恋愛も違う、というのが深ふか見みの持論です。たとえば、明治時代の日本人と現代の日本人では、恋愛観・結婚観はまったく異なるものになっている。ということは、百年後の日本人も今とはちょっと違う恋愛をしているはず。

  　数十年数百年後が舞台のＳＦ映画やアニメで、科学技術や社会制度は極度に発展しているのに恋愛描写が保守的で古臭かったら違和感を覚えます。

  　同じことがファンタジーにも言える。もしも実際に魔法が存在する中世ヨーロッパ風のファンタジー世界があるとすれば、その世界で生きる人々の恋愛観・結婚観は特殊なものになるでしょう（魔法の威力、利便性にもよりますが……）。現実の中世ヨーロッパとはまったく異なるものになっていないとおかしい。

  　ファンタジーのＲＰＧなどをやっていて、その世界の魔法は世界を滅ぼせるくらい強力で、人工の生命だってガンガン作れてしまうのに、同性同士で子供を作るための魔法がなかったりすると「それっておかしくね？」と感じます。

  　自動車や飛行機の開発が人間の文化や社会に大きな変化を与えました。人間の能力が道具や新発想によって拡張された時、恋愛の形も変わっていく。最近の日本でいうと、携帯電話の普及がそれにあたります。携帯の普及によって、若い世代の恋愛の速度が明らかに変わった。速度だけではなく、距離感もそう。「好きな相手の家に電話をかけたら、親が出てしまって気まずかった」みたいな瞬間は今はもうまず発生しない。

  　ちょっと話がずれました。で、武林の世界について。

  　武林の世界には、実際の気功とは違う形で気功が存在します。ほとんど「魔法」のレベルです。気功を使うことによって、修行すれば素質がある人間は数万人を一人で叩き潰す超人になれる。房ぼう中ちゆう術じゆつを応用すれば男性同士、女性同士でも子供を作れる。そんな世界での性愛について深見なりに真面目に考えた結果が、この武林クロスロードの恋愛描写になるわけです。

  　なんだか妙な話をしてしまいましたが、基本的にはあまり深く考えずに読者のみなさんに楽しんでもらえれば幸いです。これで第一部完。第二部がちゃんとやれるかどうかは読者さんの反応次第です。ではでは、よろしくお願いします……！
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